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　はじまり【機会があったらぜひご一緒に】







『今日きようが人生最後の日だとしたら、今日やろうとしていることを自分は本当にやりたいのか？』と、優秀なビジネスパーソンステイーブ・ジヨブズのように自問自答してみるとする。

　きっとほとんどの人の答えはノーだ。やりたいことはほかにあるよ、だ。にもかかわらず、予定を変えることはしないはずだ。

　なぜか？

　今日死ぬことはないと思ってるからだ。

　明あ日すも明後日あさつてもその次も当然やって来ると思ってるからだ。

　いきなりみぞおちを殴なぐられて気を失うとは思ってないからだ。

　折りたたみのパイプ椅い子すに体を縛しばり付けられるとは思ってないからだ。

　銃じゆう口こうを口に突つっ込まれるとは思ってないからだ。

　俺おれだって今日、そんな目に遭あうとは思ってなかった。

　目だけを左右に動かして室内を見渡す。

　出入り口は前方にあるドアひとつだけ。窓にはカーテンが引かれている。

　見慣れた教室。ここは旧校こう舎しやの旧第二用具室だ。

　甘あまい匂においがした。

　視線を上にあげると、俺の舌したの上に銃口を押し付けている女子生徒と目が合った。確認するまでもなくわかっていたことだが、乃の花はなさんだ。

　裾すそノの花はな乃花。

　彼女の容よう姿しを一言で言うと、ロクな死に方をしないだろうな、という感じだ。小野おのの小こ町まちもクレオパトラも楊よう貴き妃ひもそうだったように、だ。……つまり、乃花さんの性格を知っていると認めたくなくなってくるのだが、絶世の美女だという意味だ。

「なにか言いたいことでもあるのかい、寿ことぶき藍人あいとくん？」

「あのですね」と言ったつもりが、くぐもった声が出ただけだった。銃じゆう身しんが口内にあるのだ。喋しやべるのには無理がある。

「ああ、悪かった」

　乃花さんはくすくすと笑いながら俺の口から銃を引き抜く。俺は滴したたり落ちそうになった唾だ液えきをすする。

「……あのですね、ものごとには順序ってものがありますから。俺と乃花さんって、こういうね、縛しばるとか、激しいプレイをする関係にはないと思いますけど？」

「細かいことはいいじゃないか」

「細かくないです。乃花さんがシェフのサラダ並みに気まぐれなのは知ってますけど、突とつ然ぜんすぎるでしょう。なんなんですか、これ」

「実はね、寿ことぶきくんにお願いがあるんだよ」

「嫌いやです。断っていいですか。いえ、断ります」

「つれないね。そう意い固こ地じになるもんじゃないよ」

「────────────っ！」

　乃の花はなさんがおもむろに俺おれの上に跨またがって座った。

　冗じよう談だんみたいに軽い。俺はパイプ椅い子すに縛しばり付けられているせいで、ロクに抵抗もできない。乃花さんの柔やわらかな内ふとももは、布越しでもわかるほどにひんやりとしている。

「寿くんにぃ、お願いがぁ、あるんだよう」

　甘あまったれた声。俺の首にまわされた両腕うで。俺の頬ほおをくすぐる長い黒髪かみ。

　俺の太ももは椅子としてはあまり高性能ではないらしく、乃花さんは何度も何度も座る位置を変える。ただでさえ自己主張の強い胸が目の前で揺れる。

「……あの、あんまり動かないでもらえます？」

「どうしてだい？」

「どことは言いませんが、ちょっと、反射で、俺の一部分……、が、大変なことになるので」

「股こ間かんが膨ぼう張ちようしそうということかい？」

「…………もう少しだけオブラートに包んでもらっていいですかね」

「わがままだなあ。だったらこれからは花か粉ふん症しようの人のことを、スギやヒノキの性生活に興こう奮ふんする人と呼ぶことにしよう」

「そのオブラートは必要ありません」

「さじ加減が難しいな」

「乃花さんが勝手に難しくしてるんです」

　真ま面じ目めな顔してなにばかなことばっかり言ってんだ、この人は。

　からかわれるのがだんだんと面めん倒どうくさくなってきたので、俺は「お願いってなんなんですか」と脱だつ線せんした話を元に戻す。

　よくぞ聞いてくれた、とばかりに乃花さんは俺の上に座ったまま後頭部に銃じゆうを突つきつけてきた。

「寿くんを、殺してもいいかい？」

　にっこりと微ほほ笑えんだ乃花さんは、銃じゆう口こうをごりごりと押し付けてくる。

「……それがお願いですか？」

「そうだよ」

「嫌いやですよ」

「どうしても？」

「当たり前じゃないですか」

「私がこんなに頼んでいるのに？」

「頭ひとつ下げてないじゃないですか」

「しかたないな。人が死ぬのは悲しいものね。ならば殺さない。それじゃあ、かわりに笑ってみせてくれないか」

「はい？　なんですか？」

「笑ってみせてくれと言った。死ぬより簡単だろう？」

　乃の花はなさんが俺おれのぴくりとも動かない頬ほおを見つめながら言う。

　俺が笑えないことをこの人は知っているっていうのに、まったく、乃花さんときたら、負けず嫌ぎらいにもほどがある。

「こんな脅おどしをしてまで笑わせたいですか、俺を」

「ちょっとしたリベンジだよ」

「おもちゃの拳けん銃じゆうなんかで言いなりにはなれませんよ」

「おや。気付いていたのかい？」

「安っぽすぎるんですよ。ここならもっと精せい巧こうなものがあるでしょうに、なんでちゃんと探さないんですか。常々思ってましたが、乃花さん、やることが雑すぎます」

「ひどいな。寿ことぶきくんのためを思ってやってるのに」

　嘘うそつけ。

　大体、たとえ厚意というのがおいしくて甘あまいケーキみたいなものだとしても、こっちの都合おかまいなしで口をこじ開けてのどの奥までぎゅうぎゅう突つっこまれたら、嘔え吐ずいて気分が悪くなるだけに決まってるだろうが。

「先せん輩ぱいにこんなこと言うの、失礼かもしれないんですけど」

「なんだい」

「常識的に考えて、乃花さん頭おかしいです」

「寿くん。アインシュタイン曰いわく、常識っていうのは十八歳さいまでにたくわえた偏へん見けんのコレクションのこと、らしいぞ。常識にこだわる寿くんはとんだ偏見野や郎ろうだな」

「なぜこの状況で俺が蔑さげすまれなきゃいけないのか全然わかんないんですけど。……ていうか」

「なんだい」

「あなたにだけは常識を語ってもらいたくありません」

　うんざりして天てん井じようを仰あおいだちょうどそのとき、教室前方のドアが開いた。

　ふたりの生徒が立っている。

　顔は地味ながら全体的にちまっこくて、小動物のような可愛かわいらしい印象の生徒と、きれいな顔立ちをしている痩やせ型の生徒。

　前者は、明あき。持っていたスクールバッグをその場にどさりと落とした。

　後者は、倫りんさん。頭痛を感じたときそうするようにこめかみに手を当てた。

　乃花さんはいたずらが見つかった子供みたいにちょいと舌したを出す。

　そして、俺おれの上から退どく。

「ど、ど、ど、どーしてこんなことになっちゃってんの、藍人あいと！」

　足をもつれさせ、倒こけつ転まろびつしながら明あきが駆かけ寄ってきた。

「乃の花はなさん先せん輩ぱいに弄もてあそばれたのっ!?　やだよだめだよやめてよう！　不純異性交遊だよ！　そんなのあたしは反対だよっ！　か、か、快楽に目覚めて悪い男になっちゃうんだから！　きっとそのうち髪かみ染めてごついアクセサリーつけ始めて、チャラくなっちゃうんだ！　かわるがわる女の子家に連れ込んで、『やめなよ最低だよせめてひとりに絞しぼりなよっ！』ってあたしが言ったら、『わかんねえかなあ、ごはんばっか食ってるとたまにはパンが食いたくなるだろ。それと同じだ』とか言うんだよぉっ！」

　胸むな倉ぐらをつかまれ、がっくんがっくん前後に揺ゆさぶられる。

「お、落ち着け、明」

「落ち着けないよっ！」

「いや、あの、うしろ」

「え!?」

　ばっ！　と明が振り返る。そこにいるのは、いかにもよからぬことをたくらんでいます、という顔をして、両手をあやしく蠢うごめかせている乃花さんだ。

「うっ……!?」

「明くん。みくびってもらっちゃ困るな。私は弄ぶならこれくらいはするよ？」

　乃花さんは、逃げようとした明の肩かたを後ろからつかみ、引き寄せる。両手がするりと脇わきから滑すべり込み、ごく控ひかえめなふくらみのある明の胸へと着地する。

「え、あ、うぅ、やっ……、な、なにすんのっ!?」

「私の本気をね、体感させてあげようじゃないか」

「や、やだやだやだやだあっ！　はなしてえっ！」

「ほぉら。我が慢まんせずに声を出してもいいんだよ？」

「そ、んなこと、しないっ！　やあ、……んっ！」

「乃花さん、やめてください。明が嫌いやがってます」

　俺は語調を強めて言う。乃花さんは手を止める。

「──ほう。寿ことぶきくん。私に意見するつもりかい？」

「ええ。だって明は俺の大事な幼なじみですから」

「藍人あいとっ！　……今度こそ助けてくれるの……？」

　目を見開く明に、俺はひとつうなずいてみせる。

「乃花さんに揉もませるくらいなら、俺が揉みます」

「うわーん、ばか────！　助けてよぉおお！」

　乃花さんの腕うでの中で、明がじたばたともがいた。

「素直だね。悪くない。格好つけて、そんなの興味ないさ、みたいなふりをしていると、いざ揉ももうと思ったときにはもう揉めなかったりするからね。人生、一いつ瞬しゆん一瞬を大切に生きるべきだな」

「そしてその一瞬一瞬の積み重ねが未来になる。未来というのは今日きようのことなんですね」

「なんか高こう尚しような話してるっぽくなってる────っ!?」

「どうせなら、私と寿ことぶきくんで右と左を一いつ緒しよに揉んで、どっちがうまいかを明あきくんに決めてもらおうか？」

「いいでしょう。受けて立ちます」

「断れぇ！　全力でぇ！」

「お互たがいフェアプレイでいこう」

「それなら情報を秘ひ匿とくするわけにはいきませんね。俺おれの手札を開示しましょう。明は左のほうが感度がいいんですよ」

「し、ししし知らないくせに適当言うなあ────────────っ！」

「はいはいはいはいもう、あんたらいいかげんにしなさい、うるさいわよ」

　いつの間にか近くまで来ていた倫りんさんが、乃の花はなさんと俺おれと明の頭を順にぽんぽんぽんと平手で軽くはたく。

「一体なんでこんなことになったのよ？」

　俺を縛しばっているロープに手を伸のばしてきた倫さんが、呆あきれながら問いかけてくる。

「廊ろう下かを歩いてたら乃花さんが友好的に近寄ってきたんですけど、話してたら突とつ然ぜん襲おそわれたんです。で、気付いたらここに連れ込まれてました」

「それはアンタが悪いわよ」

「なんでですか。理り不ふ尽じんすぎます」

「この女が近付いてきた時点で警けい戒かいなさいな。基本信用しちゃだめなのよ」

「ずいぶんだな、倫」

　乃花さんの異議申し立てを受理せず、倫さんは続ける。

「アタシなんか、乃花の言うことなんて、言ってることも、言ってることと真ま逆ぎやくのこともどっちも信用できないと思ってるわ」

　ひどい言われようだが、その通りなのだからしかたない。

　俺はちらりと乃花さんに目をやる。…………しれっと明の胸もみを再開していた。にゃーにゃー鳴いて全身で嫌いやがっている明が、時折「んんっ」という切なそうな声を漏もらしている。

　────うらやま……、違う違う、そう、なんというか、基本的に裾すそノの花はな乃花という人は、あまりお近づきになりたくないタイプの人なのだ。




　これは、そんな乃花さんと、乃花さんに関わるはめになった被害者たちの物語だ────。






　そのいち【いつでも誘ってください】







　なんの変へん哲てつもないこの空間は、幸せで満ち溢あふれている。

　ため息をついた分だけ自分の中から幸せが逃げるというのが真実ならば、だが。

　俺おれは新校舎の西階段の二段目に腰こし掛かけている。

　この階段を上りきれば屋上へと続くドアがあるが、そこはしっかりと施せ錠じようされている。ほかに近くにあるものといえば、踊おどり場の隅すみの錆さびついている掃そう除じロッカーくらいだ。

　広大な敷地、広い校舎が売りのうちの学校で、こんな薄うす暗ぐらくてほこりっぽいところにわざわざやってくる生徒などめったにいない。

　弁当箱をしまいながら、ちらり、と横に視線を走らせる。ちんまりと体育座りをしているセーラー服姿の小こ柄がらな女子と目が合った。黒目がちな目だなあ、と思う。

　先ほどから体内の幸せを辺りに拡散させているのはこの子だ。ため息ばかりついている。

「……は、はじめまして！」

　全開の笑顔で頭を下げられる。ショートボブのふわふわの猫ねこっ毛けが揺ゆれた。

　客観的に見るとすれば、顔立ちは童顔ではあるものの至って普通。なんなら地味だ。だが、仕草だとかが小動物っぽくて全体的にちまちましてるから印象としては可愛かわいい寄りだろう。

　主観的に見るとすれば、超絶可愛い。非常に愛くるしい。それはもう他ほかのものとなんて比べる必要がないほどに。

　女子がいきなりすっくと立ち上がる。ひらり、とスカートが揺れる。

「臼うす潮しお明あきです！」

「…………うすしお味？」

「臼潮、あ、き、です！」

　知ってる。

　だって俺の幼なじみだ。

　幼い頃からこのネタでからかわれているくせに、明はこれを言われるといつでも同じクオリティでむきになる。条件反射。

　俺と明は実に十五年来のつきあいだ。家が隣となり同士で、生まれた病院、保育園、小学校、中学校、そしてこの四月から通っている高校でも一いつ緒しよの、まさに筋すじ金がね入いりの幼なじみ。

「同じ中学からは、男子一人しかきてなくて、全っ然知り合いがいません。早く一緒に遊ぶ友達が欲しいです。だから、みなさん、仲良くしてくださいねー！」

　どうだ、というように鼻息を荒くされる。感想を求められているらしい。

「良かったと思うけど……。そんなに練習してどうするんだ？」

「藍人あいとは自己紹しよう介かいをなめすぎてる！」

　明あきが俺おれにびしっ！　と人差し指を突つきつける。

「人に第一印象を与えられるのって、初めて会った時のたった一回だけなんだよ!?」

「そりゃそうだ」

「しかもさあ！　そこで失敗したら、イメージ回復するのはすんごく難しいって話だよ！　だからできる限り好印象を与えたいのっ、特にあたしなんて素すのまんまじゃ印象薄うすいし！」

「いや、でも」

　そう、でも、だ。

「入学式も自己紹しよう介かいも、二週間も前に終わったことじゃないか」

　明は、ぐっ、と言葉に詰つまった。

「あ、あた、あたしは、完かん璧ぺきに！　もう超完璧に！　今言ったみたいな自己紹介したんだよ！」

「嘘うそつけ」

「う、嘘じゃないもんっ」

「そんなにうまくできたなら、こんなとこで俺と一いつ緒しよに弁当食べる必要あるか？　クラスでさっさと友達作って、昼休みもそいつと過ごせばいいだろうに」

　明は座りこみ、あう、と小さくうめいて膝ひざに顔を埋うめた。

　自己紹介で心を折るのは、緊きん張ちようしいな明の恒こう例れい行事だ。クラスが違うので詳しよう細さいはわからないが今回も案あんの定じよう失敗したらしい。明はここ二週間ずっと過去を整形しようと試みている。もちろん、まったく無む駄だな作業だが。

「うう……。こんなんであたし生きていけんのかなあっ！」

「そんな深刻なのか」

「怖こわい！　未来が急に怖い！　夢いっぱいだった未来が急に脅きよう威いにいぃ！」

「そうか……」

　俺は明の手にそっと自分の手を重ねた。明が驚おどろいて俺を見る。

「じゃあ一緒に死ぬか？」

「そこまで悩んでないっ！」

「じゃあ悩むなよ」

「そこそこは悩んでるんだってば！」

「大だい丈じよう夫ぶだって、そんな気に病まなくても、明けない夜はないよ」

「……う、ん。そうだよね」

「その日も再び夜は来るけどな」

「鬼おにかあっ！」

「なんかの本の受け売りだけど、人生は下りのエスカレーターに乗ってるようなもんだから、上にあがる努力をしないとさがっていく一方なんだって」

「なぜ今追い討うちをかけたあっ!?」

　もとより顔には出ないので、心の中で笑いを噛かみ殺す。いちいち反応してくれるのが本当に面おも白しろい。

「……あーあ。もう。なんであたしってこうやってすぐ動どう揺ようしちゃうんだろ。なんでそれが全部顔に出ちゃうんだろ。治したいなあ……」

　その産地直送新鮮ありのまま感がいいのに、と俺おれなんかは思うのだが、本人にしてみればまさにそれが悩みなわけだ。

「藍人あいとはいいなあ……」

　明あきが少し潤うるんだ瞳ひとみで、俺をじっと見つめてくる。

「藍人のが、欲しいよう……」

「…………しょうがないなあ」

　俺は金具をわざとかちゃかちゃいわせてズボンのベルトを外そうとする。

「わー！　なにしてんだあー！　そっ、そそそそんなのが欲しいなんて言ってない！」

　顔を真まっ赤かにした明が、尻しりで一気に後ずさり、背中を壁にぶつける。

「素直になれよ」

「素直だよ！　いらないよ！　出さないでよっ！」

　明は両手で顔を覆おおって首を激しく左右に振った。

　ミス貞てい操そう観念とあだ名をつけられそうなくらいの反応を、明はする。しかし過か剰じよう反応するということは、裏うらを返せばお年頃としてのアレコレをいろいろと知っているということだ。だからこそおちょくりがいがあるってもので。

　いや、俺だって、本当はいじめたいわけではないんだけど。

　思春期男子の御ご他た分ぶんに漏もれず、好きな子ほど、ってやつだ。

「冗じよう談だんだって。出してないし」

「……藍人ぉ。冗談でも、そゆことやってると、いつか捕つかまるよ？」

「お前以外にするか、こんなこと」

「あたしにもしないでよっ！」

　明は両手をぐーにして力強く訴えたあと、はっとしたような顔をして、最終的にはしゅんとした。

　律りち儀ぎに俺の横に戻ってきてからがっくりとうなだれる。

「……うう。もー。だめだー。今のもさあ、表情ひとつ変えずに、あらやだ藍人くん、みたいにさ、冷静にあしらう人になりたい……」

「そんないいもんじゃないぞ、表情ひとつ変えないの」

「……藍人も自己紹しよう介かいうまくいってないもんね？」

　そうなのだ。俺だって昼休みにこんなところにいる以上、明のことをからかっていられる立場ではないのだ。

「なんかもう、記き憶おくすらない。脳みそがそんときのこと思い出すの拒きよ絶ぜつしてるんだろうな。俺おれの場合、喋しやべれるし緊きん張ちようもしないんだけど、無表情すぎて不ぶ気き味みがられるんだよなあ、いつもいつも」

「そうだねえ……」

　俺の両親はごく普通で、ごく普通のふたりは、ごく普通に出会い、ごく普通に結婚した。

　ただひとつ、普通ではなかったのは、奥様は無表情だったのです────。

　そう、俺は母親譲ゆずりのストーンフェイスだ。表情に乏とぼしい。乏しいというか、もう、ほとんど無だ。

　うまれてから一度も笑ったことがありません、と言っても、ああそんな感じですね、と納なつ得とくされそうなくらいだ。

　ゆえに、俺んちの家族団らんは非常にシュールなことになる。

　たとえばこの間の母かあさんの誕生日、サプライズ好きの父とうさんが両手に抱かかえきれないほどの花束を持って帰ってきたときのことだ。

　母さんは「すごく嬉うれしい」と感動のあまり声を震ふるわせ、俺は「やるなあ。父さん」と冷やかし、妹は「ひゅーひゅー」と口くち笛ぶえを吹き、父さんは「おいおいおーい、やめろよ、お前らー！　親をからかうなよー！」と照れる。

　この小市民的幸せを描いたかのような一連のやりとりも、父親以外は全員能面ヅラをしていた。

　心が金属でできているわけではないのだから、楽しいとか悲しいとかちゃんと思っている。

　しかし思っていることが顔に出ない。出せないのだ。

　これは、俺の人生において、目もつ下か最大の悩みだ。実害もある。

　たとえば、サッカー部の試合で負けて、先せん輩ぱいから、「すかしてんじゃねえ！　お前は一いつ生しよう懸けん命めいやってねえから悔くやしくねえんだよ！」と殴なぐられる。たとえば、説教をまじめに聞いているのに、教師から「ふてくされるんじゃない！」と一いつ喝かつされる。たとえば、ガラの悪い奴やつから「なめてんのか？」と絡からまれる。たとえば、好きな相手から「からかってんでしょ？」と流される。

　数え上げたら冗じよう談だん抜きできりがない。

　好きな相手、などと濁にごしてみたが、最後のは明あきのことだ。

　ストレートに想おもいを伝えても、いかんせん無表情、他人の目にはどうやら『心にもないことを言っている』と映るらしい。

　明には俺の気持ちは冗談だと思われている。どんなに真剣に伝えてみても、だ。もどかしいし、むなしい。

「俺は、お前のが欲しいよ」

　明のくるくるとよく変わる表情が、その愛あい嬌きようのある顔が、羨うらやましい。明は明で俺の顔を羨ましがっている。お互たがいにないものねだりをしている。

「こう、ガコっと、外れないかね？」

「いたたたたっ、ちょ、無理無理むぅーりぃー！」

　片手で明あきの顔を包み込んで、ついうっかり、の体でアイアンクローをきめてみる。もちろん手加減はしているけど。

　──────────そのとき。

「おいっ！」

　わちゃわちゃとじゃれあっていた俺おれたちに向かって、鋭するどく叱しつ責せきするような声が飛んできた。

　声のしたほうに目を向ける。声の主は、階段をのぼってきて踊おどり場に片足をかけている。俺たちを見つけたまさにその瞬しゆん間かんに声をかけてきたらしい。

　整った顔立ちをしている人だ。左目の下の泣きぼくろが官能的で、そのせいなのか、本妻ではなく愛人が似合うタイプに見える。前髪がみと後ろ髪がやや長いショートカット。背は俺よりも少し低いくらいで、体は細身だ。

　声もそこまで低くなかったので、一いつ瞬しゆん女子かと思った。が、女子生徒には学ラン着用は義務付けられてはいない。

　上うわ履ばきの色から見て、二年生の男子生徒だ。

「……お前ら、こんなところでなにしてるんだ!?」

　近付いてきた男子生徒が俺の手首をつかむ。声も表情も、怒おこっているというよりは、なにか焦あせっている感じだ。なんだかわけがわからなくて、俺はただ、自分のつかまれた手首と、男子生徒の手首にある数珠じゆずをぼんやりと眺ながめていた。アクセサリーか、うちの学校、校則ゆるいよなあ、などと取り留とめもないことを考える。

　男子生徒が手に力を込めてくる。

「ぼうっとすんな！　こんなとこにいたら、危な」

　その言葉を遮さえぎるように、ばあん！　となにかの開く音がした。

「新入生に絡からむとは感心しないね」

「ア、……お前っ、どっから出てくるっ…………んだよ！」

「神しん出しゆつ鬼き没ぼつなものでね」

　掃そう除じロッカーの中から飛び出してきたくらいだからな、と俺は心の中で同意した。

　女子生徒が両手を腰こしに当てて立っていた。大きな胸をさらに張っている。
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　薄うすい緑色の壁を背景に、彼女の見事な長い黒髪や、黒のニーハイソックスに包まれたすらりと伸のびた足が浮かび上がる。

　透とう明めい感かん溢あふれる肌はだ。意志の強そうな光を宿す大きな目。つんとした鼻先。勝ち誇ほこったように持ち上げられている少し厚い唇くちびる。思わずひざまずきそうになる威い厳げんのある声。

　美人だ。等身大のバービー人形だ。他ほかのすべてを引き立て役にしてしまう主演女優だ。致ち死し性せいのウイルスだ。神様の自信作だ。

　この世のものとは思えないほど透すき通るように眩まぶしい。特別、という言葉がふさわしい人だった。

　上うわ履ばきの色は男子生徒と同じだ。どうやら彼女も二年生であるようだ。

「いたいけな新入生を痛めつけようとしてるその手を離したまえよ」

「ハアっ!?　なに言ってっ……！」

　男子生徒が言い切るより前に、女子生徒が動いた。男子生徒の手首を叩たたく。ふいをつかれて体勢を立て直せない男子生徒を壁際まで追い詰つめる。女子生徒は自分が覆おおいかぶさるようにして相手の動きを封じる。女子生徒と、壁を背にした男子生徒の顔の間には十センチほどの隙すき間ましかない。

　あっという間のことすぎて、なにが起こったのかわからなかったくらいだ。

「なに、す………………っ！」

　急に、男子生徒が声を失い、目を大きく見開いた。

「人間ってのは、自分にわからない痛みには容よう赦しやがないものなんだよ。非情だね」

　いっ──────────────────────!?

　女子生徒がなにをしたのかに気付いて、俺おれは声にならない声をあげた。俺にはわかる痛みだからだ。

　女子生徒は自分の膝ひざを男子生徒の股こ間かんにまともにいれていた。しかも、かなりの勢いをつけて、だ。

　男子生徒は股こ間かんを両手で押さえて、ずるずると壁をすべり落ち、うずくまってぴくぴくと悶もん絶ぜつしている。「お、前……、この、人、でな、し……！」とうめいている。確かに人間とは思えないほどの残ざん虐ぎやくな行為だ。あまりにもむごい。俺おれたちに絡からんできた人であるらしいが、かわいそうになってくる。

「さあ、きみたち」

「…………は、はい？」

　女子生徒は振り返って呆ほうけていた俺たちに手を差し伸のべてきた。

「彼が追ってこないうちに逃げようじゃないか。ついておいで」




　女子生徒に案内されたのは旧校舎一階の東側突つき当たりの部屋だ。

　頭上のプレートには第二用具室、と書かれている。

「なにここ……？」

「なんだと思う？」

　首にかけられていた鍵かぎを制服の中から取り出し、ドアノブに差し込みながら女子生徒は明あきへ笑いかける。白くてきれいな歯並び。

　明はびくっとして、幼い子供が知らない人を前にしたとき母親にそうするように、ささっと俺の背中に隠かくれた。

　失礼な態度だ。

　しかし、明のように人見知りでなくとも、初対面なのに必要以上に明るく優しく親切な人間に対してはかえって不信感を抱いだくというものだ。おまけに、相手は途と方ほうもない美人ときている。

　百円のパンを買って百円きっかり出したのに二十円のお釣つりがきたときのような奇き妙みようさ。

　深く考えずにこの人についてきたものの、俺も今かすかに不安を覚えている。

「どうしたんだい？」

　女子生徒が、ん？　と明の顔を楽しそうにのぞき込む。

　明はのぞき込まれたのと反対側に体を寄せる。すると、女子生徒は今度はそちら側から顔を出す。

「え、え、あ、うぅ……」

「やめてください」

　俺は女子生徒と明の間に手を差し込む。

「すまなかった。可愛かわいかったからつい、ね」

「それは見る目がありますね。しかし嫌いやがってますので」

「ば、ばか」

　明が俺の背中をぐーで殴なぐる。そういうとこが可愛いんだよ、とはさらに殴られそうなので言わないでおく。……言ってもどうせ冗じよう談だんだと思われるだけだし。全力で本ほん音ねなんだけども。

「さあ、どうぞ。入りたまえよ」

　女子生徒がドアを押し、手を部屋の中に差し伸のべて促うながしてくる。

　あまりに当然のようにそうされたので、こちらもつられて足を踏ふみ入れてしまった。明あきは俺おれの学ランの裾すそをぎゅっと握にぎってついてくる。

「なんなんですか、この部屋……？」

　部屋を見渡す。窓からは陽ひが差し込んでいて部屋は明るいのだが、どうにもあやしげな雰ふん囲い気きだ。

　教室は真ん中に置かれた柳やなぎと鳥の描かれた豪ごう華かな大型の屏風びようぶで前後に区切られている。

　ドアのあるほう、教室の前側だけならば会議室のように見える。黒板がある。ホワイトボードがある。会議用の長机が二つ並べられている。それを囲んで折りたたみのパイプ椅い子すがある。なんらおかしなところはない。

　問題は、後ろ側だ。

　天てん井じように届こうかというほど大きな棚たなが設置されている。棚の中は小さく区分けされている。印象としては下げ駄た箱ばこが近い。扉とびらのついていない下駄箱。その中に、書類、食器、お香こう、ダンベル、その他もろもろのよくわからないもの、およそそれぞれに関連性のないものがぎゅうぎゅうに詰つまっている。棚の前には、大量の衣類がかけられているラックがあったり、なにが入っているやらわからないダンボールが積まれたりしている。

　ごみ屋敷とは違う。一応整せい頓とんはされている。なのに統一感がないせいで、まるでおもちゃ箱をひっくり返したようにごちゃついて見える。

「ここはね、旧第二用具室さ。部活や同好会の部室に置ききれないものを一時的に保管しておく場所なんだ」

「はあ……」

「ただし、今は、新校舎に新しく用具室ができたから、使用されていない。とはいえ、もともと第二用具室を使うような部活や同好会は短期間で活動停止してしまうことが多いから、ここにあるものはもう引き取り手がないものがほとんどなんだよ」

　つまり、処理が面めん倒どうくさいのでそのままにしてあるガラクタ置き場、ということだろうか。

　実際ガラクタにしか見えないものもあるし、と改めて棚を見て、ふと、ぐるぐると何重かに巻かれて無む造ぞう作さに置かれている細い縄なわに目を留とめた。

「────あ」

「ど、どしたの？　藍人あいと」

「いや……」

　そういえば、とクラスの噂うわさ好ずきの女子がでかい声で話していたのを思いだしたのだ。

「ここってあれですよね」

「え、なんか知ってるの？」

「ちょっと小耳に挟はさんだんだ。──一年前、ここで首吊つり自殺した生徒がいるって」

「きゃあっ！　……あ」

　思わずといった感じで俺おれの腰こしに抱だきついてきた明あきは、慌あわてて離れて、恥はずかしそうにこほん、と咳せき払ばらいをした。

「べ、別にそんなのただの噂うわさでしょ？」

「強がるなって。俺だって気味悪いとは思うし、ちょっと怖こわいよ」

「その顔で怖がっているつもりなのかい？」

　女子生徒が言う。放っておいてくれ。どうせ無表情だ。

　ともあれ、ここは、そう心地いい場所ではないということだ。

「でもね、彼女の言うとおり、そんなのは単なる噂だよ、噂」

「そ、そうだよね」

「じゃあ嘘うそなんですよね？　ここで死んだ生徒はいないんですよね？」

「細こまかいことは気にしないでくれたまえ」

　…………否定しないということはおそらく真実ってことだ。好き好んで来るようなところじゃなかろうに、なぜこの人はこんなところに連れてきたんだろう。

「いいから座りたまえよ」

　どうしようかと迷ったが、わざわざこんな場所に初対面の俺たちを連れてきた理由が気になるので、悩んだあげく、結局俺は素直に従うことにした。ちょっとそわそわしながら明も隣となりに座る。

　不思議なことに、机にも椅い子すにもほこりが積もったりはしていない。使用されていない部屋のはずなのに。

「…………さっきはどうも。ご迷めい惑わくをおかけしまして」

　正直、さきほどの男子生徒がなんだったのかはよくわかってはいないし、絡からまれたにしても相手の体型からして自分でなんとかできたような気もするのだが、向かいに座った女子生徒に頭を下げる。一応、礼れい儀ぎとして。

「礼には及ばないし、気にしなくていいよ。誰にも迷惑をかけない人生なんて、誰ともつながってない人生だ。つまらないよ」

　机に肘ひじを突ついて、組んだ手に顎あごを乗せて艶えん然ぜんと微ほほ笑えみながら人生訓くんを垂たれる。普通なら嫌いやみったらしくなりそうなものだが、非常にさまになっている。

「そういえば自己紹しよう介かいもまだだったね。私は裾すそノの花はな乃の花はなだ」

　早口言葉ですか、舌したを噛かみそうですね、と思ったが口には出さない。

　そもそも聞いてもいないのに名前を名乗られても困る。

「苗みよう字じで呼んでも名前で呼んでもあまり変わらないから、名前で呼んでくれてかまわない」

「はあ」

　別に呼ぶ機会はないと思うが。

「きみの名前は？」

「……寿ことぶき藍人あいとです」

「めでたいね」

「よく言われます」

「きみは、うすしお味くんだね？」

「明あきです！　臼うす潮しおあ、き！」

　勢いあまって立ち上がった明は、瞬しゆん時じに我に返り、顔を赤らめて大人おとなしく座りなおす。小さな体をさらに小さくしている。

　乃の花はなさんはそれを見てくつくつと笑う。

「そうだったね」

　昔からの知り合いでもないくせになんでこのやり取りを明に仕掛けられるんだ、と思ったものの、すぐに答えに思いあたる。

　そういえば、この人は俺たちが西階段に行くより先に掃そう除じロッカーの中にいたんだった。

「会話を盗ぬすみ聞きしてたんですか？」

「そうだよ」

　そんな趣味の悪いことを平然と認めるなよ。

「なんであんなところにいたんですか？」

「新入生の中で不適合者を探していたんだよ」

「………………はい？」

「入学式を二週間も過ぎて、あんなところで昼食をとっている生徒なんていうのは、人付き合いに必要な『なにか』が不足か超過している社会不適合者タイプに違いない、と思ってね。張っていたんだ」

　俺と明は顔を見合わせる。明はちょっと泣きそうな顔をしていた。

「…………えーと、もしかして初対面で悪口を言われてるんですか？」

「そんなつもりはないよ」

　乃花さんからは敵意などまったく感じない。にこにこしている。しかしそのせいでかえって心の内が読めない。

「……じゃあ、その、不適合者をさがしてどうするつもりなんですか」

「そこだよ」

　乃花さんは身を乗り出す。どこだよ。

「実はね、きみたちに聞きたいことがあるんだよ」

　明がいぶかしげな顔をする。顔には出てないだろうけど俺も同じ気持ちだ。一体なんだというんだ？

「ねえ、きみたち」

　乃の花はなさんはさらに身を乗り出して俺おれと明あきを順に見た。

　そして言った。




「ここらで人生を変えてみないかい？」




　時間が止まった、かと思った。

　一時停止ボタンを押されたかのように俺も明も動けなくなった。

　突とつ拍ぴよう子しもなく壮そう大だいなことを突とつ然ぜん言われたら、誰だってそうなる。

　ひとりだけ絶ぜつ賛さん再生中の乃花さんは、机の下からＢ五の紙を二枚、いそいそと取り出した。

　それを俺と明の前に一枚ずつ置く。

「えー、というわけでね。まずはこの用紙に記入してくれないかい？」

「勧かん誘ゆうか────────────────い!?」

　俺たちは思わず声を揃そろえて叫さけぶ。

　渡された紙には、『人見知り部』と大きく印字されている。その下には入会宣せん誓せい文ぶんと名前記入欄らんが続いている。部活を名乗ってはいるが、右上には同好会入会申しん請せい書しよと書かれているので、つまりこれは同好会への入部届だ。

　ということは、この人が俺たちをここへ連れてきた目的はこの正体不明の同好会に入部させることだったわけだ。ここ、つまり旧第二用具室は、おそらくこの同好会の部室なのだろう。

　なんとなくだが、入部したところで人に自じ慢まんしたくなる類たぐいの同好会ではない、ということだけは直感的にわかる。

「……………………で？」

「ここはね、緊きん張ちよう症しよう、口下べ手た、見み栄えっ張りなど、他人とのコミュニケーションがうまくとれない、他人と接する際にどこか齟そ齬ごが生じる、つまり広義での人見知りだね、そういう図はからずもひとりでいることが上じよう手ずになってしまった、世間からのハズレモノたちを集めているんだ」

「……はあ」

「はう…………！」

　ハズレモノ。

　自覚はあっても第三者からそんなふうに言われるとそこそこダメージがある。明なんか撃うたれたみたいに心臓を押さえて、あからさまにショックを受けてうなだれている。はたから見たら平然として見えるだろうけど、俺だってちょっと傷ついた。

「そしてね、お互たがいの気持ちに共感し合えるもの同士で切せつ磋さ琢たく磨まし、コミュニケーション能力を高め、社会になじむ。そう──、社会に適合することを目的として活動するんだ」

「……な、なんかよくわかんないけど、ポジティブ……？」

　明が気を取り直したように顔をあげる。

「普通に生きてるだけなのに、うっかりと人の気持ちを害してしまうことのあるものたちが集まって、お互たがいに傷を舐なめあう同好会と認識しましたがそういうことでいいですか」

「平たく言うとそうなるかもしれないね」

「ああっ、一気にネガティブな感じにっ!?」

　明あきが、がーん！　と頭を抱かかえた。

　本当にな。ものは言いようってことだな。

「それなら、同じような人間ばかり集めるよりも、当たり前に、それこそ息をするように社会に適合しているタイプを勧かん誘ゆうしたほうがいいと思いますけど。そういうタイプがいるほうが有益でしょう。なにかとご教授願えるでしょうし」

「本当にそう思うのかきみは。その手の輩やからにハズレモノの気持ちなどわかってたまるか」

　乃の花はなさんは整った眉まゆをひそめる。

　どちらかというと、この人こそ『その手の輩』に見えるのだが。俺のような能面ヅラでもなければ、明のようなあがり症でもない。物もの怖おじしない極ごく上じよう美人。世渡り上じよう手ずになる条件としては文句のつけようがない。

「そういうやつらは『なんで空気読めないのか意味わかんなーい、なじめないってどゆことー？　きゃっはー！』くらい余よ裕ゆうで言ってくるぞ。射精と排はい尿にようを同時にすることを求めてくるようなむちゃを平気で言う。そんなこと言われてもこっちとしては構造上不可能なんだ！　と言いたくなるね」

　明が隣となりで唾だ液えきをつまらせてげほげほとむせた。

　前言撤てつ回かい。

　これは非常につきあいづらい。

　このエロオヤジ的無神経な言動と掃そう除じロッカーにかくれんぼという奇き行こうをあわせて考えると、どうやらこの人、ナチュラルボーン変態の予感。

「きみたちを見たとき、てっきりカップルがこっそり乳ちち繰くり合うために西階段に来たのかと思ったよ」

　乳繰り合うて。

「しかし違った。きみたちはひとりぼっちの人間がふたりだったんだね。ふたり組がひとつではなくね。安心したよ。親近感がわいたね」

　不ふ愉ゆ快かいだ。

「もしカップルだったら怒いかりに任せてうっかりヤってしまうところだったよ」

　なにをだ。

「カップルなんてね、幸福のかたまりだ。青春を謳おう歌かしやがって。大だい嫌きらいだ。はらわたの底が煮えくり返る。ああそうとも、ねたんでいるし、そねんでいるし、ひがんでいるともさ。憎にくたらしいね、呪のろいたいね」

　もうやだこの人。

　乃の花はなさんは余よ裕ゆうたっぷりに微ほほ笑えむ。

「もちろん、入部しなくてもいいんだよ。これから先、自分の心の中のコンパスで半径三十センチの円を描いて、それの外にあるものや人に対しては、なんの興味も持たない生き方をしてもいい。しかしね、それでも、我々はひとりでは生きられない。それは事実だ。我々は社会の一員なんだ。この先ずっとね。社会になじむための方法を同どう胞ほうと考える活動をするのは、そんなに悪いことじゃないだろう？」

　言っていることはその通りだと思う。しかしわざわざこの人と同胞になる気がしない。

　明あきをうかがう。ただただ困ったような表情を浮かべている。俺おれは代表してふたり分の意見を伝えることにした。

「ちょっと気が進みません」

「…………そうかい」

　ふうーっ、と顔を伏せて腹の底から深く息を吐はく乃花さん。

「…………私はね、青春をしたいんだよ」

「はあ、そうなんですか」

「万年帰宅部だったからね。部活とか同好会ってものに憧あこがれてるのさ。それも、自分で作るなんて最高じゃないかい？　そしてその中で自分と同じ悩みを持つ部員と青春をしたいんだよ」

「そう言われても、入りませんよ」

　泣き落としにかかられそうな気がしたので先手を打った。

「しかたないな。奥の手を使おうかな」

　ぱっと顔をあげて、乃花さんはいきなり体ごと机に乗った。

　セーラー服のリボンをスルリとはずす。乱れた制服で、胸を見せびらかすようにして、四つんばいで猫ねこのようにそろりそろりと俺に近付いてくる。

　きれいな鎖さ骨こつとちらりとのぞく胸の谷間にどうしても目がいってしまう。おまけに、ふわり、とどこからか花のいい香りがする。

　視界いっぱい、俺が寄り目になるくらいまで顔を近づけられる。ふう、と甘あまい吐息が俺の唇くちびるに吹きかけられる。

「ねえ、入ってくれないかい？」

　なにやってんだこの人、頭大だい丈じよう夫ぶか。

　そう思うものの、ややもすれば思考を奪うばわれそうになる。

　フェロモンが透とう明めいな膜まくになり、俺の鼻び腔こうやら喉のどやらに張り付いてきているような感覚。

　表情は動かなくとも赤面のひとつやふたつやらかしている気がする。

「な、な、なななにしてんのっ!?」

　俺よりも動どう揺ようしているような声で明が叫さけぶ。

「見ての通り、色仕掛さ」

「だ、だめだめだめだめえっ！　そういうのよくないと思うっ！　よくないと思うっ！　えっちなことしちゃだめえっ！」

　俺おれの目がふさがれた。両腕うでを巻きつけられたのだ。明あきは後ろから俺の頭を抱だき抱かかえるようにしている。

　────これは…………、まずい。

「明、落ち着いて聞いてくれ」

「んうっ？」

「乃の花はなさんの姿は眼がん福ぷくではあったけど、むしろ俺は今、俺の後頭部に当たっているお前の控えめな二つのふくらみのほうに翻ほん弄ろうされそうなんだ」

　心臓が痛いし、体が熱い。相変わらず無表情のままだろうけど、首くび筋すじまで赤くなっているに違いない。

「にゃああああああ!?」

　明はばっ！　と俺から手を放し、しゃっ！　と胸を隠かくしてものすごい勢いで教室の隅すみへと逃げた。

　しゃがんで小さくなって、ふるふると涙なみだ目めで怒ったように俺を睨にらんでいるが、そもそもお前が勝手にやったことだというのに。

　指し摘てきしてやったんだから感謝してほしいくらいだ。黙だまったままむぎゅむぎゅぐりぐり押し付けられるそれを堪たん能のうするという選せん択たく肢しも俺にはあったんだから。

　まあそちらを選んだら下半身の反応はいかんともしがたく、さらなる軽けい蔑べつの眼差まなざしを頂ちよう戴だいするはめになっただろうけど。

「……もしかして、私の勘かん違ちがいだったのかな。きみたちは、つきあってるのかい？」

　机を降り、元の位置に戻った乃花さんが、居い住ずまいを正し、厳きびしい目つきをして聞いてくる。

「つ、つきあうとか、そんないかがわしいことするわけないっ……！」

　俺から避ひ難なんしたまま明が叫さけぶ。

「そうかい。よかったよ」

　そう言ってから、乃花さんは意地の悪い笑みを浮かべた。

「──で？　つきあうとどんないかがわしいことをするのか、ひとつお姉ねえさんに教えてくれないかい？」

「えっ!?　あ、あう……」

「だって、きみ、それを知ってるんだろう？」

「すみません、いじめないでもらえますかね」

　俺は乃花さんを制する。

　ふうん、と乃花さんが俺へと向き直る。

「きみたちがつきあうことはなさそうだけど、きみはこの子のことが大事なんだね。なるほどなるほど」

　そりゃ、だって、幼なじみだ。

　あたりまえに大事だ。

　ていうか、好きだ。

　恋心、性欲、庇ひ護ご欲よく、その他。自分でもよくわからないいろんな感情が入り混じっている。だけど、簡潔に述べるなら、好きだ、としか言いようがない。

「よしよし。よくわかったよ」

　なにをどう了りよう承しようしたのか知らないが、乃の花はなさんがにやりと笑った。

　そのときだ。

「おいこら乃花アっ！」

　怒ど鳴なり声とともに乱らん暴ぼうにドアが開け放たれた。立っていたのは、さっき、階段のところで乃花さんに股こ間かんを攻こう撃げきされた男子生徒だ。

　……今、この人、はっきりと乃花さんの名前を呼んだ。

「……知り合いなんですか？」

「さてね」

「お前しらばっくれてんじゃねえよ！」

　男子生徒はものすごい勢いで乃花さんに詰つめ寄る。

「やかましいね。しかたないなあ、紹しよう介かいしよう。彼は大和やまと倫りん太た郎ろう。倫と呼んでやってくれ。人見知り部の部員だ。どうしても入りたいと泣きついてきてね」

「お前が無理やり加入させたんだろうが！」

　倫さんはばん、と力任せに机を叩たたく。

「お前は本当に最低だな！　そろそろお前が動き出すかと思ったからオレがパトロールしてたってのに！　新入生をお前から守ろうとしたオレを加害者にしたてあげやがって！」

　倫さんの言っていることから導き出されることというのは、つまり。

「…………さっきの、乃花さんの、自作自演だったんですか？」

「そうとも言うね」

「そうとしか言わねえよ！」

　倫さんが大声で突つっ込む。

「しょうがないじゃないか。規定人数に満たなければ、同好会の活動ができないんだから」

「知らねえよ！」

　叫さけぶ倫さんは乃花さんに掴つかみ掛からんばかりだ。

「だって、どうしても部活とか同好会とかを作りたいんだよ。そうしてそこで心の底から笑うことが、私の死ぬまでにしたい十のことのうちの最後のひとつといっても過言じゃないんだぞ。協力したまえよ」

「ずうずうしいんだよ！」

　倫りんさんは、ふてぶてしい態度を取る乃の花はなさんに歯は軋ぎしりをする。乃花さんの口ぶりはまるで死ぬまでにしたい十のことのうち九までは達成しているかのようなものだったが、この倫さんとか言う人、そのすべてに巻き込まれてきたんだろうな、と自然に想像できるほどの怒おこりっぷりだ。

「新入生！　こいつは手段を選ばない最低女だってわかっただろう!?　ほんっとに、心の底から言うぞ、青春をこの女のそばでつぶすほど悲ひ惨さんなことはないわよっ！」

　ありがたく拝はい聴ちようすべきなんだろうお言葉そのものよりも、耳にひっかかったのは、語尾だ。

「………………『わよ』？」

　俺おれと明あきは揃そろって同じ方向へ首を倒す。倫さんははっとして口に手を当てた。

「あっ、違うのっ、じゃなくて、違うんだっ、今のはその……」

「気にしないでくれ。倫はただの男好きのオネエだ」

「……ああ、そうなんですか……」

　正直、この状況下でなければ、そういうタイプの人を珍めずらしがってしまうところだ。しかし乃花さんというわけのわからん人がいるせいで、オネエであることくらい、なんら気に留める必要のない些さ事じに思えてくる。

「アンタ、なんでそういうこと言っちゃうのよ!?　デリカシーないわね！」

「別にいいじゃないか。きみ、そっちの口く調ちようのほうが可愛かわいいぞ」

「アンタの価値観は知らないわよ！　アンタってそういうとこあるから誰にも相手にされないのよっ！」

「きみに言われたくないね」

「いいのよ、アタシはひとりでっ！　誰にも依い存そんせずに生きるからっ！」

「ふたり以上の人間関係を依存としか捉とらえられないなんて弱いやつだな」

「なによ！　アンタがそんなこと言える立場っ!?」

　口論に夢中になっているふたりの眼中には、俺も明も入っていないようだ。

　俺はそっと立ち上がり、部屋の隅すみまでこっそりと移動する。

「…………明」

「え？」

　俺は明の肩かたに手を置く。ドアを指差す。明がうなずく。ふたりでそろりそろりとそちらへ向かう。ドアを引く。外へ出る。走り出す。

　おれたちは逃げだした。







　しかしまわりこまれた。

　次の日の昼休み、いつものように西階段に向かった。明はいなかった。代わりに『きみの可か愛わいらしいおさななじみは部室にいる』と実にアナログな脅きよう迫はく状じようのように切り貼ばりされた活字が並ぶルーズリーフが一枚、セロテープで手すりに貼りつけられていた。

　乃の花はなさんの仕し業わざに違いない。

　俺おれはその紙を手に取る。

　…………なにやってくれてんだ、あの人。

　実は今け朝さ、俺は教室で噂うわさ好ずきの女子に乃花さんのことを聞こうとした。あんなむちゃくちゃな人が噂になっていないはずがないと思ったのだ。

　だけど、その女子から俺は不ぶ気き味みキャラというものに認定されていたらしく、さりげなく避さけられてしまってなんの情報も得られなかった。

　なんてこった、だ。己おのれの無表情を恨うらまずにはいられない。

　俺が乃花さんに関する危険情報をもっときっちり得てさえいれば、明あきにも注意を促うながすことができて、こんなことにはならなかったはずなのに。

　さすがに乃花さんがまさかここまでやるでたらめな人だとは思っていなかった。

「あら、アンタ。そんなところにいたらまた捕つかまるわよ」

　昨日きのうと同じように倫りんさんがやってきて、俺に声をかけてきた。もうオネエ言葉を隠かくすことはやめたらしい。

　おそらく倫さんは乃花さんによる被害者を出さないために見回りをしているんだろう。

「どうしたのよ、そんな無表情で？」

　体質みたいなもんです、すみません、とも言えずに、俺はただ視線を両手で持っている紙に向けていた。

「それ、なあに？」

　なにも言わない俺に焦じれたのか、倫さんが俺の手元をのぞき込む。

「幼なじみって？　昨日の子のこと？」

「はい……」

「こんなことするのは……乃花ね。なんか嫌いやな予感がするわ。アイツのことだから、なにかよからぬことをする気かもしれないわ……！」

　それが耳に届いたのとほぼ同時に、俺は走り出す。目指すはもちろん、旧第二用具室だ。倫さんも後ろからついてくる。

　乃花さんは、明単体ならば説得をしやすいと考えたのだろう。

　もしかすると力ずくでも明を入部させる方向に持っていこうとするかもしれない。

　卑ひ劣れつで野や蛮ばんで不法な手を使うことをいとわずに、だ。

　たとえば──、引き裂さかれる制服。下着姿でふるえる明。明を覆おおう影。にじりよる乃花さん。

『ふふ。入ってくれなんて生ぬるいことはもう言わないよ』

『や、やだあ……、来ないでぇ……！』

『いつまで強がっていられるかな。そのうちにきみのほうからおねだりすることになるよ。入れてください、ってね』

『あっ！　やっ、やだ、やだあっ、なにするのぉっ……、やめて、やめてえっ！　藍人あいとお、助けてえ……っ！』







　ドアノブを回すのももどかしく、旧第二用具室のドアを押し開く。

　目に飛び込んできたのは、昨日きのうと同じように置かれている大きな屏風びようぶと、昨日と同じ位置に座って、なに食わぬ顔をしている乃花さんだった。

　明あきの姿はない。

「いらっしゃい寿ことぶきくん。おや、倫りんも来たのかい」

「明をどうしたんですか」

　顔には出てないだろうが、声にはしっかり怒ど気きをこめた。

　乃花さんはそれにはまったく動じていなかったが、俺の顔を見て不思議そうな顔をした。

「きみこそどうしたんだい、鼻血をたらして」

「あらやだ本当！　アンタ大だい丈じよう夫ぶ!?」

「…………別になんでもありません」

　袖そで口ぐちでさりげなく、鼻の下をごしごしと拭ふく。

「……藍人ぉ？」

　ふいに、鼻血の原因の声がした。

「明っ！　ひどいことされてな……い…………か？」

　部屋の後ろ側、屏風と壁の隙すき間まからひょっこりと出てきた明を見た途と端たん言葉を失う。

　鼻血拭いた意味ねえ！　……俺の鼻からは再び熱い血がふきだしていた。

「な、なんか、よくわかんないけど、いきなり連れてこられて、ぬ、脱ぬがされて……」

　予感は的中していた。ただし、半分だけ。明はセーラー服を脱いでいるが、下着姿ではない。

「とにかくこれ着ろって言われて……」

　明は短いスカートの裾すそを両手で必死に伸のばして恥はずかしそうにしている。

　フリルのついた白いエプロン。ハートのチョーカー。頭飾り。ニーハイソックス。

　明はメイド服をきていた。それじゃ家事できんだろ、と言いたくなるような、ファッションのほうのメイド服だ。この衣装から連想する言葉は？　と聞いたら、『英えい国こく』とかじゃなくて、『ＡＶ』とか言われちゃいそうなほうのメイド服だ。
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「………………なんなんですか、これは」

　声を発するまでに時間がかかったのは、呆あきれていたわけではなく、単純に見とれていたからだという告白はわざわざしなくてもいいだろう。

「それはこの部屋にある備品だよ。私はね、明あきくんが入部したら、これからもたびたび明くんを着飾ってあげたいと思ってる」

「そうか、読めたわよ！」

　倫りんさんは名めい探たん偵ていがひらめいたときに発する閃せん光こうを背負いながら乃の花はなさんを指差して、言う。

「アンタ、その子をエサにして、少年を釣つるつもりね!?」

　ご名答だ、探偵くん──、とは言わなかったが、乃花さんの微ほほ笑えみはどう見ても肯こう定ていを示している。

「少年！　騙だまされるんじゃないわよ!?　こんなのぼったくりキャバクラの古典的かつ典型的な手法よ!?」

「人聞きが悪いなあ」

「可愛かわいい子がいるって思って入ったが最後、中にはとんだ悪党が待ち構えてるんだからね!?」

「私はなにも強制してはいないよ。さあどうする、寿ことぶきくん。入部してくれるかい？」

「藍人あいとぉ……」

　俺おれの近くまで来た明が、おずおずと上うわ目め遣づかいに俺を見る。

　不安げに揺ゆれるその瞳ひとみを俺はまっすぐに見つめ返す。

「わかってる。心配しなくてもいい」

　俺は乃花さんに向き直る。

「俺おれがこんなことに屈くつするとでも思いましたか？　自分の欲望を第一に考えると？　舐なめてもらっては困ります。確かに着飾ってる明あきはいつもよりさらに可愛かわいいですが、明は着せ替え人形なんかじゃないんですよ」

　一体、裾すそノの花はな乃花という人はなにを考えているんだ。

　こんな取引めいたことをする人がいる同好会など、誰が入りたいものか。

　乃花さん、あなたは間違いなく社会不適合者だ。

　人の気持ちを弄もてあそぶようなことをして、少しも悪いと思っていないのだから。

　さあ、辞じ退たいするんだ。

　なにをされてもお断りだ！　と、言ってやるのだ。

　指をつきつけて、言ってやるのだ。

　俺は大きく手を振りかぶり────────、




「入部します！」




　ふたり分の入部届けを差し出した！

「え───────────────────────っ!?」

　明と倫りんさんが声を合わせて叫さけぶ。

「い、いつの間に書いたの、それっ!?」

「…………ごめん、明。だって可愛かわいいんだもん」

「だ、だもんじゃないよ！　可愛くないしっ……！」

「……いや、可愛いだろ、どう考えても」

「な、なにその全身をくまなく舐なめまわすような視線っ!?　なんか変なこと考えてるの!?　やめてよっ！」

「とりあえずお前に脳内でご主人様って呼ばせてみたよ」

「詳くわしく説明しないでよおぉぉっ！」

「最っ低……」

　言い合いをする俺たちを尻しり目めに、倫さんが頭を抱かかえる。

「規定人数に達しちゃったじゃないの……」

「そのようだね」

　乃の花はなさんは、すべて神のお導きです、というような顔をしてのうのうと言った。

「よし」

　乃花さんが、ぱん、と手を打つ。




「人見知り部、ようやく始動だ」






　そのに【大変よくお似合いです】







「好きな人をたくさん作ればいいんじゃないの？」と、明あきに言われたことがある。確か、中学生になったばかりの頃のことだ。

　明が言ったことだ、ということを考えれば、もちろん、気の多い男になれという意味でも、ハーレムを作れという意味でもないことはわかる。

　そう、たくさんの人に恋心を持てということではない。好意を持てということだ。

　男相手でも、女相手でも、身近な人相手でも、芸能人相手でも、誰でもいいから、と。

「だってさ、好きな人の好きなものって気になるでしょ。好きな人が好きな歌とかあったらさ、自分が普段絶対聴きかないものでも聴くでしょ。で、いいなーとか思うでしょ。だからね、好きな人が多い人ほど、あーこんなもんが世の中にあったんだーって気付く機会が多くなって、世の中に好きなものが増えていくのかなーって思うの。でさ、好きなものがいっぱいあったら、毎日すぅーごく楽しいと思うの。気がついたら顔が笑っちゃってて、いつの間にか表情豊かになってるかもしんないよ？」

　適当なことを、と思った。

　しかしまあ、好意を抱いだいているものがあればあるほど世の中が楽しい、というのには一理あるかもなあ、とも思った。

　実際に今、俺おれが好意を抱いているもののひとつである明、の、後頭部、ぴよぴよと揺ゆれる毛先を眺ながめているのはすごく楽しい。

　なし崩くずし的に入部してしまった『人見知り部』。

　活動は放課後、旧校舎旧第二用具室にて行われる。────らしい。

　目的は、ハズレモノの傷の舐なめあい、もとい、広義での人見知りである共感できる仲間たちと協力してのコミュニケーション能力の向上ならびに社会適合。────らしい。

　なにぶん今日きようが参加初日なものなので、詳くわしいことはよくわからないのだ。

　別に俺はこの同好会になにも期待していない。

　…………ただ、心のどこかで、自分の感情が顔に出るようになって明への気持ちが伝わればいいなー、と思っているということは否定しない。否定しないが……まあ、無理だろう。

　正直なところ、メイドな明にやられて勢いで入部すると言っただけだし、逃げてしまおうかとも思った。

　しかし明に「だめだよ、そんなの。さぼるなんていけないよ」と引っ張って来られたのだ。自分が入部したかったわけでもなくて、それこそ完全な被害者みたいなもんなのに、明はどこまでも真ま面じ目めだ。まあ、そういう不器用なところも好きなんだけど。

　俺と明の目の前には部室のドアがある。

　俺おれの前にいる明あきが先ほどから何回もノックをしようとしてはためらっている。慣れない場所に入っていくのが苦手なのだ。

「……藍人あいと、やって？」

　明が振り返り懇こん願がんしてくる。

「嫌いやだ」

「な、なんでぇ？」

「んー、……こういうとき、……俺が助けてたら、えー、……お前のためにならないから？」

「なにその間ま？　しかもなんで疑問系？」

「本当はおたおたしてるのが可愛かわいいからずっと見てたいなと思った、と言ってもいいなら言うけど」

「い、言わないでよっ、そんなもんっ！」

「おたおたしてなくても可愛いけど」

「…………可愛くないですぅ」

　むー、と明は本気で拗すねる。その地味めフェイスにコンプレックスのあるらしい明にしてみたら、俺にばかにされてると感じているんだろう。本心で俺は可愛いと思っているんだけども、どうにも言葉が滑すべっている。

「藍人さー、からかわないでよ」

「いや、本気だって。可愛いよ」

「目がおかしいんじゃないの？」

「俺、両目一・五。ほーらほらほら、可愛い可愛い」

「わー、なにすんだぁーっ！」

　両方のほっぺたをつかんでぐにぐにと引っ張っております。そのぷにぷにとした柔やわらかさを感じているのは手なのに、なぜだか、うまそうだなあ、と味覚が刺し激げきされる。ヘンタイっぽいからさすがにそれは心に秘めておくけども。

　明が俺の両手首をつかんでぎゃあぎゃあと必死に抵抗してくる。俺はかまわず手で頬ほお肉にくを味わい続ける。

　しかしそんな手の食事は、急に開いたドアの音により中断させられた。

「…………丸聞こえだ、きみたち」

　乃の花はなさんが内側からドアを開けたのだ。俺と明は恐きよう怖ふで動きを止める。夜や叉しやがいるかと思った。美人が怒おこると迫力が半はん端ぱない。

「──────いちゃいちゃしてないでとっとと入ってきたまえ」




　俺は最初にこの教室に入ったときと同じ位置に座っている。

　俺の正面には乃花さん、隣となりには明。斜はす向むかいの席は今空あいている。そこに座るのであろう倫りんさんは、机の隅すみのほうでお茶の準備をしている。

　電気ポットと急きゆう須すと湯のみは、おそらく、倫りんさんの持ち込みではなく、この部屋の備品なんだろう。なんといっても、ここはなんでもある旧第二用具室なのだから。

「緊きん張ちようしなくてもいいよ、楽にしたまえ。今日きようは顔合わせみたいなものだからね」

　乃の花はなさんの喋しやべりかたはベテランの販売員みたいだ。同時に詐さ欺ぎ師みたいだ、とも言える。あなたが誰よりも一番大切な人なんです、とでも言うような態度なのだ。

　なにが言いたいかといえば、逆に緊張する。明あきなんか、あからさまにそわそわしている。

「メンバー同士、愛称でも決めようかと思うよ」

「愛称……ですか」

「我々はコミュニケーション能力を向上させ社会になじむという共通の目的を持つ同どう胞ほうだ。だから、愛称のひとつでも決めて、心をひとつにしていこうじゃないかと思ってね。しいて言えば、それが今日の活動目的だ」

　どうしよう。心をひとつにできる予感がまるでしない。

「愛称をつける訓練にもなるだろうしね」

　どうしよう。やる気が出せる予感がまるでしない。大体、愛称というのは自然に発生するものであって、こんな作さく為い的につけるものではないような気がするんだが。

「ねえ、いいだろう？　うすしお味くん」

「あ、きっ！」

「すまない、そうだったね、明くん。大だい丈じよう夫ぶ、きみの愛称をそれにしようとは思ってないよ。きみのはもう決めている」

　じゃあなんでわざわざうすしお味って呼んだんだ。

　単にからかったのか、それとも明の緊張をほぐそうとしたのか。もし後者なら、ちょっとだけ乃花さんの評価を上方修正しなくては、と思う。

「明くん。昼間、私のことを無視したろう」

「え？」そんなことがあったのか。

「う…………」

「ほら、階段のところですれ違っただろう？　気付いていなかったとは言わせないよ？」

「ご、ごめんなさい……」

　明がスカートを手で握にぎり締しめながら、小さな声で言う。

「だ、だって、…………あの、声をかけていいのか、わかんなくて。どうやって声かけていいかも、わかんないし。ていうか、声かけたら迷めい惑わくかもしんない、とか、いろいろ考えちゃって……」

「きみは、あれだね。まさに人見知りだね。しかもあがり症で緊張しいで思考がネガティブ寄りだね」

「うう……」

　大正解なわけだが、へこむ明あきを見かねて、俺おれはフォローを入れることにする。

「でも、一いつ旦たん仲良くなっちゃえば全然問題ないんですよ。あと、初対面の人間を前にしても、そこに明と親しい人間がいれば、少しはマシになります。今だって、自分のクラスにいるときよりも喋しやべれてるほうだと思います。俺がいますんで」

　……実は俺は明のことを心配してこっそり休み時間に明のクラスをのぞきにいったりしている。

　そんなことをしているから、自分のクラスで『あいつよくふらふらどっか消えるし、なに考えてんだかよくわかんねーよな』キャラに拍はく車しやをかけているわけだけども。

「ふうん、そうかい」

　つまらなそうに乃の花はなさんが相あい槌づちを打つ。

「まあ、でもね。落ち込むことはないよ。人とうまく接することができないからこそ、ここにいるんだからね。ほら、顔をあげてごらん」

　きざったらしいセリフなのに、乃花さんが言うと違和感がない。王おう子じ様みたいだ。しかも、キスされる前に飛び起きてしまいそうなほどの男前の、だ。

　明はゆるゆると顔をあげる。乃花さんがわざわざ立ち上がって明の隣となりに行き、腰こしを折って顔を近づけて笑みを浮かべる。明がそれを見てどこかほっとしたような顔をする。

　…………なんだろう、ちょっといけない雰ふん囲い気きだ。お姉ねえさまと妹、みたいな男子禁制の世界をのぞき見たようで若じやつ干かんドキドキする。冷静に考えると明をこんな人に取られるのは悔くやしいことこの上ないが。

　それにしても、乃花さんという人は、小器用だ。微ほほ笑えむだけで相手を安心させることができるなんて。乃花さんはこのハズレモノの集まる同好会の会長なわけだが、すぐにそんな職務から離れることができそうなもんなのに。

「明くん。この活動で、初対面の人とも臆おくせずに堂々と接することができるようになるといいね。誰とでもいつでも、ね。できないことはないと思うよ。きみはある条件下、つまり寿ことぶきくんが一いつ緒しよにいるだとか、さっきみたいに名前をからかわれただとか、そういうときにはちゃんと喋ることができている」

　確かにその通りだ。

「だからきみの愛称は、普段は自分の殻からに閉じこもってるが、使いものにならないわけじゃない、むしろ中身はいたって正常なんだ、そういった意味をこめて──」

　乃花さんは、もったいぶるようにそこで一度とめる。

「──『ホー[image: ]イ』ということでどうだろう？」

　前言撤てつ回かい。

　こういうことを言わずにいられない人だ、なんて会長にふさわしい。

「う、あっ、や、や、やだっ！」

「新あら手ての新人いじめなんですか、これは」

「新人といえばだ、日に本ほん語で新入りのことを新しん米まいというが、英語のスラングではフィッシュと言うらしいよ。ちょっと面おも白しろいね。ねえ、[image: ]ーケイ」

「定着させようとしないでよぉっ！」

「アンタねえ、そういうのやめてあげなさいよ」

　倫りんさんがたしなめる。

「ごめんね。コイツ、下しもネタ言えば距離を縮められると思ってるフシあんのよ。ヘンな自己啓けい発はつ本に影響されたのかなんなのか知らないけど、なんていうか、発想がエロオヤジなのよね」

「光栄だね」

「なにがよ!?」

　倫さんは席に戻った乃の花はなさんに突つっ込みながら、ようやく色の出たらしいお茶を注ぎ、湯飲みを配る。隣となりの乃花さんに、向かいの明あきに、そして、斜はす向むかいの俺おれに。

「はい、どうぞ」

「あ、どうも。ありがとうございます」

　礼を言って受け取る俺を、倫さんが不ぶ遠えん慮りよにまじまじと見てくる。なんなんだ。

「アンタ……、本っ当に愛あい嬌きようないのねえ。全っ然お礼言われてる気しないわ」

　そんなこと改めて言われずとも自覚している。

「……よく言われますよ。怒おこらせちゃうこともたびたびありますからね。辛しん気き臭くさいとか、萎なえるとかも俺に対する頻ひん出しゆつワードです」

「悲しいわねえ」

「そうですね。せめて、笑いたいですね。愛あい想そ笑わらいとかできたらいいなと思います」

　俺は明のように他人に話しかけるのにものすごい労力を要するタイプではない。単純に言葉だけを伝えるのなら、たやすくできる。

　しかし俺の顔が、無感情なこの顔が、他人に誤解を与えてしまうのだ。俺には些さ細さいな表情の変化という大事な非言語コミュニケーションが欠けている。結果的に、コイツ口ではこう言ってるけど、腹ではなにを考えているかわかったもんじゃねえな、と思われてしまう。

「寿ことぶきくん、きみのことは」

　乃の花はなさんは思わせぶりに一息つく。

「『不ふ感かん症しよう』と呼ぼう」

　明がお茶を水平噴ふん射しやした。

「ふ、ふかんしょお……っ？」

「アンタ、ほんっとくだんないわね！」

「乃花さん、そういう系統でしかあだ名つけられないんですか」

　文句を言ってはみたものの、実際のところかなり的まとを射ている気がするのでがむしゃらに悔くやしい。

「じゃあ、『能面』でどうだい」

「ひねってください。さすがに」

「……『そうめん』でどうだい」

「思い付きですよね、語感が似てるだけですよね。俺おれ、どこにもそうめんの要素ないです」

「なんだい、もう。不ふ感かん症しようはわがままだね」

「どのタイミングでそれに決定しちゃったんですか」

　俺おれの疑問兼けん抗こう議ぎをあっさり受け流し、乃の花はなさんはすましてお茶をすすっている。

「さて、次は倫りんだね」

「なによ？　『オネエ』とでも呼ぶつもり？」

「いいや。きみにはもっとふさわしい愛称がある」

　乃花さんは気を持たせるような間を置く。

「『脅きよう迫はく～恥ち辱じよくの服従～』だ」

「くっ…………！　なんなのよその安っぽい官能小説みたいなのはっ！　って言いたいところだけど、確かにふさわしいわねっ……！」

「どこがですか」

　愛称というわりに、本名より長くなってるし。

　倫さんは目を伏せて嘆たん息そくする。笑顔よりもこういう憂うれいが似合うと思う。失礼ながらつくづく愛人顔だ。

「……アタシはね、普段、オネエだって隠かくしてるのよ」

「あ、もしかして、乃花さんだけがそれを知ってて、黙だまってる代わりに同好会に入れって言われた、ってことですか」

「その通りよ……」

　そういえば、無理やり加入させられたとか言っていたような気がする。なんにせよ、ここにいるのが不本意きわまりないんだろう。

「ホンット、アンタって最低よね」

「言ってくれるね、脅迫～恥辱の服従～」

「それ、呼んでるアンタのほうが恥はずかしいんだからねっ!?」

「なにが不服なんだい、チジョフク」

「略して親しみこめてきてんじゃないわよ！」

　乃花さんは倫さんの苦情など、どこ吹く風だ。

「さあ、最後に私の番だ。きみたち、私に愛称をつけてくれ」

　どうぞ、というように両手を開いてこちらに振ってきた。なぜか乃花さんは、抑おさえきれない、とばかりににこにこしている。

「……もしかして、わくわくしてるんですか？」

「だって、愛称で呼ばれるなんて、素敵じゃないか」

「アンタ今までそういうことずうっとなかったのよね。みんなから敬遠されてるから」

「自分でもなんでだかわからないがね。私には人が寄り付かない」

　容姿以外のすべてが原因であるという自覚がないのか。

「私は同どう胞ほうと青春をしたいと常々思っているのに」

　乃の花はなさんは寂さびしげに言う。

　頼りなげなその様子に、うっかり手を貸してあげようと思う人のひとりやふたりいそうなもんだが。

「だってね、精液の平均的な放出量三ミリリットル。情熱的なキスの消費量五キロカロリー。二十五年間生せい殖しよく期間のある夫婦が生しよう涯がい子供ふたりを持った場合の避ひ妊にん期間およそ二十三年。そして、青春の思い出は──────永遠なんだから」

　うん、そうだな。いないよな。こういう人だもんな。

「今、必要なかったでしょ!?　その前置き！」

「きみたち、避妊についての知識はちゃんとあるかい？　まさか『安全日』なんてものが存在するなんて思っちゃいないだろうね？　そんなもの、一日たりとてないよ。もしそんなものが存在すると思っているのなら、避妊知識が足りなすぎる。そんな輩やからが実践に出るのは百年早いよ。一回目の失敗も百回目の失敗もあってはならない。さっき言ったみたいに、結婚しようがなんだろうが避妊期間はかなりの時間あるんだからね」

「発言内容は立派だけど、アンタそれ今ここで長々と言う必要ある!?」

　倫りんさんの突つっ込みは、風ふ呂ろ場ばで裸はだかになるぶんには誰も文句は言わないが、路上でそれをやられたらたまったものじゃないです、というものと同等の真まっ当とうなもの。

　明あきはどうしていいかわからない、というように赤面して硬こう直ちよくしている。

　まるで道みち端ばたで見せ魔まに遭そう遇ぐうしてしまったときのような反応だ。

　それを見て、俺おれはひらめく。

「…………そのまんますぎるかもですが、乃花さんは、『変態』でいいんじゃないですか」

「あらいいわね、ぴったりよ」

「センパイ、に語感も似てるし似合いますよ」

「私のどこを見てそういう愛称をつけるのかよくわからないが……。まあ、きみたちがそう言うのならいいよ」

　いいんだ……。

「よし、じゃあ、これでみんなの愛称がきまったね」

　乃花さんは立ち上がってぐるりと全員の顔を見渡す。

「これからこの私と一いつ緒しよに力を合わせていこうじゃないか！　いいかい!?　ホーケ[image: ]！」

「わ、わかったよう、……ヘンタイ！」

「不ふ感かん症しよう！」

「わかりました、ヘンタイ！」

「チジョフク！」

「……はいはい。ヘンタイ」




　三十分後、乃の花はなさんからの「…………すまない。やはり呼びにくい。愛称はやめにしよう」という一言によって、「ですよね」、「それがいいわ」、「さ、賛成」と、全員の心がひとつになり、奇くしくも今日きようの活動目的が達成された。






　そのさん【人間、顔じゃないですよ】







　きみが暗殺者になれるかどうかの話をしよう。

　きみはあらゆる暗殺訓練を受けてきている。

　今回の標的は、オフィスの一室で、神経質そうにディスプレイを睨にらんでいる中年の男。

　最悪なことに、きみは、なんにも武装していない状態だ。

　しかしながら、きみは仕事を完かん璧ぺきにやり終えた。

　部屋に侵しん入にゆうし、男に近付き、騒さわがれる前に、男の首を絞しめ上げた。

　きみは格かく闘とう技ぎだって得意だから、こんなことくらい朝あさ飯めし前まえだ。

　ターゲットを殺すことに成功したきみは、誰にも見られずに逃げおおせた。

　さあ、ところで、今の話になにか疑問を持った？

　持たなかったとしたら、素す晴ばらしい、おめでとう、実によくやった。

　──────きみは暗殺者には向いていない。

　さあさあお引き取りください。




　乃の花はなさんが読み上げたのは、ある同好会の入部テスト──らしい。入部希望者の選別をするためのクイズ。

　リサイクルだ、と乃花さんは言った。

　死んだとき体のリサイクルができない人間風情ふぜいの、せめて脳みその中身をリサイクルしてやるのだ、などというあんたナニサマだと説教したいくらいにとてつもなく上から目線なことを言ったのだ。

　つまりは、せっかく旧第二用具室を部室にしているのだから、ここにある過去の遺い産さんを人見知り部の活動に役立てようじゃないか、ということを言いたいらしかった。

　ちなみに以前、こんな場所をなぜ部室として使うんですか、よく使用許可がおりましたね、と聞いたことがある。言ってみれば物置なわけだし、しかも生徒が自殺した場所だし。

　乃花さんから返ってきた答えは、蛇じやの道は蛇へびだよ、だった。わけがわからなかったが、とりあえず正規の手段で得た部室ではないことだけは把は握あくできた。

「……それ、なんの同好会なのよ？」

　俺の斜はす向むかいに座る倫りんさんが言う。当然の疑問だ。入部テストにしては不ふ穏おん当とうすぎる。

「せっかちだね。それはあとから言うから、今のテストに合格してみたまえよ」

「ええと、今の話の中で、どっか疑問を持つべきところがあるってことですよね」

「そうともさ。ちなみに私はすぐに正解した」

「アンタ、暗殺者に向いてそうだものね」

「ご謙けん遜そんを。人を殺すのならきみのほうが向いているよ。太たい鼓こ判ばんを押そう」

「ヤな女ね、アンタ……」

　倫りんさんが親指の爪つめをかむ。手首の数珠じゆずが揺ゆれる。

「さあ、明あきくん。なにか思いついたかい？」

「……え──と、う────んと」

　明は知恵を出そうと人差し指をこめかみに当ててぐるぐる回しているが、なにも思いついていないときの顔をしている。

「明。ヒント出そうか？」

「えっ!?　てことは、藍人あいとわかったの!?」

「多分、だけど」

「わー！　かしこいー！」

「ん？　お前に比べればね」

「む。なんだよぉー！」

「あー、ごめんごめん」

　膨ふくれている明の頬ほおをつつきながら謝ると、「も、やめてよー！」と避さけられた。指でしつこく追いかけようとしたら、俺おれの鼻先にシュッとなにかがかすった。

「──────────────!?」

　俺はそのなにかの軌き道どうを目で追う。ダーツの矢だ。黒板にはダーツの矢が信じられないほど深く突つき刺ささっている。飛んできたほうを見る。つまり乃の花はなさんを見る。矢を放ったポーズのまま、にっこりと微ほほ笑えんでいる。怒おこっている。

「寿ことぶきくん。さっさと正解を言いたまえよ」

　ひりひりする鼻の頭を押さえながら、別にいちゃいちゃしてたわけじゃなくて、こんなの日常茶さ飯はん事じですけど、と火に油を注いでみようかと思ったが、次はなにが投とう擲てきされるかわからないので、素直に命令に従うことにする。

「自分が武器を持っていなくても、現場には武器があるはずです。電話線のコードとか、文ぶん鎮ちんとか、灰皿とか。とにかく絞しめたり投げたり殴なぐったりするものが。それなのにわざわざ素手を使ったところに疑問を抱いだきました」

　胸に手を当て一気に言う。乃花さんは形のいい唇くちびるを丸めて口くち笛ぶえを吹いた。

「そのとおり。他ほかに方法があるにもかかわらず、わざわざ反はん撃げきを受けやすくなるような、接せつ触しよくする、などというもっとも危ない橋を渡っているからだね。寿くん、大正解だ。きみは暗殺者に向いてるよ」

　ぱちぱちと拍はく手しゆされる。なぜだろう、全然嬉うれしくない。

「そして今の話から得るべき教訓は、暗殺者になるには手段は選ばずあるものはなんでも有効利用すべき、ということだね」

「はあ」

「だからね、きみたちに今日きようは暗殺者になってもらおうと思ってね」

「え、えええっ!?　む、無理だよっ！」

「アンタはまーたわけわかんないこと言い出す。どういうことよ？」

「さあ、本題に入ろうか」

「ちょっと、ちゃんと説明しなさいよ！」

「あとでするよ、とんだソーロー野や郎ろうだなきみは」

　さらっと暴ぼう言げんを吐はいてから、乃の花はなさんが挑ちよう発はつするような目つきで視線を巡めぐらす。

「諸君。今の入部テストはこの同好会のものだ」

　乃花さんはそう言って、Ａ四のノートを一冊取り出す。ピンク色のそのノートの表紙には、きらきらと過か剰じように装飾された文字が書かれている。それは、到底先ほどの入部テストと結びつけることなどできない部活名だ。

　俺おれはその文字を読み上げる。




「────女子力向上クラブ？」




　乃花さんは、大きくうなずいた。

「ああそうだ」

「変な同好会だあ……」

　明あきが言う。

　俺もそう思う。それを言ったら人見知り部なんてのもたいがい変なわけだけど。

「うちの学校、人数さえ揃そろえば活動させてくれるからね」

　倫りんさんが言う。

「そうなんですか……」

「そうよ。三人揃ったら即そく承認」

　三人？　それなら、人見知り部から俺か明、どちらかが抜けても問題ないじゃないか、と思ったものの、明だけ残すのも、俺だけ残るのもどちらも嫌いやすぎるからまあいいか、と思い直す。

「特にね、同好会はこういうわけわかんないとこが結構な数あんのよ。ま、次々できるかわりに、活動停止もすぐだけどね」

　倫さんが手首の数珠じゆずを弄もてあそびながら言う。

「最初のページには部則が書いてあるんだよ。『女子力向上クラブ規則第一条、女子力向上クラブについて口にしてはならない。第二条、女子力向上クラブについて口にしてはならない』」

「なんでそんな強調する必要があんのよ!?」

　まったくだ。たとえば場ば末すえのバーの薄うす暗ぐらい地下室でケンカするための組織を形成しているくらい公こう序じよ良俗に反しているとか、そんな人に言い難にくいクラブなわけではないだろうに。

　乃の花はなさんはぺらぺらとページをめくる。

「たとえば、そうだね、…………ちょっと待ってくれたまえ」

「なによ」

　乃花さんは足元のスクールバッグを机にあげる。なにをさがしているのか、ごそごそと中をさぐっている。

「どうしたんですか」

「いや、携帯を使いたいんだが、ないんだ。かばんに入れているはずなんだが……、寿ことぶきくん、悪いが鳴らしてくれないかい？　私の番号は、ゼロ、キュウ、ゼロ……」

「ああ、はい」

　慌あわてて制服の内ポケットから自分の携帯を取り出した。なぜ俺おれを名指しするんだよ、倫りんさんなら乃花さんの電話番号くらい知ってるんじゃないのか、と思いつく間もないほどに有う無むを言わせず数字を羅ら列れつされたからだ。

　すぐにジャズっぽいメロディーラインが流れる。乃花さんのバッグの中からだ。

「ああ、あった、あった。助かったよ、寿くん。ありがとう」

　乃花さんは携帯を取り出す。着信履り歴れきを確認して、すぐにしまう。なぜだ。

「今のようなことが、このノートにはたくさん書いてある」

「ハア？　どういうことよ」

「そうですよ。携帯を使いたいんじゃないですか？」

「嘘うそだよ、それは。本当にやりたかったのは違うことだ」

　乃花さんはしてやったり、と笑う。

「今私がやったのは、『電話番号を教えてくれないカレから番号を手に入れる方法』だ」

「──────────────っ！」

　息を呑のんだ。寒さむ気けがした。鳥とり肌はだが立った。

　つまり、わざとなくしたふりをする技、というわけだ。計算高い。恐おそろしい。

　俺の隣となりでクエスチョンマークを浮かべていた明あきは、「はっ！」とようやく今の技を理解したらしく、顔を輝かせる。

「あ、そっか、そっかー！　すっごい！　頭いいねえ！　てくにしゃんだー！」

「どこがよ、怖こわいわよっ！」

「…………本当ですね。女子力とかいう言葉遊びでごまかしてますけど、びっくりするくらい卑ひ怯きような手口ですよね」

「しかもそこはかとなく古くさいのよっ！　女子力ってもっと黒目がちメイクぅーとか、自分磨みがきぃーとか、キラキラしてるものでしょうがっ！　行動がおブスすぎるのよっ！　あー、気ん持ち悪い！　着ちやつ拒きよ、着拒！」

　倫りんさんが自分を抱だきしめるようにして大げさに身み震ぶるいする。女子以上に女子に厳きびしい人だ。

「そう嫌きらってくれるな。このノートには今のように小ずるいテクニックが満まん載さいなんだ」

　かばうような言動のふりして小ずるいって言っちゃったよ。

「今日きようはそれを実じつ践せんしてみようと思ってるんだ」

「やあよ、そんなおブスなことやるの」

　倫さんはまずいものを食べてしまったときのように顔をしかめて言う。乃の花はなさんはやれやれ、とオーバーリアクション気味に肩かたまで両手をあげる。

「私は最初に言ったじゃないか。暗殺者になってほしい、と。つまり卑ひ怯きようだろうがおブスだろうが、手段は選ばずなんでも有効利用してみよう、ということだよ」

　なるほど。ここにきて入部テストに繋つながるわけか。

　女子力と暗殺者なんてどうにも結び付けられなかったが、今ならわかる。

　女子力ってハードボイルド。軟なん弱じやくさなんて犬に食わせろ。

「それにね、もうちょっとためになることだって書いてあるんだぞ。たとえばだね」

　乃花さんがほっそりとした長い指でページをめくる。

「そうそう、この、相手の好感度をあげるために、というページなんだが」

　乃花さんが顔をあげる。

「ギャップが大事、だそうだ」

「そんなもん今さら言われなくてもわかりきってるわよ」

　確かによく聞く台詞せりふだ。

「んと、不良の人が子こ猫ねこにエサをあげてると、普通の人があげてるよりもいい人だあーって思われるみたいなことかな？」

「あら、的確なたとえね」

　褒ほめられた明あきがえへへ、と照れくさそうに笑う。的確も的確、ど真ん中ドストレートドストライクなたとえ。

　俺がたとえるとしたら──、童顔で幼児体型な明が黒い総レースの妖よう艶えんな下着をつけていたらかえって大興こう奮ふんする、というところか。

　──────いや、違う。

　たとえとしては不適当だ。ギャップという点ではわくわくするかもしれないが、実際には明がどんな下着をつけていようが興奮はするだろう。色気のないスポーツブラでさえ。

「な、なに？　藍人あいと。あたし、なんかついてる？」

　ギリ透とう視しできるかもしれない、くらいの熱量で明を視し姦かんしていたら、思いっきり不ふ審しんがられた。

　…………。

　可愛かわいいとか好きだとか、伝わってほしい思いはまったくと言っていいほど伝わらないのに、なぜこういう下心は速攻伝わるんだろう。不ふ条じよう理りすぎる。

「別に」

　俺おれは通常営業のなに食わぬ顔でごまかす。

　ところで、透とう視しができるとして、たとえば服が透すけてその上ブラジャーまで透けて見えたとしたら、それは素すっ裸ぱだかとは違って、寄せて上げてされてたり、パッドに押しつぶされてたりしている醜みにくく不自然な形の胸が見えるだけのような気がするが、残念な気分になったりしないんだろうか。

　それとも、ひそかな努力をしてるんだなあ、と水面下でもがく白鳥を見たときのように感動するんだろうか。

　これも一種のギャップだな、とか言って。

「ギャップがある人っていうのは、つまりそのアンバランスさが魅み力りよくということだね」

　乃の花はなさんが薄うすく笑う。

「キンタマが左右で微び妙みように大きさが違うのは知っているかい？　もし同じ大きさだとしたら、すごく歩きにくくなるんだ。つまりアンバランスだからこそうまくいくことがあるということだよ」

「なんなのそのたとえのチョイス!?　最悪すぎるでしょ!?」

　俺もそう思う。しかし脳内では同レベルのことを考えていたので、なにも言えない。文句を言うのは倫りんさんに任まかせる。俺は赤面してあうあう言っている明を見て和なごむことにする。

「アンタのは笑える範はん囲いを逸いつ脱だつしてんのよ！　せめて睾こう丸がんって言いなさいよ！」

「なんだ倫。まだ夕方なのに睾丸とか言い出して。さすがの私もヒくぞ」

「アンタが先に言ったんでしょ!?」

「さてね。記き憶おくにないな」

「都合のいい頭だこと！」

「そう褒ほめるな。照れるだろう」

「誰が褒めてんのよ!?　バカじゃないの!?」

「やかましい！　こんなことをいつまでやっていても話が進まないだろう！　こっちは遊びじゃないんだ！」

「なんでそこで切れるのよ!?　アンタ自由すぎるでしょ!?」

「さて、続けよう」

　すました声で乃花さんが一方的に打ち切る。持って行き場のない怒いかりに倫さんはこぶしを震ふるわせている。

「相手の好感度をあげるために、だ。ギャップがある人間というのは確かに受けがいい。だが、ギャップというのは狙ねらうものじゃない。自然さが命だ。狙った瞬しゆん間かん、たいていわざとらしくなる。台無しだ。興きようざめだ。そこで、次の項目だ」

　乃の花はなさんはおもむろに立ち上がる。広げたノートを片手にホワイトボードの前まで歩く。空あいているほうの手でマジックを取る。黒で文字が書かれる。書いた人の容姿とよく似た、整っている美しい文字。性格を考えたらもう少し癖くせのある字を書きそうなもんだけど。

　乃花さんはそれを指し示しながら読み上げる。

「『勝つのは十点の女ではない、七点の女だ』」

「……んう？　三点も勝ってる、よ……？」

　乃花さんはノートへと視線を移す。

「『大事なのは完かん璧ぺきであることではない。弱さを見せることだ』」

　乃花さんはふっくらとした上うわ唇くちびるを赤い舌したで舐なめる。一いつ拍ぱくおく。息を大きく吸い込んで、続ける。

「『あらゆる物語の中でほぼすべての主人公は完璧ではない。弱点を作らなければ読者は主人公を好きにならないからだ。多くの人間に共感されるためには弱点が不可欠なのである。これは現実においても同じだ。完璧な人間は好かれない。親近感を与えられる人間が好かれるのだ。自じ慢まん話ばなしと失敗談。聞いていて楽しいのはどちらだろうか。当然後者だ。十点満点は好かれない。賢かしこく強くセンスがよく、料理上じよう手ずで床とこ上手、スレンダーかつ巨きよ乳にゆうな美女に、我々は勝てる』」

「最後らへん、なんか執しゆう念ねんこもってて怖こわいわよ!?　逆さか恨うらみじゃないの!?　負け惜おしみ感がひしひしと！　その同好会にいた女、絶対可愛かわいくなかったでしょ!?」

　可愛くない────、というより、怖い。

　いくら女子力がハードボイルドとはいえ、ちょっとショックだ。

　そりゃ女子全員が明あきのように綿わた菓が子しっぽく甘あまくてふわふわしているわけじゃないのはわかってはいるが、もう少し女子に夢を見たい。

　こんなのあまりに計算高いだろう。

　とはいえ言っていることはおそらく正しい。

「────うん、一理ありますよね。隙すきが感じられない人はちょっと近寄りがたいです」

「だね。完璧な人ってなんか気き後おくれしちゃうかも」

「そうだろう、そうだろう」

　同性であれ異性であれ、単純に外見だけの話においても、十点満点のそばにいるのは相当疲れそうだ。

　たとえば、女子が乃花さんと一いつ緒しよにいると、今すぐ断だん食じきダイエットを始めたくなったり、胸に生理食塩水を詰つめたくなったり、まぶたを切開したくなったりするのかもしれない。

　そんな人が中身まで完璧だったらもう自分で自分が恥はずかしくなってきそうだ。

　マイナス三点分の弱点、人間らしさがあってくれたほうが安心する。

　となれば、乃花さんの言動や行動はマイナス三に該がい当とうしそうなもんだが、こちらの感覚としてはマイナス三というか、掛けるゼロだ。だからまあなんというか、うん、乃花さんは問題外。

　乃の花はなさんは机に手を置き、そこに体重を乗せる。

「弱さを見せること。そういうかたちでコミュニケーションを取っていけば相手の好感度をあげられるんじゃないかと思うんだ。だからそれをやってみようと思う」

　乃花さんの目がきらりと光る。

「そんなわけで、今日きようは失敗談を喋しやべってみることにしようじゃないか」

「やあよ」

「きみたち、私の好感度をあげたくないのか？」

「あげたくないです」

「あげたい道理がないわよ」

「……明あきくんは？」

　乃花さんの声は低音、目は半はん眼がん、背負うは黒い悪あく魔ま。射いすくめられた明はびくうーっと気の弱い小動物のようにすくみ上がる。

「う、う…………」

「私の好感度をあげたいかー！」

「あ、う、お、おぉー！」

「どんなことをしてでもあげたいかー！」

「おぉー！」

　明はやけくそでこぶしを天に突つき上げる。

「明くんはいい子だね」

「アンタが脅きよう迫はくしたんでしょ!?」

「そうですよ。肯こう定ていのカツアゲでしたよ」

「なんだい、なんだい、きみたちは。あれかい。ツンデレとかいうやつかい」

「すみません。ストレートに嫌いやがっています」

「アンタね、そもそもね、失敗談なんてそうそう話したいもんじゃないわよ」

「ふむ」

　乃花さんは顎あごに手を当ててしばらく考え込んだ。

「じゃあ、こうしよう」

　乃花さんが胸元に手を突つっ込みトランプの束を取り出す。

　どこに入れてるんだよ!?　というプレーンな突っ込みは誰もしなかった。あまりにも自然な振る舞いだったからだ。酢す豚ぶたにパイナップルって許せないよね、とか、一いつ緒しよに走ろうぜって言うやつほど先にゴールするよな、とか、テスト前に限って掃そう除じ始めちゃうよね、とか今さら口に出さないあるあるネタと同等だと錯さつ覚かくするほどの自然さだった。

「ゲームをしようじゃないか。それで、負けた人に失敗談を話してもらうということでどうだい？」

　手品師のように本格的かつエンターテインメントにカードを切りながら乃の花はなさんが提案する。その手さばきに器用だな、と感心はする。が。

「それ、今日きようの活動目的が罰ばつゲームになっちゃってるじゃないですか。いきなり手段と目的がごちゃごちゃになってますけど」

「おや」

　乃花さんが鼻で笑う。

「負けるのが怖こわいのかい？」

「そんなみえみえの挑ちよう発はつにのるやつがいるとでも思うんですか」

「怖いわけないでしょ！　負けないわよ！　さあ来なさい！」

　………………こんなにすぐ近くにいたとは。

「じゃあ、はじめようか」

　勝ち誇ほこったような顔の前で、乃花さんがカードを扇おうぎ状じように広げた。




　フェアな勝負ができるゲームがいい、ということになった。

　神経衰すい弱じやくは純粋に記き憶おく力りよく比べになってしまうので却きやつ下か、ババ抜きは乃花さんが嫌きらいだという勝手な理由で却下、大だい貧ひん民みんはなぜかそれぞれが覚えているルールが微び妙みように違ったので却下、七並べは以前倫りんさんが乃花さんにある数字を延えん々えん止められていたことを根に持っており却下、その結果、勝敗に運の要素が強いポーカーをすることに決定した。

　乃花さんがはじくようにしてカードを配った。無む駄だにプロっぽかった。

　…………この人、一いつ緒しよにやる相手もロクにいないのに練習したのかなあ……。

　乃花さんをよく見てみると、口の端はしがわずかに持ち上がっていて嬉うれしそうだった。ちょっと悲しくなってくる。

　配られた五枚のカードは伏せられている。一度交換する。全員に順番が回る。手札をオープンする。

「ツーペアよ」

「……ワンペアです」

「アンタ強そうなのに」

「ポーカーフェイスがポーカーに強いと思ったら大間違いです」

「アンタは？」

　倫さんが明あきに促うながす。はたから見て自信満々オーラを発していた明が「じゃーん」とセルフ効果音とともにカードをオープンする。

「あら、フルハウス！　すごいじゃない」

「強いなあ、明」

　えっへへへー、と顔全体をぴかぴかさせる明。俺おれと倫さんは微ほほ笑えましく見守る。まあ、俺は内心、抱だきしめたいとか、そのまま頭をわしゃわしゃと撫なでまわしたいとか、さらにどさくさにまぎれて髪かみに顔をうずめて匂においを吸いこみたいとか思っていたけど。

「フルハウスごときで甘あまいね」

　乃の花はなさんが、ひだまりのようなあたたかさをぶち壊こわした。

「なによ。アンタ、どんな役ができてるのよ？」

「私のを見たいのかい？」

「あたりまえでしょうが」

「そんなに見たいのかい？」

「さっさと見せなさいよ」

「…………えっち」

　乃花さんはうっすらと頬ほおを染め、両手で持っている五枚のカードで口元を隠かくしもじもじとした。

[image: ]

　女は生まれながらにして女優。どっからどう見ても、うぶな女の子だ。まるでこちら側がいけない要求をしたかのような気分になってくる。

「り、倫りんさん先せん輩ぱい、乃花さん先輩をいじめちゃだめだよ……」

「この女に騙だまされんじゃないわよ！　アタシ、裸はだかを見せろとか言ってるわけじゃないのよ!?」

「ひょっとして、実は見せられないくらいにしょぼい役なんじゃないですか？」

「見くびられたもんだね」

「いいからさっさと見せなさいよ！」

「そうですよ。見せてくれなきゃ勝負にならないんですから」

「そんなに私のを見たいのかい。卑いやしいブタどもだな」

「暴ぼう言げんにもほどがあるでしょうがっ!?」

「ふん。せいぜい驚くがいいさ」

　乃の花はなさんは、もったいつけて緩かん慢まんな動きでカードを一枚ずつ表おもてにして机に置いていく。

「ハートの八。ハートの七。ハートの六。ハートの五……」

「わっ、すごい！　もしかして、ストレートフラッシュ!?」

　明あきが興こう奮ふんした声を出す。

「いくよ」

　ごくり、と全員が喉のどを鳴らす。

　絵札がハートなだけでも役はできあがるが、それだと明には勝てない。乃花さんの態度からして、おそらく、残りの一枚はハートの四だ。ここにいる誰よりも高い役だ。しかも限りなく最高に近い役だ。

　乃花さんは口こう角かくを吊つり上げる。それは勝者の笑みだ。カードを持った手がすっと掲かかげられる。

　ラスト一枚。

　それが勢いよく机に叩たたきつけられる。

「くらえっ！」

　そのカードは────────。

「ブタはアンタじゃないのよぉおおお────っ！」

「惜おしいけどっ……！　惜しいけど──っ！」

「確かに驚おどろきはしましたよ」

　さんざん思わせぶりにしといて結局役なしってことに。

　乃花さんのハートの四は、ない。ないのだ。

　机の上ではスペードのキングが、しかつめらしい顔をしてこちらを見ている。

　三さん者しや三さん様ようのブーイングを受け流し、乃花さんは長く黒く美しい髪かみをかきあげる。悟さとりを開いたもののように穏おだやかに笑う。

「敗者がいなければ勝者もいない。私は敗者でいることに誇ほこりを持ちたいんだよ」

「か、かっこいー！」

「やかましいのよ、最下位！」

「うるさいなあ、はいはいはいはい、私の負けだ、負け！　失敗談を話す！　それでいいんだろう!?」

「逆切れしてんじゃないわよ、みっともない！」

「いいから大人おとなしく座りたまえ！　今私があたたかい紅茶を入れるから！」

「あ、ありがたいー！」

「ええ、珍めずらしくありがたいわね！」

「紅茶が嫌きらいなものがいるなら遠えん慮りよなく言いたまえ！　他ほかにもいろいろ飲み物があるから！」

「や、やさしいー！」

「ええ、珍しく優しいわね！」

　俺おれはそっと挙手をする。

「……あの、すみません。そのガールズトーク的なノリについていきそこねたので、戻ってきてもらっていいですか」




　乃の花はなさんのいれてくれた紅茶を口に含む。いいにおいがふわりと鼻から抜けていく。こくりと飲み下す。渋しぶみがなく、口当たりがいい。

「おいしい！」と言う明あきに乃花さんが胸を張る。少し鼻の穴が膨ふくらんでいて、実に得意げだ。

　トランプのときと同様、これも振る舞う相手もいないのにおいしくいれる研究をしていたんだろうか。深く考えると不ふ憫びんさに胸のあたりがぎゅっとしてきそうなので、あえて問いかけることはせずにスルーすることにする。

　────それにしても、だ。

　おいしいものがある。

　隣となりに明がいる。

　あまーいねぇ、なんて微ほほ笑えみかけてくる。

　最高だ。心地いい。幸せすぎる。

　…………これから流れるＢＧＭが乃花さんの失敗談じゃなければ。

「でも、乃花さん先せん輩ぱいって、あんまり失敗なさそうな感じだよね」

　明が俺にこっそりと囁ささやいてくる。

　正しくは、失敗してもそれを失敗だと見なさない感じがある、だと思う。

「誰にだって失敗はあるよ。もちろん、私にだってね」

　耳ざとく明の言葉を聞いて乃花さんが言う。

「えと……、た、たとえば？」

「私はね、先生をお母かあさんと呼んでしまったことがあるよ」

　ベタすぎる。

「他にあるでしょ？　そんな話じゃつまんないのよ。軽すぎるのよ」

「じゃあうまれて来たことが失敗かな。人間にとって一番いいのはうまれないこと、二番目にいいのは早く死ぬことだとどこかの哲てつ学がく者が言っていたよ」

「重すぎます！」

「か、悲しすぎるよぉっ……！」

「あ、アンタねえ、バカじゃないの!?」

　倫りんさんが焦あせったように立ち上がる。

　倫さんに限らずオネエな人ってわりかしアイロニカルな物言いをするイメージが俺おれにはあるけど、自分で言うのはいいのに、他人がそういうことを言うのは嫌いやみたいだ。悪ぶってるというか、ひねくれているというか、なんとも素直じゃない。

「じゃあ、別の話にしようか」

「はあ……」

「中三のときのテストでの話なんだが、ケアレスミスでね、取れるはずの問題を間違えて、学年五位になってしまったよ。失敗だったね。それから、ダイエットをしていたときの話なんだが、ひとつきで一キロも減らなくてね。失敗だったね。考えてみたら、私はもともと美容体重なんだな。五キロ痩やせたなんていうひとはすごいな。そんなに減るなんてよっぽど余分な肉がついていたんだろうね。それから」

「うわーん！」

　臼うす潮しお明あき・十五歳さい（中学生時代の成績は中の下、下っ腹に肉がつきやすい）が、突とつ然ぜん泣き出して机に突つっ伏した。

「ううう……。すんごい嫌いや味みだよう……」

「大だい丈じよう夫ぶだよ、明」

「…………なにがぁ？」

「ちょっとくらいお肉ついてたほうが実用性があるから」

「実用ってなに!?　フォローになってないよ！　しかもなんかえっちだよ!?」

「いや、でも、本当に太ってないって、お前は。そりゃ全体的にこう、柔やわらかそうだな、とか、気持ちよさそうだな、とか思うけど」

「き、きもちっ……。もーやだっ！　藍人あいとこっち見ないで！」

　腕うでをクロスして明が俺おれをガードした。なんてこった。

「乃の花はなさん、どうしてくれるんですか。明に嫌きらわれたじゃないですか」

「アンタ、今のはさすがに自じ業ごう自じ得とくでしょ!?」

「乃花さんが失敗談と見せかけた自じ慢まん話をしたからこんなことになったんです。近所にもいましたよ、うちの子Ｔ大なんかに入っちゃったから仕送りが大変でぇ、みたいなおばさんが」

「そう言っちゃえばそれと一いつ緒しよだったけど！　乃花の話は失敗談じゃなかったけど！」

「なんだい、もう。じゃあ、他ほかの話をするよ」

　乃花さんがやれやれ、と首を振る。

「以前、スーパーで万引きをしている中年男性をみかけたんだが、……私はそれを見て硬こう直ちよくしてしまってね」

　急に話し方のトーンが変わった。乃の花はなさんは眉間みけんに皺しわを寄せている。後こう悔かいの念にさいなまれているような、苦悩の表情だ。

「それは失敗談というかなんというか……、まあ、確かに見ていただけの自分が恥はずかしいというのはわからなくもないですけど……」

「ああ、いや、すぐに我に返って動けるようにはなったよ。そいつが一歩外を出たとたんに追いかけて蹴けりを食らわせたんだが、それが急所にうまくきまらなくてね。それが失敗だったね。なんとか捕つかまえることはできたんだけどね」

「それだけできれば十分でしょ!?」

「私は手の攻こう撃げきより足の攻撃が好きなんだがどうもうまくやれないんだよ。軸じく足あしの問題なのかな。よくふらついたりするしね。爪つま先さき立だちとかも苦手だし。だからそのときも、蹴るのはすぐにやめて、ぶん殴なぐって捕まえたんだよ。いやあ、思い出すだに失敗だった」

「それのどこが失敗してんのよ！　なんなのアンタの話！」

「まだ不服なのかい。注文が多いなあ」

　絶対違う。こっちは普通にハンバーグをオーダーしてるのに、乃花さんのほうがひき肉を使わずにタネを作ろうとするような離れ業わざを勝手にやらかしているだけだ。

「それじゃあ、現国の時間に、音読で指名されたときの話でどうだろう」

　そのときのことを思い出しているのか、乃花さんはふっと遠い目をした。

「ちょっと寝不足のときにね、眉間みけんと書いてあるところを股こ間かんと見間違えてしまってね。失敗だったね。大声で読み上げてしまったよ。『彼女のコカンには皺しわが寄っていた。僕ぼくは手を伸のばす。中指と人差し指を彼女のコカンにそっと当てる。僕はそこをほぐすように指をゆっくりと動かし』……」

「う、うううっ…………！　なんかやだぁ……！」

「くだらないのよっ！　もうたくさんっ、今すぐ話すのをやめなさいっ！」

　倫りんさんがヒステリックに叫さけぶ。

　俺おれは脳内で「僕」を俺、「彼女」を明あきで想像してしまった罪悪感を吹き飛ばすため咳せき払ばらいをする。

「そうかい。じゃあ、これにて終了だ」

　乃花さんは優ゆう雅がに紅茶を飲んで、喉のどを潤うるおしている。

「どうだろう。好感度はあがったかい？」

　実に無む邪じや気きに乃花さんは言う。

　そんなわけねえだろ、という言葉よりも雄弁な長く深いため息が俺と明と倫さんから同時に漏もれた。疲労感でいっぱいだ。

「……乃花さん、俺の着信履り歴れき、消去しといてくださいね」

　俺はそう言って、質問の回答にかえさせていただいた。

　乃の花はなさんは眉まゆをハの字にする。

「わかったよ。残念だな。好感度をあげようっていっても、やっぱり一いつ朝ちよう一いつ夕せきにはいかないものだね」

　悲痛な表情に、一いつ瞬しゆん「かわいそうに」と思ったものの、乃花さんの個人的な責任じゃないか、と思い直す。

「……ねえ、諸君。古いなぞなぞだ。『象ぞう一匹ぴきを食べるにはどうする？』、知ってるかい？」

　乃花さん気を取り戻したように、机に身を乗り出す。

「答えは、『ちょっとずつ食べる』だよ。象がでかいからって大きななべを用意したりすることはないんだ。一口ずつ切り取る。地道にね。大きな問題でも小さなことからはじめる。我々もそうやって地道にいこう。欲張らずに着実にね」

　俺は驚おどろく。

　真ま面じ目めだ。真まっ当とうだ。真理だ。

　今日きようのふざけた活動の落としどころとしては上々だ。

「……うん。種たねまきをしてないと収しゆう穫かくできないもんね」

「そうね。考えてみれば当たり前なのに、ついつい近道しようとしちゃうのよね」

「薬を大量に飲んだり、トラウマをべらべら喋しやべったりしても回復は早くならないですしね」

「そうね。焦あせってもどうしようもないのよね」

　乃花さんの言葉が染しみ入ったというように、各おの々おのうなずく。

　なんだかんだと乃花さんは、人心掌しよう握あく術じゆつに優れているのかもしれない。それなら誰とでもうまくコミュニケーションできそうなもんなのに。

「つまりだ」

　乃花さんがきりっとした顔になる。

「精子は一度に何億おくと放出されるが、卵子はどんなに欲張ろうとも通常ひと月に一個しか放出されないから子作りは地道にいこうということだね。それが今日の活動の総そう括かつだ」

「えええええええっ!?」

「なんでそうなるんですか」

「そうね……っていうとでも思ったの!?　正しいわよ!?　正しいけど、なんなのよ、アンタは!?」

　うん。やっぱり、前言撤てつ回かい。






　まくあい【それではまた今度】







「会話が途と切ぎれたときに、場つなぎで間を埋うめるために、ちょっとしたクイズを知ってたらいいんじゃないかなと思う。というわけで、『下クイズ研究会』のクイズ資料からクイズを出題してみるよ。『大声で答えてください。興こう奮ふんすると濡ぬれてしまう『ま』で始まり、『こ』で終わる女性の体の一部ってなーんだ』。割と有名だね、これは。明あきくん言ってごらん」

「あうっ、や、え」

「言えないのかい？　わかってるんだろう？」

「だ、…………だって…………」

「乃の花はなさん。セクハラはやめてください」

「大体沈ちん黙もくが気まずい関係性のやつ相手に使えるわけないでしょ、そんなクイズ！」

「なんだい、誰も答えないのかい？　しょうがないね。じゃあ正解を言おう」

「う、あ、ええっ!?　言っちゃうの!?　口に出しちゃうの!?」

「正解は、『ま』な『こ』。眼まなこ。つまり、目、だね」

「…………………………うっ！」

「きみたちはなにを想像していたんだい？」

「う、うるさいわね」

「恥はずかしいね。とんだあばずれどもだ。大人おとなしそうな顔してなにを考えているんだか」

「なんでアンタみたいなやつにそこまで言われなきゃなんないのよ!?」

「そうか。これ、勘かん違ちがいしてるところを見て、ニヤニヤするためのクイズなんですね」

「趣味悪いわよ！」

「……よ、良かったよぉ、あたし、なんにも言わなくて」

「おや、明くん。なんて言う気だったんだい？」

「あう…………」

「ほーら、言ってごらん。ほーらほらほら」

「ううううう……」

「乃花さん、言葉責ぜめをやめてください。大体、過ぎ去ったことに対してしつこいです」

「藍人あいと………………っ！」

「ほう？　どういうことだい？」

「過去なんかもうないんです。未来なんかまだないんです。大事なのは今なんです」

「……なるほどね。青いね。でも悪くない。いい教訓だ。実に有意義な時間だったね」

「どこがよ!?」






　そのよん【可愛らしいお子さんですね】







「寿ことぶきくん。私はね、ちょっとしたことで世界は変わると思うんだ」

　乃の花はなさんが言った。ふんわりと微ほほ笑えんで言った。俺おれだけにむけて言った。

　部室には他ほかに誰もいないからだ。乃花さんとふたりきりだからだ。

　俺は正面の乃花さんに目をやる。あえて視界から外していたのだが、声をかけられたんだからしかたない。

　なにやら深い話の前振りめいた言葉が発せられたわけだが、そんなことより、だ。

「……あの、その格好についてなにか言ったほうがいいですか、俺？」

「必要ないよ。今はまだ」

「はあ……」

　とても見過ごすことができない明らかな異変が乃花さんの外見にあるのだが、そう言われてしまえばそれ以上なにも言えない。

「で、だ。たとえばだが、チン[image: ]のことをイタリア語でカッツォと呼ぶんだが」

「ちょっとその話止まってもらっていいですか」

「なんだい」

「オブラートに包んでください」

「『コ』より『ポ』のほうが良かったかい？」

「そこじゃないです」

　俺は立ちあがって身を乗り出し、乃花さんに猛もうスピードで詰つめ寄る。顔を寄せて威圧する。

「前々から思ってましたけどね、まがりなりにもレディーがそういうことを口に出さないほうがいいと思いますよ」

　レディーがね、ともう一度嫌いやみったらしく強調してみる。

　乃花さんはぱちくりと一回ゆっくりとまばたきをする。

　その直後、「う」と小さなうめき声を出し、瞬しゆん時じに顔全体をこれ以上ないくらいに赤くした。

　────────はい？

　なんなんだ、この反応は。

　俺は慌あわてて体を引く。

「こ、こ、こ、寿くん。な、なにを考えているんだ、きみは」

「な、なにがですか」

「い、い、いきなりそんなに近付くんじゃないよ。ば、ばかなのか、きみは。そ、そういうのは…………こ、困る。だ、大体、レディーって……、そ、そんな女扱いなんてされても私は……」

　噛かみまくりでもぐもぐと不ふ明めい瞭りように口の中でそんなことを言う乃花さん。最終的にはうつむいてしまった。

　────────…………。

　もしかして、照れているのか。それにしたって反応がうぶすぎるだろう。明あきと同じかそれ以上だ。一分前までチン[image: ]とか言ってた人なのに。

　そんなばかなことあるか？　あんたの今までの行動やら言動やらのほうがよっぽど照れる要素があっただろうが。こっぴどかったぞ。大体、顔を寄せるなんてことくらい、乃の花はなさんが俺おれにしてきたことだってあったのに。

　────────────あ。

　きっと、これはあれだ。以前、トランプをやっていたときのような演技だ。

　恥はじらってみせれば俺が動どう揺ようするとでも思っているわけだ。

　そっちがそういうことをするのなら、こっちにだって考えがある。

「なに言ってるんですか。乃花さんはどっからどう見てもレディーですよ」

　俺は乃花さんの頭をぽん、と軽く撫なでて、まったく動じていませんよ、というアピールをしてみせた。

「やるね、寿ことぶきくん。私の演技もまだまだだな」とでも返ってくるかと思ったのに、予想はあっさり外れた。

「な、なにを、きみ………………！」

　乃花さんはぎちり、と硬こう直ちよくしてしまった。

　俯うつむいているせいでよく見えないけど、乃花さんの顔の赤さが尋じん常じようじゃないことはわかる。頭からは湯ゆ気げが立ち上っているんじゃないのかというくらいだ。暖を取れそうな勢いだっので、思わず両手をかざしてみたが、まったくあったかくならなかった。そらそうだ。なにやってんだ俺は。

　というか、そんなことはどうでもいい。乃花さん、マジか。マジなのか。

　───────────はっ。

　ふと気付く。

　さてはこの人、自分から攻めるのは平気だが、相手から来られると途と端たんに弱くなるタイプなのか。きっとそうだ。いや、絶対そうだ。

　意外だ。意外すぎる。

　まじまじと観察するように無ぶ遠えん慮りよに眺ながめてみたが、乃花さんは無反応で固まったままだ。

「────き、気を取り直してだね」

　しばらく時間を置いてから、動きを取り戻した乃花さんが、ひとつ空から咳ぜきをする。

「マツタケのことを──……」

　乃花さんの視線が俺の下か半はん身しん辺りに来る。

「…………エノキダケのことをイタリア語でカッツォと呼ぶんだが」

　この野や郎ろう、どのタイミングで言い直してやがる。エノキダケってなんの比ひ喩ゆだよコラ。仕返しかコラ。

「…………まあ、よしとしましょう」

　俺おれは座りながら言う。

　いや、全っ然よくはないし不服だけど。チン[image: ]と言われるよりはマシだろう。

「あれね、カツオ、と聞こえるんだ。だからね、それイコールカツオだとしてみるよ。そのことを知っていると、カツオでダシを取ってます、とか、あたしカツオを毎日でも食べたいわ、とかいう女子がいたらちょっと愉ゆ快かいな気分になれる。かように世界はちょっとしたことで変わる。だろう？」

「あ、そうだ、乃の花はなさん、そんなことより」

「ちょっとは気を遣つかいたまえ。話題転換が雑すぎるだろう。わかりやすく私の話を拒こばむんじゃあないよ」

「すみません、正直なに言ってんだコイツって思っちゃって」

「そんなの思われるどころか昔よく言われてたから痛くもかゆくもない」

「ああそうなんですか」

「…………そうさ、ぜんぜんへいきさ……。きにしないでくれ…………」

　乃花さんは横を向いてべそべそと肩かた口ぐちに顔を押し付けている。

「ちょっと泣いてるじゃないですか」

「冗じよう談だんだよ。で？　なんだい？」

　けろりとして乃花さんは俺に向き直る。…………今のは完かん璧ぺきに演技だったわけだな。

「あの、明あきのことなんですけど」

「明くんがどうかしたのかい？」

「この間、偶ぐう然ぜん廊ろう下かで明を見かけたんですが」

　嘘うそだ。偶然ではなく例によってわざわざのぞきにいったわけだが、そんなストーカーチックな行動は口に出す必要はないだろう。

「そのときに明がですね、クラスメイトと思おぼしき女子生徒に思いっきり無視されてまして」

「ほう？」

「といっても、いじめとかじゃなくて、単純に相手に声が届いてないみたいで。緊きん張ちようのあまり声を出せてないんですよ」

「なるほどね」

　必死に話しかけて、失敗して、しょんぼり肩を落とし、すごすごと教室に戻っていく明に俺は胸を痛めた。まるで、土ど砂しや降ぶりの中捨てられた子犬がダンボールの中からきゅんきゅん鳴いてるのに、誰も立ち止まらない、という現場を見てしまったときのように。

　その日の帰り道で、甘あまいものでも食べれば元気付けられるかなあ、と、それこそ甘い考えしか浮かばなかった俺おれは、コンビニで安い板チョコを買って明あきの口に突つっ込んでみることしかできなかった。意味わかんない、という顔をされた。俺も意味わかんない、と思った。

　なにもできない自分にがっかりした。

「寿ことぶきくん」

「はい」

「私が明くんをどうにかしてみせよう」

「…………乃の花はなさんがですかあ？」

「露ろ骨こつに疑うんじゃないよ。もう少し私を信用したまえ」

　ぜひとも拝はい聴ちようしたいので、どこに信用材料があるのか教えてほしい。

「私に相談してきたくせにその態度はなんなんだい」

「いえ、相談というかただの日常会話のつもりでした。乃花さんが解決策を持ってるとは思ってませんし」

「ふん。見くびるんじゃないよ。それに、グッドタイミングだ。ちょうど今日きようやろうと思ってた活動がね、明くんの助けになるかもしれないんだよ」

「そうなんですか？」

「ああ。私の格好を見れば一いち目もく瞭りよう然ぜんだろう？」

　そう言って乃花さんは立ち上がり、くるりと一周まわる。乃花さん愛用の練り香水のチェリーブロッサムの香りがふわりと漂ただよう。俺は乃花さんの頭の先からつま先までを視線でなぞる。

「…………すみません、全然わからないです」

　本当に心の底から理解不能だ。

　首をかしげていると、廊ろう下かからばたばたと足音が聞こえてきた。

「ご、ごめんなさい、遅れちゃった……？」

「あら、アタシが一番最後？」

　明が駆かけ込んできて、ほどなくして倫りんさんもあらわれた。全員が席に着く。

「さて。じゃあ、今日はみんなでちょっとしたことで世界を変えようと思うよ」

　ホワイトボードの前に立った乃花さんはそう宣言した。

　ざっくりしすぎだろう。なにをやるのか輪りん郭かくすらもつかめない。

「それよりアンタの格好はなんなのよ」

「そうだね。その説明からはじめよう」

　乃花さんは持っていた指し棒ぼうを伸のばす。そうしていると今日の乃花さんはどこからどう見ても新任の女性教師のようにしか見えない。しかも、お堅かための、だ。

　そう。乃花さんは制服を着ていないのだ。

　白のブラウス、黒の膝ひざ上うえタイトスカート。肌はだ色いろストッキング、黒縁ぶちのバタフライ型メガネ、指し棒。髪かみの毛も後れ毛の一本もなくアップされている。

「乃の花はなさん先せん輩ぱい、似合うねえ……。大人おとなっぽい……」

「ふふふ。ありがとう明あきくん」

「要は老ふけてるってことよね」

「うるさいよ。熟した女の魅み力りよくを舐なめるんじゃないよ。ほら、寿ことぶきくん。おひとつどうだい？」

　乃花さんは自分の豊満な胸の片方を持ち上げて差し出すようにしてみせた。

　……この人、本当に自分から攻めるのは平気でできるんだなあ……。

「にゃ──っ！　せっ、せくはらだよっ！」

　明あきが顔を真まっ赤かにして両手を振り回しじたばたする。

「…………そこが熟してるってことは垂たれてるって意味なんじゃないですか。あまり嬉うれしくないんですけど。それに俺おれは大きさよりも形を重視しますよ」

「ん？　なんであたし見るの？　……あっ！　ちょ、ちょっと、どこ見てんだあー、藍人あいとっ！」

「もうっ！　ばかやってないでさっさとすすめなさいよ！」

「言われなくてもそうするさ。これは、第三演劇部の衣装だよ」

「第三演劇部？」

「名前の通り、三つ目の演劇部さ。もともと演劇部はひとつしかなかったんだがね。トップの意見の食い違いから、あるとき三つに分ぶん裂れつしてしまったんだよ。そして、第三演劇部には、衣装にやたらこだわりが強いものが集まった。脚きやく本ほんも照明も役者も衣装を生かすための道具だと考えるようなものたちが」

　それはもう演劇部じゃないような気がする。

「そんなわけで、第三演劇部はこれまでにあらゆる世界、あらゆる時代、あらゆる職業の衣装をたくさん作ってきている。明くんは一度着たことがあるね」

　こくり、とうなずいた明が、ちらり、と俺のほうを見た。照れているような、怒おこっているような、結局つまるところは責めるような視線。きっとメイド服を着たときのことを思い出しているのだろう。人見知り部へ入部する直接的な原因となったときのこと。あれは可愛かわいかった。でも結果的に超ごめん。若じやつ干かんうしろめたいので、俺は乃花さんのほうへ顔をまっすぐに向ける。

「彼らは、一度使用したものを再び使うことはめったにない。常に次のことを考えている。だから、ここにありとあらゆる衣装が捨て置かれているわけだよ」

　乃花さんは教室の後ろ側へてのひらを向ける。

　なるほど、衣類が大量にかけられていたラックが置いてあったのはそういうわけか。

「今日きようは、みんなでそれを着てみようと思ってね」

　それのどこが『ちょっとしたことで世界を変える』ことになるんだ？

「ハア？　なんでそんなことしなきゃなんないのよ？」

「いい質問だね」

　乃花さんは指し棒ぼうを倫りんさんに向ける。いやいやいや、当然沸き起こるべきレベルの質問だろうに。

「きみたちは、服装によって振る舞いが変わるとは思わないかい？」

　乃の花はなさんは眼鏡めがねを持ち上げる。きらり、と眼鏡が光る。

「服装は中身を変える。事実、私は今、教師の格好をしていることにより、いつもより背せ筋すじが伸のびている。真ま面じ目めにならなければ、と思うよ」

「じゃあ一生それ着ててちょうだい」

「しかし同時に若い男をたぶらかさなくてはならない気もしてくるけどね。放課後の教室、居残りをさせられた生徒、髪かみを下ろし眼鏡をはずしつつ、『先生が教えてあ、げ、る』……」

「今すぐ着替えてちょうだい！」

「父親とかが隠かくし持ってる昔のＡＶに出てきそうな古ふる臭くさい女教師像ですよね、それ」

「あ、藍人あいとっ!?　そんなん見たことあんのっ!?　け、けしからんことだよっ！」

「………………見てない、見てない」

「間ま！　間があった！」

「やあねえ、フケツぅ」

「それでなんですって？」

　一致団結して追及のち糾きゆう弾だんされる前に、俺おれは背筋を伸ばしてすみやかに続きを促うながした。

「看かん守しゆの服を着ていれば看守らしく、囚しゆう人じんの服を着ていれば囚人らしくなる。となれば、服装を変えることによって、自分の知らない自分を引き出せるかもしれない。たとえば、明あきくん」

「えっ？　あ、あたしっ？」

　明は目を丸くして自分を指差す。

「きみは服を着替えることにより、もっと積極的になれるかもしれないよ」

「う、うー……ん……？」

「たとえば、以前、メイド服を着たときには従順な気分になっただろう？」

「そう言われてみれば、そうだったかも……？」

　頭に浮かぶのは、誘ゆう導どう尋じん問もんという言葉だ。マインドコントロールという言葉だ。

　明をどうにかしてみせる、と乃花さんは俺おれに言った。この話の流れからして、乃花さんは明に第三演劇部の衣装を着せたいのだろう。それも、メイド服のときのような力ずくではなく、あくまで明の意思でそうした、という形に持っていきたいに違いない。

「……でも……、んう……、恥はずかしいよ……」

「明くん」

　乃花さんは倫りんさんの後ろを回って明の横に立つ。慈じ愛あいに満ちた眼差まなざしで、明の両手を自分の両手で包み込む。「ひゃあっ!?　つ、冷たいよ」と戸と惑まどう明にかまわず、きゅっと手を握にぎり締しめる。

「恥ずかしがることによる物事の対たい処しよは、実はとても計算高いとは思わないかい。たとえば、なにか失敗しても、失敗の原因は恥はじらいである、つまり、落ち着いてやればできたんだ、という言い訳を周囲にも自分にもしていることになるんだからね」

「そ、そうかな……あ」

「そんなふうに言い訳することを繰くり返したくはないだろう？　だってそれをしている限りいつまでたっても処理能力は身につかないんだからね」

「そ、そうかな……あ」

「明あきくん！　本を読む前に書評を熟読するのかい!?　映画を見る前にパンフレットを舐なめ尽つくすのかい!?　世界を自分の目じゃなく、他人の目で見るのかい!?　なんてもったいない！　それじゃあ自分の感覚というものがなくなってしまうよ！」

「そ、そうだよ……ね」

「明くん明くん！　だからまずなにごとも最初に自分が試す！　そういう心意気を持とうじゃないかっ！」

「そ、そうだよ……ね」

「明くん明くん明くんっ！　さあ、ゆけいっ！　体当たりで！　本能のままに！　率先して！　今すぐに！　電でん光こう石せつ火かで！　恥じらいなんか捨てて着替えるんだっ！」

「そ、そうだよねっ！　明、行きまーすっ！」

　びしっ！　と敬礼して明が屏風びようぶの裏側へ消えていく。…………頭に浮かぶのは、洗せん脳のう完了、という言葉だ。

　しかも、社会に適合するための同好会のはずなのに、自分を貫き通せ、みたいなことを言っているわけで、頭に浮かぶのはもちろん、矛む盾じゆん、という言葉だ。

「明くん……、がんばれ」

　乃の花はなさんはぐっと手を握にぎる。

　その画えは、ぱっと見、後こう輩はいに親身になる熱い先せん輩ぱい、なのだが────。

「……なーんかうさんくさいのよね」

　倫りんさんの言葉に乃花さんの体が、ぎくうっ！　とばかりに揺ゆれた。

「アンタ、理り屈くつを後づけしただけで、単にコスプレ大会をして楽しみたいだけなんじゃないの？」

　さらに揺れた。眼鏡めがねがずれるほどに。

「なななななななにをばかな。そそそそそそんなわけがないだろうが」

「動どう揺ようを表おもてに出しすぎです。目も泳いでますし」

「そんなこったろうと思ったわ」

「乃花さんですもんね」

「…………なにか言いたいことでもあるのかい？」

「いえ、俺おれも嫌きらいではないです」

「話がわかるな寿ことぶきくん」

　差し出された手を握にぎり返し、硬かたい握あく手しゆ。

「最低！　アンタら最低ね！」

　返す言葉もございません。




「どう……かなあ」

　着替えた明あきがこちらをうかがうように出てくる。

「これなら、いつでも恥はずかしがらずに、堂々といられる気がするんだけど……」

　鼓こ動どうがめちゃくちゃに速くなった。気が遠くなった。頭が真っ白になった。死ぬかと思った。

　可愛かわいいからとかじゃない。そんなレベルの話ではない。

　上半身は大きめな深ふか緑みどりの小こ汚ぎたない服、下半身はぶかぶかのジーンズ、顔にはホッケーマスク、手には斧おの。

　明は殺さつ人じん鬼きジェイソンの格好をしていた。

「即刻やり直したまえ！」

　乃の花はなさんは殺人鬼すら上回る剣けん幕まくだ。

「ええ～？　だめなの？」

　ジェイソンが可愛く口元に手を当てておろおろとする。

「だめだ！」

「俺おれもだめだと思う！」

「さすがにアタシもどうかと思うわ！」

「そ、そんなみんなで言わなくても……。わ、わかったよぉ。やり直すよぉ」

　ジェイソンが屏風びようぶの裏うらへ戻っていく。その寂さびしげな背中を見送りながら、俺と乃花さんは額ひたいの汗あせをぬぐう。

「…………予想は超えていましたが、期待を裏切られましたね」

「まったくだ。心のチン[image: ]、通称ココチンが萎なえた。ＨＡＨＡＨＡ！」

「なにその愉ゆ快かいそうな笑い!?　大体その通称どこで使われてんのよ!?」




　再び、着替えた明が現れた。

「お、お待たせしましたぁ──……」

　はにかみながら落ち着かなげにぺたぺたと服を触さわっている。

「あの、これなら、落ち着いてて、てきぱきできて、しっかりしてて、しかも優しい気持ちになれるかなあって……」

「あら、可愛かわいらしいじゃないの」

　白衣の天使。明は一般的にそう呼ばれる格好をしている。

　ただし、作業着としては不ふ都つ合ごう極まりないスカート丈たけで作られており、夜、病室に来て『眠ねむれないんですか？　……しかたないですねぇ。ぐっすり眠れるようにお手当てしますよ』とかなんとか言い出しても不自然じゃない妄もう想そうカスタマイズが施ほどこされているナース服だけど。

「そ、そうかな。似合わないかなと思ったけど、あたしのサイズがあったから着てみちゃった」

　俺おれと乃の花はなさんは一声も発することなく、明あきを凝ぎよう視ししている。

「あ、あの、どしたの？　似合わない？　笑ってもいいよ？」

「明くん」

「な、なに？」

「きみ、なかなかの脚線美だね」

「な、な、な、なにそれっ!?　からかわないでえぇぇっ！　そんならいっそ笑ってえぇぇっ！　いたたまれないようっ……！」

[image: ]

「乃花さん、やめてください。褒ほめ言葉のつもりでもセクハラです」

「なんだい寿ことぶきくん。私は、こういうナースなら大歓かん迎げいだよ。きみだって同じようなことを思っていただろう？」

「一秒間あたり三回ほど思ってました」

「高こう頻ひん度どすぎるよっ!?」

　それどころか、今すぐこのナースと、ときめき病びよう棟とう二十四時を繰くり広げたいと思ってました、と心ひそかに告白。

「ば、ば、ばかじゃないのっ!?　次、藍人あいとね！」

「え？　俺おれも？」

「いいの！　着替えるの！」

　俺は明あきに背中を押され、屏風びようぶの裏うら側がわに押し込まれた。




「これが俺に必要だと思いました」

　着るべき服はすぐに決まった。ラックにかけられた衣装のほうから俺の目に飛び込んできた。だから手早く着替えて、表おもてに出た。

「そうだろうね」

「納なつ得とくするしかないわ」

「うん。ベストチョイスだね」

　予想通りの大だい絶ぜつ賛さんだ。

　これを着ている人は俺のできないことをしている。いつもにこにこしている。人を不快にさせないようにしている。サービス精神に満ち溢あふれている。

　そう、俺の着ているのは、有名なファストフード店の男性クルーの制服だ。

「なんとなくですが、笑わないといけないような気になりますね」

「気になってるだけで、アンタえっらい無表情のままだけどね。なにあの無ぶ愛あい想そな店員ってクレーム発生するくらい」

「じゃあシミュレーションのひとつもやってみようか。寿ことぶきくん」

「はい？」

「────一いつ緒しよに、笑顔、こぼそうよ！」

　なんだその絶ぜつ妙みようにイラつく標語。サムズアップと輝く白い歯がいっそう腹立たしさを増ぞう幅ふくさせる。

　乃の花はなさんが手を後ろに組んでぴょこぴょこ俺に近付いてきた。

「お兄にいさん、スマイルひとつくーださい」

　俺の顔をのぞき込んで茶ちや目めっ気けたっぷりに乃花さんが言う。

「……はあ……」

「どしたの、藍人あいと。ため息なんかついて」

　明が俺の顔をのぞき込んでくる。

「週五でバイトに入って、時給八百円以下で頑がん張ばってんのに、一日どんだけの客がこのこすりまくって擦すり切れそうなセリフを罰ばつゲームだなんだとニヤニヤしながら言ってくるんだろうって考えたら、暗あん澹たんたる気持ちになっちゃって」

「なんかつらくなるからやめてよぉっ！」

「なんだあ、この店は？　スマイルも出せないってのか！」

「わあっ、急にガラ悪っ！」

「…………お客様、まことに申し訳ございませんが、スマイル、ただいま切らしております」

「ちょ、ちょ、ちょっと、なにこの寸劇っ!?」

「ちっ。じゃあ、ポテトでも貰もらおうかな！」

「続行!?」

「サイズはいかがいたしましょうか」

「お兄にいさんは、Ｓが好きかい？　Ｍが好きかい？　私はＳＭが好きだけどな！」

　いけない。世界一どうでもいい情報提てい供きようにごくごく軽いが明確な殺意が沸わいた。しかし相手は腐くさってもお客様だ。おくびにも出してはならない。やり過ごさなければならない。落ち着かなければならない。

　まったく世の中というのは理り不ふ尽じんだ。

「………………ははは」

「おいこら顔が笑ってないぞ！」

「そうですか、大変失礼しました」

「ばかにしてるのか！」

「いいえ、滅めつ相そうもない」

「ばかにしてるだろう！」

「や、やだあ……、ねえ、やめようよお……！」

　明あきが右手と左手それぞれに俺おれと乃の花はなさんの服の裾すそをつかんで訴えかけてくるが、その声は険悪な雰ふん囲い気きを打ち消すことはとてもできそうにない弱々しさだ。

「だ、だれかあ……！」

　泣きそうになりながら明が助けを呼ぶ。

　そしてどうやら世の中というものは捨てたもんじゃないらしい。

　少女のＳＯＳにはきちんとヒーローがやってくるのだから。

「────そこまでよ」

「誰だっ!?」

　乃花さんが、雑ざ魚こキャラとしてなら百点満点の反応をする。あなた、聞きなれた声でしょうに。

　ふふふ、という笑いとともに屏風びようぶの陰から現れたのは倫りんさんだ。

　身につけているのは警察官の制服。いつもつけている数珠じゆずは外されずにつけっぱなしという中ちゆう途と半はん端ぱさだが、倫さんはすっかり入り込んでいる。

「アタシの役目は市民の生活を守ることよ」

　ていうか、一人称とか変わんないんですね。せっかく格好いい制服なのに。

　ていうか、女顔だからぶっちゃけアイドルの一日所長さんみたいですけど。

　ていうか、一いつ瞬しゆん想像しちゃったんですが、女性の制服でも似合いそうです。

　ていうか、ずーっと文句つけてたのに、実は参加したかったんですね……。

　倫りんさんはすっと警けい棒ぼうを取り出す。

「ほーらほら、アンタ。店員に絡からむのはやめなさい」

　倫さんの持つ警棒は独自の意思を持つ器官であるかのようだ。乃の花はなさんの上半身を滑なめらかにすべり、たどり着いた乃花さんの頬ほおをぐいぐいと押しつぶす。

　屈くつ辱じよくに顔を歪ゆがめながらも、乃花さんは抵抗しない。

「くっ……！　国家権力め……！　なぜかその服を前にするといい子にならなきゃいけない気がするね……！」

　その気持ちはわかる。警察官の前にいくと、たとえなにも悪いことをしていなくても、ちょっとばかり萎い縮しゆくしてしまう感覚がある。

「服っていうのは着ている本人だけじゃなく、周囲にも影響を与えるわけだ……！　かくなる上は！」

　乃花さんが屏風びようぶの裏うらへと走りこむ。

　警察官に勝てる衣装に着替えるつもりだろうけど、一体なにに？

　答えを出す前に、素早く衣装チェンジした乃花さんが現れた。眼鏡めがねも外され、髪かみも結ゆい直されていた。

　なるほど、そう来るか──────。

　率直に言おう。

　痛い。

「ゴーストバスターマジカルラブリン参上！」

　乃花さんは声高らかにそう叫さけんだ。スポットライトを浴びんばかりに堂々としている。

　乃花さんが身につけているのは巫み女こさんの服を無理やり洋風アレンジしたような服だ。ぴらぴらしている短いスカート。派手な装飾のステッキ。先せん端たんについているおもちゃの宝石がきらきらくるくる安っぽい極ごく彩さい色しきの光を放っている。宝石の中央には梵ぼん字じっぽいものが浮かびあがっている。なんだこのむちゃくちゃな武器は。

「あっ、あれ、ラブリンだ！　保育園のとき見てた！　日曜朝！」

　明あきが叫ぶ。どうやら昔放映されていた女児向けアニメのキャラクターの衣装であるようだ。第三演劇部はコスプレ部と改名したほうがいいんじゃないだろうか。

「あなたのハートに愛・注入！　愛のパワーで昇イ天カせてあげる！」

　なんだその卑ひ猥わいな決め台詞ぜりふ。引くわ。

　乃花さんはステッキをくるくると回してビシっ！　と決めポーズをする。

　おそらく完かん璧ぺきなアクションなんだろう。奇き怪かいな衣装も着こなせているのだろう。しかしどう頑がん張ばってもこんなところに存在するには非現実的すぎて浮いている。

　そもそもゴーストバスターな魔ま法ほう少女ってなんなんだよ。どんな設定だよ。

「ふんっ！　これで警察と互ご角かくに戦えるぞ！」

　乃の花はなさんの中で警察のランク付けがどういうことになっているのか知りたい。

「アンタがゴーストバスター？　似合わないにもほどがあるわ！　笑わせんじゃないわよ！」

「自分のほうが似合うって？」

「そりゃ、アンタよりはね！」

　なんで争っているんだ、倫りんさん……。いや、まあ、似合いそうだけども。

「そこまで言うならくらってみるかい？　ラブラブ☆ハート☆レクイエムを」

「出せるもんなら出してごらんなさいな！」

　それはまずい。

　心配しているのは、ラブラブ☆ハート☆レクイエムが出されることじゃない。このままふたりがここで取っ組み合いをはじめてしまうことだ。怪け我がでもしたら、しゃれにならない。

「藍人あいと、止めなきゃっ！」

「そうだな」

　とはいうものの、どうしよう。

「…………おふたりともー。暴あばれたら棚たな倒しちゃってたりして下敷きになったりするかもしれませんよー。ここで死んだ第二、第三の生徒になっちゃいますよー」

　両手を口に添えて注意喚起してみた。乃花さんがちらりとこちらを見たが、すぐに視線を倫さんに戻してしまう。

「全然心に届いてないよっ、藍人っ！」

「こうなったらしょうがない。奥の手だ。明あき、自分のカバンと俺おれのカバンを持ってきてくれ」

「う、うんっ！　どうするの!?」

「帰る。放ったらかして帰る」

「ええっ!?　だめだよっ！　ていうか、服そのままで帰るの!?」

「いいの、おうち帰るぅ！」

「駄だ々だっ子こやってもだめ！」

「いや、見てなければこの後どうなっても、なかったことにできるかな、と」

　かくれんぼのとき、目をつぶって自ら世界を真っ暗にする。そうすることで外からは自分の姿は丸見えなのに隠かくれたつもりになる幼児理論を武装。

「もーっ、ふざけないでよっ！　藍人、そういうことできる人じゃないじゃん！」

　ずいぶんと買いかぶられているな、と思うものの、悪い気はしない。そんなことを言ってくれるのは明くらいなもんだし。

「明」

「なに？」

「ホント、いつもありがとな」

「なんでこのタイミングでっ!?　そんなこといいから止めようってばあ！」

「って言っても、ふたりともイッちゃってるしなあ。警察と魔ま法ほう少女に勝てる衣装で間に入る、とか？」

「それだあっ！」

「それかあ？」

　力強く肯こう定ていされたものの、俺おれ自身は半はん信しん半はん疑ぎだ。

「藍人あいと、さがそうっ！」

「お、おう」

　勢いに押し切られて衣装ラックの前まで行く。

　あれでもない、これでもない、とふたりで衣装をひっくりかえす。

　でも、どんなに一生懸けん命めいになってもそもそもなにをさがしているのかすらわかっていない。

　人生みたいだな！　と脳内で深めの突つっ込みをいれるくらいには集中力が途と切ぎれてきた。

　警察にも勝てるし魔法少女にも勝てる衣装ってなんなんだ。

　途と方ほうにくれかけたそのとき、俺の目にその衣装がうつった。

　──────これだ。

「明あき！」

「はいっ？　──────あっ！」

「これに着替えてくれ」

「…………うんっ！」




　警察と魔法少女は膠こう着ちやく状態が続いている。

　お互たがいにらみ合ったまま少しも動かない。

「所しよ詮せん魔法少女といえどもいち市民……。大人おとなしくなさい」

「そっちこそ。こっちはひとり孤独に戦うだけの力はあるんだ。逃げるなら今のうちだ」

　それぞれが不敵な笑みを浮かべている。それぞれが小さく息を吸い込む。

　そして、次の瞬しゆん間かん、それぞれが床ゆかを強く蹴けって、飛んだ。

「いざ、勝負っ！」

　ふたりが一気に間合いをつめる。

　ステッキと警けい棒ぼうが交わらんとした、まさにそのときだ。

「やめなさあーいっ！」

　一いつ喝かつする声が空気を切り裂さいた。

　その声の持ち主は、明だ。俺の指示した衣装を身につけている、明だ。

「いつまで遊んでるのっ！　五時までに帰ってきなさいって言ったでしょっ!?」

　それは警察に勝てる。それは魔ま法ほう少女に勝てる。それは大地である。それは海である。それは生命の源である。それは調和を愛する。それは平和を愛する。それは共生を愛する。

　万ばん物ぶつはそれからうまれ出でる。万物はそれへと返っていく。

　昔ながらの真っ白の割烹かつぽう着ぎ。パンチパーマ。振り上げた右手にはおたま。左手にはねぎが突つき出たカゴ。

　そう、それは、この世の中で最強の生き物────。

「お、お母かあさん！」

　その通り、母親だ。

　衣装はちょっと大きめだが、まごうことなき昭しよう和わの肝きもっ玉たま母ちゃんに明あきはなりきっている。

　倫りんさんと乃の花はなさんはたじろいでいる。

　その隙すきをついて、明はのけぞるほどに大きく息を吸い込んで──────。

「乃花あっ！　倫りん太た郎ろううっ！　いいかげんにしなさーいっ！」

　勝負は一いつ瞬しゆんだった。

　怒ど鳴なり声に気け圧おされて、瞳ひとみに正気を取り戻し、乃花さんも倫さんもその場にへなへなとへたりこんだのだ。

「……私は一体なにを……？」

「やだ、アタシったら、なんてバカなことをしてたのかしら……」

　ふたりとも床ゆかに手を着いて茫ぼう然ぜん自じ失しつ状態だ。乃花さんに至っては、なぜかその姿が透すけて見えるほどに影が薄うすくなっていた。俺おれは自分の目を疑って二、三度、ごしごしと目元を擦こすったほどだ。

　なんなんだこのカオスな茶番は、と思いつつも、俺は事態を収しゆう束そくさせた明をねぎらうことにする。

　明ははあはあと荒い息をついている。

「明。やったな」

「う……うんっ！」

　明は嬉うれしそうに顔をあげた。満面の笑みだ。瞳ひとみがきらきらとしている。

　ああ、可愛かわいいな。ご主人様に褒ほめられたマメシバみたいに直情的で可愛い。おばちゃんコスプレをしているにもかかわらず可愛い。

　あまりの可愛さに、つい、ふとしたいたずら心が芽め生ばえた。

「……ところでお母さん。今日きようの晩ばん御ご飯はんなんだろね？」

「えっ、なに？」

　俺がしかけた脈みやく絡らくのないままごとに明は困こん惑わくしてみせたが、俺はそのままごり押ししてみる。

「今日の、晩御飯」

「んー……。なんか食べたいものあるの？」

「カツオとかどうだろう」

「うえー……？　あたし、ちょっと苦手なんだよ」

「そうだったっけ？」

「うん。かたくって、生ぐさいから」

「え、でも食べられるんだろ？」

「うん、がんばればね、食べられるよ」

「そうか……」

「わあっ、藍人あいとっ、鼻血？」

「いや、大だい丈じよう夫ぶ、気にするな」

　明あきが頑がん張ばってカツオを食べるところを想像してしまいました、などと言えるはずもなく、俺おれはそっと片手で鼻の下を覆おおった。

「まあ、なんていうか、…………本当に世界ってちょっとしたことで変わるもんだな」

「う、うん。そうだよねっ！　あたしこの服着たら、乃の花はなさん先せん輩ぱいと、倫りんさん先輩を叱しかりつける気力がわいてきたもんっ！　ちょっと積極的になれたかもしれないよ！」

　そのまっすぐさに俺はなんだか自分が申し訳なくなる。せめて、せめてせめて、気のせいだと思うよ、と口に出すのはやめておこう。

　いまだに起き上がって来ない倫さんと乃花さんを背に、俺はそう心に誓ちかった。




　後ご日じつ談だんとして、この件でわずかなりとも自分に自信をつけた明が、クラスメイトに気軽に話しかけられるようになった。

　──────などという都合のいい話があったらいいなあ。






　まくあい【お気軽にお立ち寄りください】







「コーヒーをいれたよ。飲みながらでも気楽に聞いてくれたまえ。会話が途と切ぎれたときのネタについてだ。ま、信しん憑ぴよう性はまったくないんだけどね。話半分で頼むよ。ではいこう。人間をいろんな方法で二種類にわけることに固こ執しつしたものたちの集まりである『白黒同好会』の『各種二分法レポート』からの引いん用ようだ。寿ことぶきくん、準備はいいかい？　いくよ」

「……って、アンタ、なにやってんのよ。いきなり寿の顎あごなんかつかんで」

「そうですよ。なんなんですか。乃の花はなさんの手、冷たいからびっくりします」

「『顎をつかまれたとき、振り払はらうのがＳ、そのままにしておくのがＭ』だそうだ」

「なんでよりによってそれを試そうと思ったのよ!?」

「寿くんは、振り払わなかった。されるがままだった。つまりきみはＭなんだね」

「まあ、この同好会においては俺おれだけでなくみんな乃花さんに虐しいたげられてはいますよね」

「確かにそうよね。腹立つわねえ」

「さてね。おや？　明あきくん。コーヒーに全然口をつけてくれていないね」

「う、あ、熱い……、から。あたし、ね、猫ねこ舌じたっ」

「ばれるうそをつくなってば。実は、明、苦手なんですよ、コーヒー」

「そうなのかい。悪かったね。でもせっかくだし、ちょっと挑ちよう戦せんしてみないかい？」

「えっ、うそやだっ、や……っ」

「ほーら、明くん。口を大ーきくあけて」

「飲めなっ……、苦いのやだあっ……。あっついよ、にがい、よぉ……」

「落ち着いて。大だい丈じよう夫ぶだよ」

「ん、うぅんー、ふぁ、ア、やっ……。あ、…………飲っ……んじゃった……？」

「ほら、飲めた飲めた。はいよくできました」

「ううう……、口ん中、変な感じ……」

「…………乃花さんは、テストするまでもなくＳですよね」

「そうかい？」

「でも今のは正直ちょっと俺もやりたかったです」

「あ、藍人あいとのばかっ！　いじめっこ！　さ、さでぃすとー！」

「じゃあ結局寿くんはどっちなんだろうね。Ｓなのか、Ｍなのか」

「どうでしょうね。人間というのは多面的なものじゃないですか。一いち概がいにはなんとも」

「なるほど、いい教訓だ。実に有意義な時間だったね」

「だから、どこがよ!?」






　そのご【こんなの初めてです】







　その日、部室のドアが開いた瞬しゆん間かん、ひとりでうだうだしていた俺おれは、ずるりと頬ほお杖づえを滑すべらせた。

「ど、どうした？」

　明あきがその黒目がちな目いっぱいに涙なみだを溜ためていたからだ。明の制服がびしょぬれだったからだ。

　ぽたり、と先にしずくを落としたのは、制服のほうだったけど。

「うう……。バケツ、転んだー！」

　言葉足らずに訴えられる。

　察するに、ここに来る途と中ちゆう、掃そう除じ当番がほったらかしでもしたバケツにつまずいて、中の水をぶちまけて、その上に転んでしまった、というところだろう。

　明はぐしゅぐしゅとなんとか泣くのをこらえながら、水を含んだ制服のすそを絞しぼるように握にぎりしめる。ちらりとのぞいた腹の白さがやたらに目にまぶしくて、しかもぷにりと柔やわらかそうで、ちょっとめまいがした。いかんいかん。

「…………え、えーと、明。怪け我がは？」

「ないよ！」

「着替えは？」

「それもないんだよおー！」

「借りるか？」

　俺は第三演劇部の衣装ラックがあるあたりを指差す。

「うーん……。濡ぬれっぱなしはやだけど……」

「メイドとかナースが気に入らないなら、浴衣ゆかたとか喪も服ふくとかあったぞ」

「やだよっ！　藍人あいとの好みなの、それ!?　なんか巫み女こさんとかシスターとかより一周まわってマニアックだよ！」

「気に入らないのか？　じゃあ、猫ねこ耳みみが置いてあったの見たから、それを身につけるっていうのは？」

「うん、それ、服は濡れっぱなしだよね！」

「ちょっと待てよ。明にはうさぎの耳のほうが似合いそうな気もするな。いや、でもなー、お前基本犬顔だしなー。やっぱり犬耳かな？」

「そんなもん悩まなくてもいいよ！　なんでまともな服がないの、ここ!?」

「いっそ服脱ぬいで乾かわくまで裸はだかでいればいいじゃん。俺はお前の裸が見たい」

　あ、やばい。ノリで心の声をぽろっと漏もらしてしまった。

　明あきの顔がみるみるうちに赤く染まる。

「ばっ……、ばかっ！　藍人あいとのばかばかっ！　わいせつっ！　はれんちっ！　真ま面じ目めな顔してからかうなあっ！」

　明は腕うでをぎゅーっと寄せて、少ししかない胸を隠かくし、耳や首まで赤くして罵ののしってくる。

　無表情はいつものことだが、今のは、からかったわけじゃなく、本心から真ま面じ目めに言ったんだよ。

　などと、脳内で言い訳にもならない言い訳をしていたら、ふいに、くしゅん、と明が小さくくしゃみをした。

「風か邪ぜひくぞ」

「んうー……」

「しょうがないな。じゃあ、これ着とけば」

「えっ？」

　俺おれは自分のカバンから体操着を取り出した。

　胸に俺の苗みよう字じが刺し繍しゆうされている白のライン入りの青い長なが袖そで長ズボン。実にオーソドックスな学校指定のジャージだ。今日きようの体育はグラウンドで行われたけど、幸い、あまり汚よごれてはいない。

「い、いいの？　借りちゃって」

　いいに決まってるだろう。こっちは『彼氏のワイシャツ』状態をぜひ見たいんです。

　と、伝えたら積極的に拒きよ絶ぜつされそうなので、前半部分だけを口に出した。

「ありがとっ」

「おー」

　明は屏風びようぶの裏うらへ着替えに行く。

　それと入れ違いに、入り口のドアがノックされた。

「はい、どうぞ」

　入ってきたのは予想だにしない人物だった。なんなら学校の中で一番この場に似つかわしくない人だった。

　今からパーティにでも出席するのかと思うほど派手な白いバギースーツを着た中年だ。映画の中のイタリアンマフィアのような官能的かつスタイリッシュな伊だ達て男おとこだ。

　うちの学校の校長だ。増ます尾お校長。

　校長の苗字まで覚えているのは、始業式の新入生への挨あい拶さつで『国民的アニメで有名な彼の名前が僕ぼくの苗字です。ちなみに僕も婿むこ養よう子しなんだ』と見た目に反してえらくフランクな自己紹しよう介かいをしていたからだ。ちょっと変わった人だと思った。

「やあ、ボーイ」

　校長は陽気に手をあげた。

「ど、……どうも」

「どうしたんだい、ぱっとしない顔をして」

　俺おれが無表情なのは認めるが、失礼な人だ。

「憂ゆう鬱うつなのかい。ホルモンバランスが崩くずれたんじゃないかい？」

　悩みでもあるのかい？　という質問じゃないあたり、やっぱり変わった人だ。

「そういえば知っているかい。女性の一生の間に作られる女性ホルモンの量は、ティースプーン一いつ杯ぱい分なんだって。そんな少ない量であんなに丸みを帯びて美しい体を作っているなんて、女性ってのは素す晴ばらしいね」

　…………なんかこの人、乃の花はなさんに似てるな。

　校長は艶えん笑しよう話ばなしが好きな女好きだ、と噂うわさで聞いたことがあったが、それでも面めんくらいっぱなしだ。

「……あの」

「なんだい？」

「なんの用ですか？」

「各部活動、同好会の現状活動状況を確認してまわってるんだよ」

「それ、校長の仕事なんですか？」

「いやあ、担たん当とうの先生が大変そうだったからね。手伝ってあげようと思ってね」

　おそらく担当の先生が女教師なんだろうな、と思った。

「会長の大和やまと倫りん太た郎ろうくんはいるかな？」

「え？　会長？」

「なんだい。そう届け出されているよ」

「……ああ、そうなんですか……」

　ずっと乃花さんが会長だと思っていた。なんなんだろう、あの人。責任は倫さんにぶん投げたってことだろうか。だとしたら最低だなあ。

「おやおや。会長が誰かも知らないなんて、本当に活動してるのかい？」

　校長が疑いの目を向けてくる。

「してますよ。ちゃんとここを部室として使ってますし」

「ここを、ね。本当にいいことだよ」

　校長が抱だかれてもいいレベルで優しげな笑みを浮かべた。

「…………どういうことです？」

「ここを使えるようになって良かったなってことさ」

「いや、だから、どういうことです？」

「あれ、きみ、知らないのかい？　去年の一時期ね、開あかずの間まだったんだよ、ここ」

「え」

「まあ、開かずの間といっても開けられたんだけどね。でも、鍵かぎを開けておいても気付いたら閉まっているんだ。スペアキーなんかないし、職員室から鍵かぎは持ち出されてもない。いつもいつの間にか中から施せ錠じようされているんだが、開あけても誰もいないんだ」

「なんか呪のろいちっくな話ですね……」

　普通に怖こわい。ここで昨さく年ねん生徒が自殺しているわけだし。

「呪い？」

「ここ、生徒が自殺した場所でしょう？」

「おやおや。そんな話があるのかい。そういう無責任なことを口に出さないでおくれよ。頭の中でなら、なにを考えても自由だけどさ」

　たしなめられてしまった。まあ確かに校長の立場からすると面おも白しろおかしく呪いだなんだと言われるのは迷めい惑わくだろう。

「……すみませんでした」

「それに、ここだけの話、その生徒って私のよく知ってる子だしさ。あんまりいい気持ちじゃないなあ」

「そうなんですか？」

　担たん任にんとかならまだしも、校長が一生徒のことをよく知っているなんて、違和感がある。

「もしかして、その生徒って女生徒なんですか？」

「そうだけど？」

　女好きの校長が一女生徒と懇こん意いにしていた、ということは、まさか、校長。

「……その女生徒とただならぬ関係だったとか……？」

「ち、違う、違う！」

　独り言レベルの大きさのつぶやきだったのに、校長の耳はしっかりと俺おれの言葉を拾ったようだ。本当になんかやましいことでもあるのかい、という勢いで突つっ込んできた。

「きみ、なにを考えているんだ」

「お巡まわりさん、こっちでーす、みたいな……」

「私が生徒に手を出すわけないだろう！　まったく……。その子はね、私の実の娘むすめだったんだよ」

　────増ます尾お校長の娘？

「す、すみませんでした」

「いやいや、大だい丈じよう夫ぶだよ。でも、私の前であまりその話をしないでおくれよ」

　まるで話を耳にしなければその事実がなくなるとでも言いたげな口ぶりだ。表面上の口く調ちようはあくまで優しいのだけれど、触ふれてほしい話題ではないという意思は痛いくらいに伝わってくる。

　軽い気持ちで話していたつもりが、気がついたらバックホーでがっつり墓ぼ穴けつを掘ってしまった。どうにも気まずいので「そうはいっても」と言葉を足す。

「今はここ、開かずの間まじゃないじゃないですか」

「ああ」

「なんでですか」

「なんだい。それも知らないのかい。大和やまとくんが開あけたんだよ」

「倫りんさんが？」

「大和くんが入るときだけはいつでも鍵かぎが開いている状態になってね」

　…………なにものなんだ、倫さんは。

　でも、そうか、だ。なるほど、だ。ここを部室として使っているわけにこれで合が点てんがいく。そもそも正式な部活でもない一同好会が部室を得られているのが不思議だったわけだけど、おそらく、倫さんが開かずの間まを開放したという実績（？）を持っていたから使用許可が降りたんだろう。

「うーん……。どうしようかなあ。待ってても時間の無む駄だだねえ」

　いかにも困ったふうに言ってるが、俺おれが女生徒だったら嬉き々きとして延々無む駄だ話ばなしに興じてたんだろうなあこの人。

「倫さん、すぐ来ると思いますけど。なんだったら校長先生が探していたことを伝えてあとで校長室に行くように言いましょうか？」

「そうだね。そうしよう。それがいい。それで頼むよ」

　校長は強ごう引いんに俺の手を握にぎって振り回す。

「それじゃあね、ボーイ」

　ちゃき、と指二本を額ひたいに構え、ウインクを寄よ越こしてから校長は出て行った。

　やっぱり変わった人だなあ……。

　しみじみと噛かみしめていると、「…………もういい？」と、明あきの声がした。

「…………出るタイミング失っちゃってたよぉ……」

　足音が近付いてくる。

　顔をあげた。ははは、と声が出た。

「わ、笑うなー！」

　無理だ、面おも白しろいんだもん。まあ俺のことだから顔は笑えてないんだろうけど。

　明は屏風びようぶの前に立って、幽ゆう霊れいのように手を曲げて、むー、とつまらなそうにしている。

　小こ柄がらな明は、俺との身長差は実に十五センチほど。一いつ緒しよに歩いていて、そちら妹さん？　と言われたこともあるくらいだ。なのに、その明が、俺が着ても余よ裕ゆうがある体操着を着ているもんだから、そりゃもう、幼い子供のようになっている。

　ズボンの裾すそはいくつか折り返され、上着のほうは、指先が見えていない。

　彼氏のワイシャツを通り越して、お父とうさんのパジャマだ。下心なんかより、親心的なものが刺し激げきされてしまう。

「……藍人あいと、おっきいね」

「そうか？」

「むかつくなー。ひとりですくすく成長しおってー」

　違う、俺おれはあくまで標準サイズだ。

「明あき、俺の思い違いだったら悪いけどさ」

　俺は立ち上がって明の隣となりに行き、深刻に聞こえるよう声色を作る。口に手を添えて、明の耳に近付く。

「え、な、なに？」

「…………俺が成長したんじゃなくて、お前が、ちびっこなんだよ」

「うるさいなー！」

　しゃきーん！　とハリネズミのようにあげた腕うでを明はぶんぶん回す。俺は体を引いて避さける。明は胸が小さいことより、背が小さいことを気にしているのだ。
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　怒おこっていた明が、腕を振り回している途と中ちゆうでふとなにかに気がついたみたいに真剣な顔になった。腕を下ろし、ジャージの袖そで口ぐちをくんくんと嗅かいでいる。

「……どうした？　くさかったか？」

「んーん」

　ぷるぷると首を振る。

「なんか、藍人あいとの匂においがするなーと思って」

　へにょ、と笑いかけられた。

　え。なにこれ。なにこの可愛かわいい生き物。

「……なんだよ。どういう匂においだよ」

「えー……。だからぁ、藍人あいとの匂い」

「わかんねえよ」

「わかれよおー！」

　軽いパンチを肩かたに数発いれられる。もちろん痛くはない。ていうかどんだけ可愛いんだよ。ふざけんなよ。

　可愛すぎてだんだん腹が立ってくるというよくわからん感情を蹴け散ちらそうと、俺は話を逸そらすことにした。

「しかしお前は、本っ当に昔っからよくすっ転ころぶよなあ」

「そんなん言われてもさ、転びたくて転んでるわけじゃないよ」

「歩くためにある足に、歩くのをじゃまされてるよな。別に長いわけじゃないのにな」

「わかってるけど、わざわざ言わなくてもいいじゃん！」

「遠足で遭そう難なんしかけたこともあったしなあ」

「あのときはっ、…………ごめん…………」

　ちゃんとそのときのことを覚えているうえで、反論はないらしい。

　そりゃもう事実だからだ。

　小学生の頃の話だ。まだ低学年だった。山登りをしていた。列の一番後ろで明あきがすっ転んだ。起き上がらせていたら、いつの間にか班のメンバーから置き去りにされていた。急いで班のみんなを追いかけた。明の近道しよう、という提案に乗った。迷った。

　今なら落ち着いて来た道を引き返したりできるのだろうが、そのときは山が巨きよ大だい迷めい路ろのように思えたし、またタイミングよく雲が太陽を隠かくし、影が俺おれたちを覆おおってきた。

　あんたたち、見捨てられてますよー、と大自然が全力で伝えてきていたのだ。

　だから教師がさがしに来るまでの一時間、ふたりで身を寄せ合っていた。

　俺は内心の不安を隠して、わんわん泣く明の手をずっと握にぎっていた。

　大だい丈じよう夫ぶ大丈夫、と言いながら、実際俺は風が葉を撫なでるたびにひたすらびくびくしていた。

　頭の中にあったのは、明を守らなきゃ、という一点だ。

「でも、あたし、あんとき藍人一いつ緒しよで良かったよ。心強かった」

　くふふ、と明が口元に手を当てる。

「そうなのか？」

「だって、藍人、平然としてんだもん。その能面ヅラでいてくれて助かったよ」

「おい、なにいじってんだ、俺の顔を」

「あははははー」

「ていうか、めちゃめちゃ怖こわかったって、俺おれ。はったりだよ、はったり」

「うん、知ってるよ」

「え？」

「藍人あいともちょっと震ふるえてたもんね」

「だったら心強いことないだろ」

「でも、絶対あたしのこと守ってくれるって信じてたもん。なんかね、安心して泣いちゃったんだよね」

「…………ふうん」

「あたしね、他ほかにもいっぱいあるよ。藍人がいて良かったなーってこと」

「…………へえ」

　俺の返事が素そっ気けないのは照れているからだ。

「……そんなん言うなら、俺だって、お前が一いつ緒しよで良かったってこと結構あったけどな」

　明あきはよく俺のことで俺以上に泣いたり怒おこったりしていた。

　サッカー部の試合で負けて先せん輩ぱいに八つ当たりぎみに殴なぐられて帰ってきたときのことなんて、記き憶おくに新しい。

　漫まん画がを借りに俺の部屋に来た明は、俺の腫はれた頬ほおを見てぎょっとして、どうしたのそれ、と詰つめ寄ってきて、俺はなんでもない、と答え、何度もそれを繰くり返した。最終的に面めん倒どうくさくなって、俺は先輩に殴られた、と白状した。俺は一生懸けん命めいやってないから負けても悔くやしくないんだってさ、と。

　明は声をあげて泣いた。余よ裕ゆうがなかった俺は、なんでお前が泣くんだよ、と突つき放すように言ってしまったわけだけど。

　明は俺のそんな態度を責めることもなく、しゃくりあげながら言った。

『だって……、藍人あいと……、朝、すごい、早起きとかっ……、して、さぁ、が、がんばっ、……頑がん張ばってたじゃん、走ったり、とかさー……、く、悔しくないわけ、ないじゃん、あたしっ、見てたもんっ……、知ってるもん、藍人、頑張ってたよー……！』

　このとき、俺だって本当は泣きたかった。だけどできなかった。

　無表情とはいえ別に涙なみだくらいは出る。物理的にじゃなくて、精神的にできなかったということだ。

　強がっていたのだ。なんでもないことだと格好つけていたのだ。

　それを明が代わりにやってくれた。

　涙なみだと鼻水と涎よだれでぐっちゃぐちゃな明の顔は今でもしっかり脳のう裏りに焼きついている。

　お世せ辞じにもきれいだとも可愛かわいいとも言えない状態だった。むしろ汚きたなかった。だけど、ああ、ちゃんと見てくれてたんだ、俺のためにこんなんなってくれてんだ、と俺はもうどうしようもなく苦しくなった。

　今思い出してみても、心臓が痛いような、胸きよう郭かくがきしむような気分になる。

　明あきは優しい。言語化するといかにも陳ちん腐ぷだが、陳腐だからってなにが悪い。

　ごく自然になんのためらいもなく人のために泣ける。俺おれは明のそういうところが本当に好きだ。………………全っ然伝わらないけども。

「お前がいてくれて、なんか、まあ、結構、いろいろと嬉うれしくなったりとかあったよ」

「ほんとかよぉー」

「うん。お前の感情爆ばく発はつ顔のおかげで」

「ちょっとー、なにいじってんだあー、あたしの顔をー！」

「いや、本当に」

「そ、そっか」

「うん」

「…………そか」

「……そうだよ」

「そうなんだ」

「そうだって」

　なんだこの不毛なやりとりは。ちょっとどころじゃなくこっ恥ぱずかしくなってくる。明も同じ気持ちだったのか、頬ほおがうっすらと桃もも色いろになっている。

「な、なんか照れますなー！」

　照れ隠かくしなのか明は頭の後ろに手をやってのけぞり、大げさにあははーと笑う。

「わ、わ、わ……！」

　明は勢いあまって後ろに倒れそうになる。バランスを取ろうとばたばたしている明の両手を俺の両手で支えてやる。

　わざとらしく大きめにため息をついてやる。

「…………お前は、本っ当に、よく、すっ転ころぶ、な？」

「うう……。めんぼくない……」

　俺はなんとなく手を離さずにいる。柔やわらかいなあ。

「…………あ、藍人あいと？」

　明が怪け訝げんそうに顔をあげる。

　視線が、絡からみ合う。

　そして────────。




「やあ」




　明と俺との間に乃の花はなさんが現れた。

「わあっ！」

　明あきが反射的に飛び退すさる。

「……いつの間に入ってきたんですか」

　まったく気配がなかった。

「──寿ことぶきくん。きみがこの高校へ来るまでの通学路に薬局はいくつある？」

「はい？　なんですか？」

「いくつあるか答えたまえよ」

「知りませんよ、そんなの」

「そういうことだよ」

「どういうことです」

「探してないものは見つけられないということだよ」

　乃の花はなさんは胸に拳こぶしを二、三度、とんとんと軽く打ちつける。

「花屋でもいい。銀行でもいい。毎日通る道で、毎日目にしているものがある。にもかかわらず、あるかどうかもわからない。いくら視界に入っていても、自分が意識しない限りそれはないのと同じことになってしまうんだよ」

　これは、つまり、えらく遠回しに文句を言われているのだろうか。私に気付かなかったのはお前らがお互たがいのことだけしか見てなかったからだ、いちゃいちゃしてんじゃねえよ、と。

　しかし、乃花さんはにっこりと微ほほ笑えんでいる。上じよう機き嫌げんに見える。

　────はて。乃花さんのことだから激しく怒おこりそうなもんなのに。

「さあ、きみたち」

　乃花さんは笑みを深くする。

「きみたちにはこれから『拷ごう問もん研究会』のノウハウを利用してみようと思うよ」

「にゃ────────────っ!?」

「すみませんでした、勘かん弁べんしてください」

　…………めちゃくちゃ怒っていた。

「許すわけないだろう。神聖なる部室でいかがわしいことをしようとしていたくせに」

「い、いか…………っ!?」

「してないですよ。手を握にぎってただけじゃないですか」

　ほらこんなふうに、と、俺おれは身の潔けつ白ぱくを証明するために乃花さんの手を取った。

　乃花さんの動きが一いつ瞬しゆん止まった。

「ばっ、…………ばかか、きみはっ」

　途と端たんに乃花さんの全身が朱しゆに染まった。触ふれたら火傷やけどしそうなくらいに赤い。実のところは触れている部分は冷え性なのかなんなのか冷たいんだけど。

「き、気安く、こ、こ、こういうことをするんじゃないっ」

　乃の花はなさんは勢いよく俺おれの手を振り払はらう。明あきですらきょとんとしてしまうほどの剣けん幕まくだ。

　俺、乃花さんと握あく手しゆしたこともあるじゃないですか。本当に攻せめられるのは苦手なんですね。という感想を口に出す前に、乃花さんが叫さけんだ。

「ご、拷ごう問もんだ、拷問────────っ！　拷問してやるっ！」







　この後なにがあったかなんて、誰にも言いたくはないし、思い出したくもない。






　まくあい【今日は一段とお美しい】







「もうひとつ、『白黒同好会』の『各種二分法レポート』からの引いん用ようだ。倫りん。準備はいいかい？」

「なによ、今度はアタシ？　変なこと聞く気じゃないでしょうね？」

「倫。フロントホックブラってなんだか知ってるかい？」

「……変なことだよっ!?」

「アンタねえ、下着の話をなんでそう堂々とするんじゃないわよ！」

「そうですよ。俺おれもいるんですし」

「いいから、答えたまえよ」

「なんなのよ、もう……。前でホックをとめるやつでしょ？」

「なるほど。倫、きみは女性だね」

「なんでよ！」

「フロントホックブラを、前で『とめる』というのが女性」

「はあ」

「前で『はずす』というのが男性なんだとさ」

「なによそれ。適当すぎるでしょ!?」

「男性がブラジャーを目の前にしたときのシチュエーションでのアクションを考えてごらん」

「…………まあ、そうですね。俺は、必然的に、はずす、という表現になりますかね」

「うわーんっ！　藍人あいとっ、その手つきやめてよおっ！」

「本当よ、アンタ、リアルなシミュレーションしてんじゃないわよ！」

「まあまあ落ち着きたまえ。というわけで倫は実は女性という可能性もでてきたわけだが」

「そんなことあるわけないでしょ！」

「顔的には違和感はないですけど、股こ間かん蹴けられたときめちゃくちゃ痛がってましたよね」

「わからんぞ。あのときはちょうどそこにデキモノでもあったのかもしれない」

「なわけないでしょっ!?」

「むきになるのがあやしいな。脱ぬいでみたまえよ」

「やあよっ！」

「ますますあやしいな」

「でも、可能性は可能性のままのほうがいろいろ楽しめるんじゃないですか」

「それもそうだ。まるで今、この青春時代のように、ね。きみたちには無限の可能性がある」

「なんか無理やり素敵な教訓っぽくした───!?」

「もう突つっ込むのも面めん倒どうなのよ！　実りのない時間だこと！」






　そのろく【あなたには嘘がつけません】







　血液型占うらないの話題になったとき、当たる当たらない、信じる信じないなんていうのは実はどうでもいい。重要なのは相手から自分へ、婉えん曲きよく的なダメだしをされている可能性があるということだ。

　お前Ａ型っぽいなと言われたら、『なんでそんなにも神経質なんだよ』だ。

　お前Ｂ型っぽいなと言われたら、『マイペースすぎるんだよ、お前は』だ。

　お前Ｏ型っぽいなと言われたら、『細かいとこまでちゃんとしやがれ』だ。

　お前ＡＢ型っぽいなと言われたら、『なに考えてんだかわかんねえよ』だ。

　俺おれは他人からはよくＡＢ型っぽいと言われる。

　これはまあ、納なつ得とくする。俺の顔のせいだからだ。実際には俺は自分の血液型を知らないが。

　兄弟順をたずねられたときにも同じようなことがいえると思う。

　長子なの？　なら『おかたいなあ』だ。

　中間子なの？　なら『調子いいなあ』だ。

　末っ子なの？　なら『甘あまえん坊ぼうだなあ』だ。

　一人っ子なの？　なら『わがままだなあ』だ。

　俺は他人からはよく一人っ子っぽいと言われる。

　これはあまり納得できない。でもこれも俺の顔のせいだと思う。周囲の人間は、俺からわがままな印象を受けているわけではなく、単に俺が兄弟姉妹と仲良く遊んでいるところを想像できないんだろう。多分。

　実際には俺には妹が一人いる。

　この春から小学三年生、七つ下の妹だ。

　日曜日、俺は朝食後にリビングのソファでぼんやりとテレビを見ていた。

　妹は十時近くになってようやく起きてきた。

　階段を下りてくる音、ドアをあける音、に続いて、つまずいてこける音がしたので、俺はドアのほうへと目をやった。

　くまが死んだ振りをしていた。もとい、くまのきぐるみのパジャマを着た妹がうつぶせになって倒れていた。

「…………大だい丈じよう夫ぶか？　平へい和わ」

　俺が藍人あいとで、妹が平和。つなげてみるとちょっとお寒い。あいとへいわ。ラブアンドピース。

　平和がむくりと顔をあげた。打ち付けたんだろう額ひたいや鼻の頭が赤くなっている。けれど泣き出しそうな様子もない。平和はゆっくりと口を開く。

「……屁へも出ない」

「大変だなあ。腸ちよう閉へい塞そくか？」

「う？　……あ、屁へでもない、かな」

「強がってないか？」

「…………じつは痛い」

「痛い音したもんなあ」

「ひじょうに痛い」

「非常に痛い音したもんなあ」

「でもけがはしてない。だいじょうぶ」

「そりゃ良かった」

「うん。よかった」

　平へい和わはもそもそと立ち上がり、キッチンに行って冷蔵庫をあける。

　パックの牛乳を取り出して、コップに牛乳を注ぐ。

「兄あに」

「なに？」

「おかあさんがいない」

「いないな」

「食べた？」

「食べてない」

「どうしてもおなかすいたら、おかあさん食べる？」

「平和。俺おれ、朝からそんな究極の選せん択たく話はちょっと……」

「どこ？」

「買い物。さっき出てったばっか。重いもん買うからって父とうさんも連れて」

「そか」

　平和はコップを両手で持ってこくこくと牛乳を飲みはじめた。

　俺が言うのも兄ばかはなはだしいが、平和は大変可愛かわいらしい。将来的にとんでもないべっぴんさんになるのは間違いない。

　茶ちや褐かつ色しよくの大きな瞳ひとみ。それをふちどる長いまつげ。透すき通るような肌はだ。肩かた口ぐちで切りそろえられている色素の薄うすいさらさらの髪かみ。……いや、まあ、今は寝起きでくしゃくしゃだし、おまけにくまの顔がついたフードなんかをかぶっているが。

　両親のいいところだけをうまく譲ゆずり受けたその容姿はまるで人形のようだ。

　…………悪い意味でも、本当に、人形のようなのだ。

　俺と平和は、顔はまったく似ていないが、雰ふん囲い気きはそっくりだと言われる。

　つまり平和も母親譲ゆずりで俺とお揃そろいの無表情の持ち主だということだ。

「あ」

　平へい和わが小さく声をあげた。

　牛乳を飲みこぼしたらしい。

　平和はコップをおいて、口の端はをぬぐったあと、自分の腹あたりを凝ぎよう視しした。牛乳で濡ぬれたパジャマの処しよ遇ぐうを考えているようだ。

　しばらくそのままでいた平和は、おもむろに、パジャマを脱ぬぎだした。

　くまをその場に脱ぎ捨てた平和がぽてぽてと俺おれの隣となりにやってくる。下着姿だ。子供っぽい綿めんのチェック柄がらのタンクトップとショーツ。そろそろ羞しゆう恥ち心しんというものを覚えてほしい。

　平和はソファに体育座りをする。人差し指で俺のわきばらをつんつんとつついてくる。
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「兄あに」

「なに？」

「だっぴをした」

「平和。いいことを教えよう」

「うん」

「くまは脱皮しない」

「なんと」

「ほんと」

「テレビで、見たことある。くまのぬけがらを」

「抜ぬけ殻がらって……。敷き皮とかじゃないかな」

「だっぴじゃないと？」

「うん。それより、パジャマ片付けて服着てこい。風か邪ぜひくから」

　会話している間も、俺おれと平へい和わはそろって無表情だ。俺の認識としてはほのぼのとしたやりとり、なのだが、他人が見たら「なんだこの殺さつ伐ばつとした兄妹きようだい関係は」と言うかもしれない。

　平和は着替えにいくのが面めん倒どうなのか、俺のお小こ言ごとを聞き流し、膝ひざを抱かかえたまま俺のほうに頭を向けてぽてりと横になった。

「兄あに」

「なに？」

「ヒトはだっぴしないよね？」

「しない」

「うん。わたし、したことない」

「俺も、したことない」

「できたらいいのに」

「脱だつ皮ぴを？」

「兄はしたくない？」

「考えたことがないなあ」

　きっと想像しているほど楽じゃない。脱皮するっていうのは実は大変な作業であると聞いたことがある。

　脱皮したばっかの体はヤワだから敵から襲おそわれやすい、とか。

　古い体からうまく抜け出せずに死んじゃうことだってある、とか。

「わたし、四回だっぴしたい」

「なんで四回？」

「抜けがらが四つできるゆえ」

「うん」

「抜けがらの顔のとこだけ、ちょんぎる」

「平和。俺、朝からそういう胃いにもたれる話はちょっと……」

「抜けがらで、キ・ド・アイ・ラクの表情をつくって、持ちはこぶ」

「あ、なるほど」

「ね？」

「喜き怒ど哀あい楽らく。そういうんなら俺もちょっと脱皮したいかも」

「ね」

　きっと平和も無表情のせいでいろいろと思うところがあるんだろう。

「そうしたら、女子から気取ってる、とか、お高くとまってる、とか言われない」

「そんなこと言われたのか……」

　よしよし、と俺おれは平へい和わの側頭部を撫なでる。小三といえど女子は女子。無表情であるだけならまだしも、なまじ顔が可愛かわいいだけにやっかまれたりもするんだろう。

「それが嫌いやだったゆえ」

「うん」

「鼻に楊よう枝じをさして、ドジョウすくいをしてみせた」

「……平へい和わ。それ、親しみやすさを通り越してやりすぎじゃないかな……」

「現在、クラス全員からそっと避さけられております」

「朝から悲しいお知らせだな……」

「時間が解決します」

「大人おとなだな……」

　撫でられている平和が猫ねこのようにごろごろと喉のどを鳴らす。

「でも、兄あに。わたしが思っていることってあまり伝わらない。どうせ誰にも伝わらないなら、透とう明めい人間だったら良かったのにと思う」

「寂さびしいこと言うなって。平和が見えなくなっちゃったら俺は嫌いやだよ」

「兄。兄は目に見えるものがすべてだと考えてる？」

「朝から哲てつ学がく的な話だな……」

「それこそ寂しい考え。目に見えるものがすべてじゃない」

「あれ？　なんで責められてるんだ、俺？」

　平和の怒いかりのポイントはよくわからない。けれど顔が怒おこっている。無表情だけど読み取れる。俺の特技だ。他人には多分できない。俺と平和が同じ悩みを抱かかえているからで、逆に、平和も俺の微び妙みような表情を読み取る。

「ときに兄」

　平和は頭頂部をぐりぐりと俺のふとももに押し付けてきた。

「……平和は落らく語ごみたいな話題展開をするなあ」

「兄は、今、明あきちゃんと、つきあってるの？」

　平和は明に懐なついている。明が平和のことを実の妹のように可愛がっているから当然だろう。『可愛いね、可愛いね、平へいちゃん、あたしの理想だよ……！』と明が呼吸荒く平和の髪かみをいじくって、人形遊びをしているようになっていたりするときもあるが。

　ともかく、平和には俺が明のことを好きだということがばれているわけだが、それにしたって、なぜ、このタイミングでそんな質問をしてきたのか、よくわからない。

「…………なんで？」

「兄。質問に質問で返すひとはもてない」

　やかましい。

「……つきあってるよ。なんとな、ちゅうまでしちゃったんだぞ。明あきの唇くちびる柔やわらかかったなー……」

　ちょっといらついたので、妹相手にくだらない見み栄えを張ってみた。

　平へい和わは仰あお向むけになって俺おれの目の奥を下からじいっと見てきた。

「兄あに」

「なに」

「どこまでが、兄の妄もう想そう？」

「いや……。本当だよ」

　平和は体を起こす。正座を崩くずした座り方でソファにぺたりと座る。ぐぐぐいっと俺のほうに顔を近づけてくる。

「兄」

「なに」

「どこまでが、兄の妄想？」

　デジャブか？　やまびこ並みのスピードでデジャブか？

「いや……。嘘うそですなんの進展もしてないですごめんなさい」

「うん。くるしゅうない」

　平和が腕うでを伸のばして、俺の頭をぽふぽふと撫なでてきた。く、屈くつ辱じよく。

「でも、兄が、明ちゃんとつきあっていないっていうのは、意外」

「なんで？　あ、俺、高校生になって格好よくなったから？」

「違う」

「…………冗じよう談だんだから。否定が早いから。俺、傷つくから」

「あのね」

「うん」

「兄、最近楽しそうだから」

「え？」

「明ちゃんが原因かと思ったゆえ」

「…………」

「違うのなら、じゃあ、兄、最近なにかいいことでもあった？　なにか変わったことでもあった？」

　いいことは特に思い当たらない。しかし、生活の変化で思い当たることがひとつある。

　同好会に入ったこと、だ。でも。

「…………気のせいじゃないか？」

「私にはわかる」

　……それは、そうだ。

　俺が平和のことをわかるように、平和も俺のことをわかる。

　平へい和わが言うなら、俺おれが楽しそうということは真実なんだろう。

　しかし乃の花はなさんみたいなむちゃくちゃな人が設立した同好会を楽しいとか感じている自分を認めるのはあまりにもしゃくだ。

「…………平和」

「なに？」

　首を傾かたむける平和の頭をくしゃくしゃと撫なでる。

「目に見えるものがすべてじゃないよ」

　さっき言われた言葉をそっくりそのまま返してみた。

　平和は、む、と唸うなった。

「これは一本取られた」

　勝った。

「兄あに。たしかに愛とか勇気は目に見えなくとも、ある。逆に言えば、目に見えたり触ふれられたりするモノだって、必ずしもその存在が信じられる、というわけではない。しかしながらやはり兄、兄はやはり最近楽しそうで──」

　って、まだ続くんかい。

「……平和。いいから着替えてきなさい」






　まくあい【空気を読むのが得意です】







「藍人あいと、藍人。この間の倫りんさん先せん輩ぱいの携帯のアプリのやつすごかったよね」

「質問に答えていくと自分の想像している人物を携帯がずばっと当ててくるってやつな」

「それそれ。ね、あれって、人間でもできるのかな？」

「ん～……。まあできないことはないんじゃないか？　やってみるか？」

「うん！　面おも白しろそう！　やってやって！」

「じゃあ、俺おれ、当てる。明あき、誰か思い浮かべて」

「…………うん。オッケー。どうぞ」

「その人は女ですか？」

「いいえ」

「芸能人ですか？」

「いいえ」

「え、違うのか。近くにいる奴やつ？　俺も知ってる人ですか？」

「はい」

「年上ですか？」

「いいえ」

「誰だろ。……その人のことが好きなんですか？」

「えっ」

「え？」

「え、えーと。どっちかっていえば、それは、もちろん…………好きだけど」

「…………ふーん。あっそ。そいつ格好かつこいいわけ？」

「なんでいきなりそんな適当な聞き方にっ!?　あ、あたしは、か、かっこいいと思うけど」

「あっそ。なーんかやる気なくなったなあ」

「えええ!?　そんな飽あきっぽかったっけ!?」

「わっかんねえわ、降こう参さん、降参。正解は？　誰？」

「むー……。わかんないの？　正解はね」

「……ん？　なに俺のことじっと見てんだ？」

「藍人だよ。正解はぁ、寿ことぶき藍人、です」

「……………………………ああ、そう」

「やっぱ人間じゃできないかあ。無意味なことやっちゃったねえ」

「…………いいや、すごく有意義な時間だったよ」






　そのなな【落ち着いたら連絡します】







　自じ尊そん感情というものがある──らしい。乃の花はなさんの受け売りだ。

　これは成功÷願望の値で求める。成功が大きくなる、あるいは願望が小さくなれば、自尊感情の値は大きくなる。

　大きいほど自分を肯こう定てい的に見る、好きになる、必然的に他者にも寛かん容ようになる。結果として人生を生きやすくなるということだ。

　じゃあ頑がん張ばりを小さくすればいいや。俺おれは人に不ぶ気き味みだと思われてもこのままの無表情でいいや。

　────などとあっさり思えるわけはなく。

　やっぱり明あきみたいに表情豊かになりたいと思うわけだ。




　そう思った数日前の数日後、つまり今日きようのことだ。

「きみはあれだな。一向に表情が豊かになる気配がないな。笑う門かどには福来きたるだよ。たまには笑ってみせておくれよ」

　乃花さんが棒ぼう付つきキャンディーを舐なめたり、ぽってりとした唇くちびるで食はんだりしながら、ということはつまり片手間で、さっくりと俺の地じ雷らいを踏ふんできた。すでに傷がついている場所をえぐるような言葉だ。それができるならとっくにやっているというのに。

「少なくともこの場所で笑うようなことはないでしょうね」

　俺は棒付きキャンディーをがりがりと噛かんで、不ふ機き嫌げんです、という意思表示をする。

「ほう。それはこの同好会ではきみを笑わせるのは無理だ、というわけかい」

　明持参のお菓子を分け合って食べて、取り留めのない話をしていただけの、ゆるーいゆるーい空気が瞬しゆん時じに険悪になった。

　明と倫りんさんはキャンディーに舌したを当てたまま、前者ははらはらと、後者は呆あきれたように、俺と乃花さんのやり取りを見守っている。

「別にケンカを売ってるわけじゃないですよ。わたくしはあくまで事実を申し上げたまでです」

「なんだい、その言葉遣づかいは。慇いん懃ぎん無ぶ礼れいプレイかい」

「小こ粋いきに韻いんを踏んで卑ひ猥わいな言いがかりやめてください」

「言いがかりなもんか。もし笑わせられたらどうするつもりだい。逆さか立だちして鼻からタバスコを飲んでもらうよ」

「そうですか。そんなことにはならないですから、大だい丈じよう夫ぶです」

「言ってくれるね。私のことが信じられないのかい？」

　乃花さんは不機嫌そうに口の端はで棒をぴこぴこさせる。

　乃の花はなさんの背中には虎とら、俺おれの背中には龍りゆう。ばちばちと目には見えない火花がそこかしこに飛ぶ。

「ううっ……。静かに怖こわいぃっ！」

「やだやだ、ケンカすんならよそ行きなさいよ」

　小さく身を縮める明あきと、しっし、と追い払はらうように手を振る倫りんさん。

「大体ね、アンタのことなんて信じられるわけないじゃない」

「そうですよ」

「ふん、生意気な」

　乃花さんは残っていたキャンディーをがりがりと噛かみ砕くだくと、すっくと立ち上がり、棒ぼうを指ではじいた。弧こを描えがいて飛んでいった棒はしっかりとくずかごに入る。

「よし決めた。今日きようは寿ことぶきくんを笑わせることにしよう」

「活動内容そんなんで決めちゃうんですか。思いつきもはなはだしいですよ」

「会長命令だよ」

　うそつきめ、会長は倫さんだろう、と思ったが、わざわざ突つっ込むほどでもなし、それになにか有効な代だい替たい案あんがあるわけでもなし、特に反論はしないでおく。

　笑わせてもらえるのなら、それはそれで喜ばしいことだし。

　逆さか立だちして鼻からタバスコは絶対嫌いやだけども。

「んー……。でも、いいかも。もったいないんだよね。藍人あいと、笑うと可愛かわいいのにぃー」

　からかうように明が言う。可愛いとか言うな、と、お前のほうが可愛いわ、のどっちを口に出そうか迷って結局なにも言わずにいたら、倫さんが「アンタ笑ったことあんの!?」とむちゃくちゃ驚おどろいた顔をした。

「俺のことなんだと思ってるんですか」

「オランダ人の妻つまってところかな」

　なぜか乃花さんが答えた。しかも結構な暴言で。

「なんでダッチワイフよ!?　確かに寿は無表情だけどかわいそうでしょ!?」

「じゃあ、イタリアの城ってところかな」

「なにが、じゃあ、よ！　関係ないじゃない！　それ、貞てい操そう帯たいのことでしょ!?」

「イギリスの帽ぼう子しってところかな」

「コンドームのことよね!?」

「じゃあ……」

「もういいわよっ！」

「ていうか、倫さんもなんかいろいろと詳くわしいんですね」

「この女のそばにいると嫌いやでもそうなるのよ！　あーもうっ！」

　倫さんは目をつぶり手首から引き上げた数珠じゆずをじゃらじゃらいわせて、手を擦こすり合わせる。汚けがらわしいものを祓はらっているようだ。

「でもね、どうせコイツなんて口だけなんだから！　昔は今より地味だったし！　コイツねえ、男とつきあったことなんか一回もないのよ！」

「あえ!?　そうなの!?　意外だぁ！　経験豊富だと思ってた！」

　明あきが大声をあげるが、俺おれは逆に、やっぱりそうだったのか、と思った。さもありなん、だ。以前、俺が乃の花はなさんに対して、顔を近づけたり手を取ったりしただけで、盛大に照れていたくらいなんだから。

　そもそも出会った当初からカップル嫌ぎらいを公言してたし。

「そっ……、そんなこといちいち言わなくてもいいだろうがっ」

　珍めずらしく乃花さんがむきになっている。

「怒ど鳴ならなくても聞こえてるわよ。耳みみ年どし増まは黙だまっててちょうだい？」

「う、うるさいな！　つきあってる人間がそんなに偉えらいのかい!?　恋愛が義務のようになっている現在のこの世の中の風潮に私は異を唱となえる！」

　これまた珍めずらしくパワーバランスがひっくり返っている。倫りんさんに、はいはい、と軽くいなされて、口を尖とがらせる乃花さんを見て、不ふ覚かくにもちょっと可愛かわいいとか思ってしまった。

「────と、ところで寿ことぶきくん」

　乃花さんは声のトーンをひとつ上げた。

「……なんですか」

「明くんの話からすると、きみ、笑えるってことじゃないか。それなら今日きようの活動目標にするまでもあるまいよ。笑ってみたまえ」

「あっ、ち、違うの」

　明が慌あわてる。

「その、ホントに、たま──────になの。自然に笑うのなんてレア中のレアなの。藍人あいとが無意識じゃないとだめっていうか……」

「意識的でもいいよ。笑ってみたまえ」

「……や、やめたほうが……」

「自分で言うのもなんですけど俺もやめたほうがいいと思います」

「いいからやってみたまえよ」

　乃花さんがにっこりと笑う。なぜか威い圧あつ感がある。

「……わかりましたよ」

　百ひやく聞ぶんは一いつ見けんにしかず、だ。面めん倒どうなので俺は実演することにした。

「……こう、ですかね」

　精せい一いつ杯ぱい笑顔を作る。

　ぴきん、と空気が凍こおる。俺以外の全員がひくひくと顔を引きつらせている。

「……ま、まがまがしいね」

「うう……。怖こわいよお……」

「子供泣くわよ、それ……」
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　予想通りの反応とはいえ、少々むっとする。

「だから言ったじゃないですか」

　なぜかは知らないが、俺おれが意識的に表情を作るとどす黒いオーラを発してしまうらしい。人ひとりぐらい殺やってんじゃないか、と思われるほどの凶きよう悪あくさであるようだ。

「……ふふ。敵に不足なしだ」

　敵認定されてしまった。

「やっぱり今日きようは寿ことぶきくんを笑わせることにしよう」

　乃の花はなさんは懐ふところから落らく語ご家が使うような扇子せんすを取り出した。その閉じた扇子で明あきと倫りんさんを順番に差す。

「ほら。きみたち、なにか面おも白しろいことをしたまえよ」

「えええっ!?」

「なんなのアンタ!?　地じ獄ごくのむちゃ振りしてくんじゃないわよ！」

「なんだい。いくじなしどもめ。それなら私からいこうじゃないか」

　乃花さんは咳せき払ばらいをする。

「ある女の子がクリスマスにサンタさんに言った。『サンタさん、わたしに妹をください』、サンタさんは答えた。『ではまずわしに君のお母かあさんをくれ』」

「…………はっ！　え、えっちなこと言ってる！」

「ていうか使い古されたアメリカンジョークじゃないのよ、それ!?」

　俺おれの体は微び動どうだにせず、心も一ミリも動いていない。

「どうした。きみ、笑ってないな」

「当たり前でしょう。乃の花はなさん滑すべってますよ」

　口元に扇子せんすを当てて、視線を上のほうにやる乃花さん。他ほかの方法をさぐっているらしい。

「じゃあ私の超ちよう絶ぜつ爆ばく笑しようモノマネを披ひ露ろうしようかな」

「なぜ自ら恐おそろしいほどハードルをあげたんですか」

「皇こう太たい子しのモノマネだ。行くよ」

「やめてください。なんなんですか、そのやんごとない選択。どこかから文句来ますから」

「なんだい。規制ばかりの世の中だね」

　吐はき捨てるように言いながら、「それじゃあ」と乃花さんは他の方法をさぐる。

「やっぱりジョークにしよう」

　なぜ戻る。そこからはなんとしても離れるべきだろう。

「思春期の少年が絶望して言った。『僕ぼくはなんでここにいるの？　どうしてこんな薄うす汚ぎたない世界にうまれてきたの？』母親が答えた。『つきあってたときにパパが避ひ妊にん具ぐを忘れたからよ』」

「なんであんたの辞書にはそういうのしかないの!?　しかもジョークじゃなくて最近よくあるただの現実じゃないのよ！」

　突つっ込みのどさくさにまぎれて、倫りんさんが世相を斬きっているが、それについてはノーコメントで、とりあえず俺は目を閉じて寝たふりをした。

「きみ、きみ、寝つきがよすぎるだろう。羊ひつじを失業させる気かい？」

　ぱたぱたと扇子を仰あおぐ音がする。

「おーい。起きたまえ、寿ことぶきくん。ちょっとは私に優しくしたらどうだい。北風よりも太陽だ」

　だったら風を送ってこないでほしい。

　俺は伸のびをして、首をこきこきと鳴らす。

「すみません、無視というのが最大限の優しさでした」

「じゃあもうひとつ違うジョークをだね」

「いくつやってもおんなじことよ！　ほら、アンタいきなさい」

「あ、あたしっ？　え、えーと、どんな方法使ってもいいのかな？」

「そうだね。ルール無用、目め潰つぶし金きん的てきなんでもあり、にしよう」

　そのルール開放に意味はあるのか。目潰しとか金的で、ギャラリーではなく俺が笑っている画えがまったく浮かんでこない。

「じゃあもうこれしかないよねっ！」

　明あきはいたずらっ子のように笑って、両手の指をわきわきとさせた。実にオーソドックスな物理攻こう撃げきの予感。

「藍人あいと。立って！」

　言われるがままに立ち上がる。

「藍人。手は頭の後ろ！」

　言われるがままに両手を頭の後ろで組む。

「いっちゃうよ？」

　明はにやりとして、指一本で左のわき腹をつつつ、となで上げる。

「こちょこちょこちょこちょー！」

　明の五本の指が俺おれの脇わきやわき腹をかなりのスピードで這はい回る。

「こちょ…………あ、あれ？」

　しばらくしてから、ようやく俺になんの変化もないことに気が付いて、明の手が止まる。俺が無抵抗に指示に従っていたのはこちらに勝算があったからなのだ。

「残念だけど、俺、そういうの、全っ然くすぐったくないんだよ」

「嘘うそっ!?」

　衝しよう撃げきの真実にぶん殴なぐられた！　とでもいうように白目になりショックを受けている明。そんなにびっくりしなくても。

「幼なじみだろうに。知らなかったのかい？」

「……う。し、知らないよぉ、そんなの……！」

　明は納なつ得とくがいかないようで、俺を疑わしげに見る。

「本当に大だい丈じよう夫ぶなの？」

「ああ」

「ここも？」

　明が鎖さ骨こつをくすぐってくる。

「ああ」

「ここもぉ？」

　明が背せ伸のびして右耳の後ろをくすぐってくる。

「…………ああ。そこは、くすぐったくはないけど、ちょっとアレだ」

「アレってなに？」

「ちょっと気持ちいい」

「にゃ─────っ!?」

　明は俺から手を離し、部屋の隅すみまで一いち目もく散さんに逃げる。

「いちゃいちゃするんじゃあないよ」

「し、してないっ……！」

「おしおきが必要だね」

　乃の花はなさんが明あきのところへ行き、明のわき腹を軽くくすぐる。

「あっひゃあ！」

　すっとんきょうな声をあげて、大きく身をよじる明。

「…………俺おれは反応なさすぎですけど、これは、過か剰じよう反応なんですよね？」

「そうだね。思った通りだよ。明くんがあまりにも自信満々だったからね、裏うらを返せばきっと極きよく端たんにくすぐりに弱いんだろうなってね」

「ううう……」

「そんなに反応がいいと嬉うれしくなってもっとやりたくなるね。なんだろうこの気持ち。恋かな」

「絶対ちがぁうっ、いじめっこー！　あ、や、ちょ、ちょっと、あ、ひゃひゃひゃひゃ！」

「ちょっと待ってください、乃花さん」

「藍人あいとっ…………！」

　制止した俺を見る明の目が、助かった、とばかりに輝く。指を止めた乃花さんは好戦的にあごをしゃくる。

「なんだい？」

「明は俺の幼なじみですよ」

「それが？」

「乃花さんにくすぐらせるくらいなら、俺がやります」

「ど、どーゆー理屈ぅ!?」

「────ふむ。それならふたりでやろうか。どちらがよりくすぐるのがうまいか勝負だ」

「のぞむところです」

「な、なに言って、あっ、やだっ、ちょっと、だめだめだめだめだめっ、やめて、やーだー！　ひゃひゃひゃひゃっ！　んー！　んんん！　も、もう、ひゃひゃひゃひゃひゃひゃひゃ！　　んっ、んっ、な、なんか、やっ、だっ、はわっ、は、ひゅ、あひ……、ぁん、うあ!?　ひゃあああんっ！　やだっ、へんに、なっちゃう、からぁ……っ！　も、やぁだぁ……！　も、むり、だって……ば、あっあっあっあっ、やぁ、らめ、くひゃひゃひゃ！　はひゅっ、ひゃ！　ふぁ、あっ、はふ……っ　も、や、あっあっ、あ─────────…………………………っ！」




「…………ひどいよぉ…………」

　結果、汗あせびっしょりになり、体力を使い切り、いじけて教室の隅すみで膝ひざを抱かかえる明ができあがった。

「乃花さん。最低ですね。あなたって人は」

「寿ことぶきくん。わたしは今、まるですべてのサービスをきっちり享きよう受じゆするくせに『あんた若いのにこんなことしてちゃだめだよ』なんておっぱいパブの女の子に説教する中年男性を見たときの気分だよ」

「どういう意味ですか？」

「どの口がほざいてやがんだ、ということだよ」

　ですよね。

　自分でも自分を棚たなに上げた発言をしたという自覚はある。明あきに謝らねばならない。

「ごめんな、明。悪ふさげがすぎた」

「すまん。私も加減をできなかった」

　俺おれと乃の花はなさんは一いつ緒しよに明にむかって手を合わせる。平へい身しん低てい頭とう誠せい心しん誠せい意い、心からの謝罪。しかしいろんなものを消しよう耗もうした明にはもう返事をする気力も残っていないらしい。暗く影を背負い、うつろに笑ったまま動かなくなってしまった。

「……やりすぎてしまったな。なぜだろうね」

「いつもならこういうときは倫りんさんが止めに入ってくれるからじゃないですか」

「そういえば、倫はどこだ？」

「ここよ！」

　声に振り向く。倫さんがドアノブを握にぎり、廊ろう下かから部室の中へと入ってきたところだった。いつのまにやら席を外していたらしい。

「次はアタシの番ね！」

　倫さんはニッと笑う。……なんだかんだとこの人、人見知り部の活動を誰よりも楽しんでいるような気がする。

　倫さんはかたわらに炊すい飯はん器きとでかい水すい筒とうを抱かかえていた。

　それをどん！　と入り口から一番近いところの机の上に置く。炊飯器のフタをあける。なにか香ばしい香りがする。

「炊たきたてですね」

「倫は料理が得意なんだよ」

「いや、そうだとしても、こんな短時間にどうやったんだよ!?　って問いただしたいです」

「気にしちゃだめさ。世の中にはきみが想像もできないほど不思議なことが山ほどあるんだ」

　さいですか。

　倫さんはどこからか取り出したラップを広げ、その上にしゃもじでご飯はんを載のせ、さっさかさっさかおにぎりを作っている。

「ほらっ、受け取りなさい！」

　ラップに包まれたおにぎりが三つ、机を滑すべってくる。俺は反射的に手を出して受け取る。具材はよくわからないけど、全体的に茶色っぽい炊き込みご飯。

「さあっ、食べなさい！」

　これは……、おいしいご飯はんを食べて幸せを感じて笑いなさい、ということだろうか。

　そう聞いてみようかと思ったが、倫りんさんはこちらに目もくれていなかった。持ってきた水すい筒とうを傾かたむけ、これまたどこからか取り出した紙コップにこぽこぽと味み噌そ汁しるを注ぐのに夢中だ。

「さっさと食べなさいよ！」

　その言葉により素直にラップをはがす音と、そのままおにぎりにかぶりつく音が、静かな教室に小さく響ひびく。それらの音を聞いた途と端たん、倫さんが、ふふふ、と肩かたを震ふるわせた。

「────食べたわね。食べたわね！　うふふ、それは、『裏うら園えん芸げい部ぶ』の育てた超ワライタケ入りなのよ！　『裏園芸部』というのは、食虫植物なんかの普通は愛されない植物を愛めでる部活よ。なぜか彼らの育てる植物には突とつ然ぜん変へん異いのものが多く、その超ワライタケは通常のワライタケなんて問題じゃないほどの大笑いをもたらすわ！　でも毒性はないみたいだから安心してちょうだい！　少し乱らん暴ぼうなやり方だったかしら!?　でも、寿ことぶきを笑わせることができればいいんでしょう!?　ほらほらほーら、すぐに笑いが止まらなくなるわよ！　って食べられてるうううううう────────────────────────────────っ!?」

　振りむいた倫さんが見たのは、おにぎり三つを一気に頬ほお張ばっている乃の花はなさんだ。頬をぱんぱんにして、もぎゅ、もぎゅ、もぎゅ、と咀そ嚼しやくしている。乃花さんの姿が、頬ほお袋ぶくろにどんぐりを詰つめ込んだリスみたいで、ちょっとだけ愛らしい。

「うまいな」

「なんでアンタが食べてるのよ！」

　倫さんが駆かけ寄ってきて、乃花さんの胸むな倉ぐらをつかむ。

「得意げなきみが鼻についたから。ふふふ」

「なにニヤニヤしてんのよ！」

　……それはキノコを食べてしまった以上しょうがないのでは……。

　ていうか、味み噌そ汁しるは必要ないのに作ったのか。律りち儀ぎな人だな、倫さん……。いや、それとも、あっちにも超ワライタケ入りなんだろうか……。

　そんなことを考えているうちに、ごくん、と乃花さんが口の中のものをすべて飲み込んだ。

「きみのやることくらいお見通しさ。私はね、負けたくないんだよ」

「もうっ！　負けず嫌ぎらいなんだからっ！」

「ああ、どうしよう。楽しくてしょうがないね。うふふ」

　口元に軽く握にぎった手を添えて、乃花さんが深しん窓そうの令れい嬢じようのようにおしとやかに笑う。

「……珍めずらしい。可か憐れんですね」

「どこがよ、薄うす気き味み悪いわよ！」

「ぷくくくくっ」

　笑いかたに変化が現れた。乃花さんが俺おれと倫さんのほうをちらちら見ながら、こらえきれない、とばかりに両手で声が漏もれないようにと口を押おさえる。

「なんですかね、あのかげからこっそり笑ってる感じ」

「失笑ってやつかしら。腹立つわね」

「…………ふん。はっ！」

　乃の花はなさんが鼻から大量に息を吐はく。なんでお前らみたいな虫けらが生きてんの？　とでも言いたげな見下すような目をしている。

「あ、今度は嘲ちよう笑しようされましたね」

「むかつくわぁっ！　きーっ！　ってなるうぅっ！」

「笑いがとまらないね。はは……、はははっ、ははははははははははっ！」

　乃花さんが文字通りお腹なかを抱かかえて笑っている。箸はしが転がってもおかしい年頃といってもほどがある。

「だんだん激しくなって来ましたね」

「ちょっと怖こわくなってきたわ」

「ぐはははははははははははははははははははははははははははははははははははははっ！」

　乃花さんは今度はひっくり返りそうになりながら、地ち底ていから響ひびくような声を出す。

「頭とう領りよう!?　どっかの頭領なの!?」

「魔ま王おうレベルですね。世界を我が物にしようとしてる人の笑いです」

「お、恐おそろしいわ……！」

「は、はははっ、しまったな……！　倫りんの寿ことぶきくんへの攻こう撃げきを防いだはいいが、私の体ももう限界だっ……！　寿くんを笑わせられないまま終わってしまう……！　はははははっ！」

　喉のどから血でも噴ふき出てきそうな勢いだ。

「ふははははっ！　絶対リベンジするからなあああああああああ……！」

　勇者に倒されたあとの魔ま王おうってこんな感じだろうか。

「私は何度でもよみがえるっ！　はははははっ！　はははははははは──────────────────────────────────────────────────っ！」

　笑いが突とつ然ぜん、ぷつん、と途と絶だえた。

　乃花さんが、がくり、とその場に膝ひざを突つく。

　魔王は事こと切きれたのだ。まるで本当に死んでしまったかのように、一いつ瞬しゆんその姿が儚はかなく透すけて見えた。

　魔王がいなくなったが、待っていたのは平和じゃなかった。死し屍し累るい々るいの地じ獄ごく絵え図ずだ。

「なんてことだ……」

　俺おれの目には膝を抱かかえて硬こう直ちよくしている明と意識を失った乃花さんが映っている。

　さすがの俺も自分の無表情がここまでの惨さん事じを引き起こすとは思っていなかった。

　俺の声に悔かい恨こんの色がにじんでいることに気付いたのか、倫さんが俺の肩かたに手を置く。

「そんなに落ち込むんじゃないわよ」

　気き遣づかうような、包み込むような優しい声。

「人間ね、できないことや、やれないことのひとつでもあったほうがいいと思うわよ。アレもコレもまだしてない、できてないっていう思いがあれば死んじゃいそうなときでも踏ふみとどまれそうじゃない？　なにもしがらみがないとすぐに死んじゃうわ。未み練れんを作ることこそ人生よ」

　嫌いやだ、そんなの。

　たとえば自殺だったらその考えで踏みとどまれるかもしれない。けど、事故や病気や寿じゆ命みようで死んでしまった場合だったら、死にきれずに自じ縛ばく霊れいとかになりそうじゃないか。

「倫りんさん」

「なあに？」

「ちょっといい話風ふうでいてその実じつわけのわからない人生訓くんで、うやむやにしようとしないでください」

「うふふふふふ」

「いや、笑ってもらってもごまかされませんって。坊ぼうさんとかの説教ならまだしも、倫さんの説教でなるほどなぁーとはなりませんよ」

「あら？　アタシ寺の跡あと取とりなんだけど？」

「え？　そうなんですか？」

　ああ。手首にいつもつけている数珠じゆず、あれ、アクセサリーじゃないのか。

「あ。もしかして」

「なによ」

「前、校長に聞いたんですけど、倫さんってなぜか開あかずの間まだったこの教室を開けたんですよね」

「あら。知ってたの？」

「なんか神秘的な力っていうか、霊れい能のう力りよく的ななにかがあるんですか？」

「まあね。簡単に言えばそういうことよ」

　そう言って倫さんは数珠を手にしてお経きようらしきものをそらで読み上げる。

「……さまになりますね」

「そうお？」

「でも、オネエな坊さんってアリなんですか」

「いいじゃないのよ。個人の自由よ。アンタうちの檀だん家かでもないのに余計なお世話よ」

「って、どさくさにまぎれて話逸そらさないでくださいよ」

「うふふふふふ」

　明あきが膝ひざ抱かかえ地じ蔵ぞうになっているのはともかく、乃の花はなさんが倒れている今この状況は倫さんにも責任はある。上から目線のいい話風ふう味みで俺おれを慰なぐさめていられる立場なんかじゃないはずだ。

　それにそもそも倫りんさんは俺おれにワライタケを一いつ服ぷく盛ろうとしていたわけで、もしかしたら今倒れているのは乃の花はなさんではなく、俺であった可能性もあったわけだし。

「倫さん。第三者の振りして全責任を俺に負わせようたってそうはいきませんよ」

「うふふふふふ。なんのことかしらぁ？」

「いや、だから、笑ってもらってもごまかされませんって。俺、ごまかされませんって」

「うふふふふふ。きこえなーい」

　倫さんは優しげな笑みを浮かべ楽しそうに笑いながらも、俺とは決して目を合わせない。

　あくまでこの凄せい惨さんな現場の原因にアタシは関係ありませんというスタンスを貫き通す気満々だ。

　…………この人もなかなかに食えない人だ。

　とりあえず俺は、笑う門かどには福来きたる、の信しん憑ぴよう性について思いを巡めぐらせることにした。




　もし、その言葉が本当なら。

　俺は笑ってないけど、明あきがくすぐられて笑い、乃花さんが超ワライタケで笑い、倫さんがごまかしで笑ったわけだから、この先、人見知り部にはものすごい福がおとずれるのかもしれない。

　────────……なわけないな、うん。






　まくあい【誠心誠意善処します】







「寿ことぶきくん。きみは歩くクレショフ効果になればいい」

「なあに、またわけわかんないことを。アンタの持ってるそのファイルなんなのよ？」

「えと、『映画技法研究会』？　クレショフ効果ってなぁに……？」

「二つのショットを観客に対して順番に見せてみる」

「はあ」

「無表情な男から温かいスープへ。無表情な男から死んだ女へ。無表情な男から子供へ」

「はあ」

「観客は、最初の表情に『食欲』、次の表情に『憐れん憫びん』、最後の表情に『慈じ愛あい』を読み取る」

「うんうん」

「男優のショットはすべて同じものであるにもかかわらずだ」

「へえ！　面おも白しろいわね」

「見ている者は頭の中で二つのショットを繋つなげる。その表情へ意味づけをする」

「それがクレショフ効果ですか」

「そう。頭の中で勝手に、もともと存在しない意味を作り上げるんだね」

「で、それを踏ふまえてみてもなにをアドバイスされたのか意味がわかりません」

「きみは常に死んだ女性や幼女なんかのパネルでも持ち歩けばいいんじゃないかと思ってね」

「んう？　……あ、それを相手に見せて感情表現をすればいいってこと、かな？」

「むちゃな。映画なら役者の無表情に編集する人の狙ねらい通りの意味づけができるかもですが」

「それだって完全には無理でしょうしね。いわんや現実においてをや、よね」

「そうです。現実には、俺おれが表情を持たない限り、他人は俺に勝手な意味づけをしますよ」

「藍人あいとの気持ちなんか関係なく勝手に、かぁ……。なんか、寂さびしいね」

「ま、でも、だんまり決め込んでるやつが他人から察してもらおうなんて都合よすぎよね」

「なんにせよ、俺が黙だまっていたら、俺の気持ちなんか他人は読み取れるわけがないです」

「はたしてそうかな？」

「なによ、アンタ。寿の顔を見てから明あきの顔を見たりして」

「寿くん。今、きみの顔から私が読み取った感情はね……、───────『発情』だ」

「……あれ。勝手な意味付けじゃないですね。なんでわかったんですか、その通りです」

「にゃ──────────っ!?」

「あ、逃げた。戻って来ーい。冗じよう談だんだからー。…………………多分」

「にゃ──────────っ!?」






　そのはち【過去なんて気にしません】







（そんなに聞きたいのなら話をしよう）

（少し昔の話をしよう────）







　たとえば、テレビのニュースを見て、わりと近くの交差点で事故があってたまたま近くにいた歩行者が巻き込まれて死亡なんて事件があると、あそこにいたら死ねたのかなあなんて思う。

　死にたいわけじゃないけど、死ぬなら死ぬでそれはそれでって思っちゃったりする。

　自殺すら他人任せの私みたいなのは消極的自殺志願者、とでも呼ばれるんだろう。




　私が小学六年生のときの担たん任にんはやたらと説教くさい人で、そんな彼が最後の授業の最後の五分で急にこんなことを言った。

「この五文字を並べ替えて意味のある単語を作ってみなさい」

　先生は黒板にアルファベットを書く。

　Ａ。Ｅ。Ｈ。Ｒ。Ｔ。

　先生は言う。




　こつこつ並び替えをしようが、ひらめきに頼ろうが、いつかは答えに辿たどり着く。

　けれども、多くの人に共通するミスがある。答えをひとつ見つけると、問題を解くのをやめてしまうことだ。

　ＥＡＲＴＨを発見すると、ＨＥＡＲＴには気付かない。逆もしかり。

　アースとハート。地球と心だ。

　どちらも見つける人は実は少ない。僕ぼくもこの問題を出されたとき、ひとつだけしか見つけられなかった。

　この五文字で単語を『ひとつ』作れ、なんて誰も言っていないのに。

　我々はひとつの問題にはひとつの解答しかないと思い込んでいる。

　一度ひとつの見方にとらわれると、そこから抜け出せなくなる。

　…………それからね、答えを聞いてしまうと満足してしまうのも、人間の悪いくせだ。

　さっきの並び替えで作れる単語はまだあるよ。

　ＨＡＴＥＲ。ヘイター。嫌きらう人って意味だ。

　アースとハートを聞いた時点で他の単語を考えるのをやめてしまっただろう。

　そんなに素直じゃ悪い人にころっと騙だまされてしまうよ。

　疑いなさい。自分のものの見方を。

　怪あやしみなさい。他人から差し出された答えを。

　そう、きみたちには必要なのは────世界を広げることだ。




　いやいやいや、思い出すだに説教くさくてゲロ吐はきそう。

　当時は黙だまって聞いていたけど、今なら私は元気よく手をあげて、こう言う。




　はーい、先生、無理でーす。

　世界がどんなに広くても大きくても、学校の狭せまくて小さな教室が、今の私たちにとってはすべてだからです。




　中学デビューはできなくて、二年になってもデビューはできなくて、夏休みデビューもできなくて、なんの変化もないままに二学期がはじまって一週間。しいて言えば一学期と変わっているのは、友達の肌はだと髪かみの毛の色くらい。ちょっとだけ日焼けした肌と、夏休み中のブリーチを戻すのに失敗して黒くしすぎた髪の毛。

　あとはみんな一いつ緒しよ。太ったの痩やせたの、好きな人がいるのいないの、バーゲン行ったの行かないの、新ドラマに出る俳優がどうたら、好きなの会いたいのずっと一緒にいたいの繰くり返し、こんなんじゃあ彼氏にも頼むよたまには俺おれ以外のもん見ろよって言われるんじゃね？　という恋愛のことしか頭にない女の描写に定評があるなんとかいう女性アーティストの新曲がなんたら、話してることは入学当初からまったくちっとも全然変わらない。

　私はビタイチ興味のないその話に、全力で食いついてるふりをして、組んだ腕うでを机にのせて、身を乗り出す。

　いつも通りの毎日。退たい屈くつな毎日。まるで誰かの中古品みたいな毎日。

　唯ゆい一いつ無む二にでかけがえのないはずの人生は非常に類型的でございます。

　予測不能の世の中のはずなのに、私はこの先もきっと変わらない。

　変われない。

　毎日がつまんねえんだから、もう死んでもいいやくらい思う。

　死ぬ気になればなんでもできるなんて大おお嘘うそだと思う。死ぬ気になっちゃったら、どうせ死ぬからって思って、むしろなんもやる気しなくなる。あ、でも、死にたい人間なんてのはこの世の中にいない、いるのは自分の理想通りに生きられない人間なんだ、とかなんとか聞いたことあるな。そっちのほうが感覚としては近いかもしんない。確かに私は、理想とは程ほど遠とおい生き方をしてる。でも、そもそも理想の生き方するには自分のスペックが低すぎる。

　神様がシミュレーションゲームみたいなのやってて、それでエンディングリスト埋うめようとしてて、バッドエンド見るために適当にパラメータを割り振って作った捨てキャラが私なんじゃないの？　くらいの勢い。容姿は自己採点で六十五点、てことはきっと他人から見たら五十点前後くらいだろうし、勉強もそれ以外でも赤点を取るほどではないけど、得意なものなんてなにもないし。

　生きてりゃイイコトあるさ、なんて言ってるあんたの人生が全然イイモノには見えないんだよねえ、とか思っちゃうくらいには性格悪いし。今、世の中を好きなものと嫌きらいなもので分けたら、嫌いなもののほうが多いし。

　お母かあさんのお腹なかの中での何億おく分の一等賞は地上に出てみりゃこのざまでございます。

　まあ、それでも無気力ってほどじゃない。表面上だけど友達がいて、いじめられてるわけでもない。周囲にはなじんでいる。けれどまさに今、目の前にあるのは退屈だ。

「────ねえ、聞いてる？」

「あ、うん、聞いてる、聞いてる。うけるよね！」

　私は我に返り、大声で笑ってみせる。正直、今話してる話そんな笑えるかあ？　とか、一いつ緒しよにトイレ行くのってばからしくね？　とか、話題合わせのドラマ見るくらいなら好きな小説読みたいんだけど？　とか思ったりしてる。だけど、そんなもん口に出したらアウトだ。

　空気を読めない人間は生き残れない。人と同じでなければならない。横並びでいなければならない。上にも下にも飛びぬけてはならない。万一なにか人より優れていたとしてもそんなの外に出すべきじゃない。身に付けるべきは擬ぎ態たいのテクニック。どこかがはみだしたとたんひとりにされる。

　他人の目というのを気にする私みたいなやつにとって、学校というのはひとりでは生きにくい場所だ。なぜならば、ひとりでいると、少なくともどこか一点に不備アリと他人から判断されるからだ。それは顔かもしれない。それは性格かもしれない。それはそれ以外のどこかかもしれない。だけど、とにかく、コイツは一緒にいるのに支し障しようのある奴やつだ、だからひとりなんだ、と思われる。

　そうなるとひとりの正当性を証明しなければならなくなる。その論理が破は綻たんしていると思われないように用心しなければいけなくなる。看かん破ぱされないように警けい戒かいする。引け目を感じないように苦心する。張り詰つめる。息が詰まる。くたくたになる。そんなのは嫌いやだ。

　だから私はつまらなくても周囲に合わせる。

　だから私は大和やまと倫りん太た郎ろうを羨せん望ぼうしてやまない。

　大和倫太郎は、誰かに合わせたりしないからだ。女子とも男子とも必要以上にコミュニケーションを取らないからだ。ひとりでいることをおそれないからだ。

　なのに、それが苦痛そうでもないし、それどころかその可愛かわいらしい顔のおかげで一部女子には人気があるしで、なんかもうずるすぎる。どーなっちゃってんだよ。

　恋心とかそういうんじゃなくて、単純に一度話がしてみたい。

　でも、大和倫太郎が私なんかと話してくれるなんてこたないだろうけど。




　…………と、思ってたのに。




　その日、昼休みに、日につ直ちよくの仕事で職員室に呼び出された帰りに大和やまと倫りん太た郎ろうを見かけた。あー、そういや、いつも昼休み教室にいないよなー、どこで食べてんだろうなー、なんて思いながら、私はふらふらとあとをつけていった。

　大和倫太郎は北校舎の人ひと気けのない教室に入っていった。今は使われていない場所。宿直室。六畳じよう半の小さな部屋だ。

　こんなところで一体なにをするつもりだろう。私はこっそりのぞこうとしてドアノブに手をかけた。うっかり体重をかけすぎて、ドアを全開にしてしまった。




「きゃああああああっ！　なによアンタ！」




　大和倫太郎が女を連れ込んでいて、その相手と、よからぬことをしようとしていて、半はん裸らの女が乱入者である私に対してあげた悲鳴────じゃない。

　実際は、部屋には大和倫太郎しかいなくて、だから悲鳴をあげたのももちろん大和倫太郎だ。体育着に着替えようとしているところだったらしくて、上半身裸はだかで、胸を隠かくすように腕うでを交差させている。

「…………し、失礼しました……」

　とりあえず、そっとドアを閉めた。

　真っ白な頭に思考を呼び戻そうとする。ドアに背中を預けて、腕を組んで、すーはーすーはー深呼吸、一回、二回、三回。

　よしよしよしよし落ち着いた落ち着いたいやいやいやいや待て待て待て待てなんだ今の。

　大和倫太郎、着替えてた。細身だったなあ。……とか、今考えるべきなのはそういうことじゃなくて、えーと、えーと、え────と！　オネエ言葉使ってた、よね？　え、どゆこと、マジで、なになになに？

「…………ちょっと」

「わあっ!?」

　ドアの隙すき間まから声がかけられた瞬しゆん間かん、私は反射的に逃げ出していた。




　家に帰ってから考えた。落ち着いて考えた。いっぱいいっぱい考えた。

　結論から言う。私は大和倫太郎に失望した。オネエ言葉を喋しやべることにじゃない。群れなくて、孤高で、なんてイメージを持ってたけど、結局ひとりでいるのが平気な振りをしてるだけだったってことにだ。きっとオネエ言葉を使う自分がばれるのが怖こわくて、それを隠かくすために他人を避さけてただけってことにだ。

　が──っ、つまんないの。だってそれって結局他人にびくびくしている私と同じってことじゃん。

　私は父親の口くち癖ぐせを頭に浮かべる。




　恋が成じよう就じゆしないことより悲ひ惨さんなことがたったひとつだけある。それは、恋が成就することだ。

　性行為を気持ちいいものだと誰よりも一番強く思っているのは童どう貞ていだということだ。

　幻想はすべてに勝る。妄もう想そうはなにより愛しやすい。空想の消費期限は永遠だ。




　頭の中のものよりすばらしいものなど、この世のどこにもない。




　しらふでこんなこと言うわ、ありえないくらい下しもネタ連発するわ、ナチュラルに女好きだわ、しかも母親とは離婚して家を出て行って若い女と再さい婚こんして婿むこ養よう子しに入るわ、到底理解できないし、もはや父親と呼んでいいのかよくわからない存在の人の言ったことだから、賛同するのはしゃくだけど、どうやらそうみたい。

　現実って、つまんないや。




「…………ちょっといいかな？」

　次の日の昼休み、廊ろう下かで大和やまと倫りん太た郎ろうが私に声をかけてきた。

　口止めをしにくるだろうな、と思っていたから想定の範はん囲い内ないのことだ。私は大人おとなしく宿直室へとついていった。




「誰にも言わなかったんだ。言いふらすかと思ったのに」

　向かいに座った大和倫太郎はそう言った。

　聞けば、大和倫太郎の姉あねがここで同好会の会長をしていたそうだ。

　今年卒業したその姉は、卒業してからたまに遊びにくるから、くつろぎスペースとして部室を確保しておいてよ、と言い、大和倫太郎に無理やり同好会を引き継つがせたらしい。

　他ほかのメンバーは大和倫太郎が会ったこともない三年生の幽ゆう霊れい部員だという。実体のない同好会だ。だから、実質、この部屋は大和倫太郎のものなのだ。

　せっかくあるものを使わないのはもったいない。使わない部屋は荒れるし。

　そう考えて大和倫太郎はここで昼休みを過ごすことにした。五時間目が体育のときはここで着替えもするそうだ。昨日きのうの私はその着替えを目もく撃げきしたわけだ。

「言いふらさないよ。だってそんなもん言っても誰が得すんの？」

　大和倫太郎に対する憧あこがれがすでに崩ほう壊かいした私は、気安い口の聞き方をしてしまう。

　昨日きのうまでは話すのも恐おそれ多いと思ってた人なのに。

「……まあ、そうね」

「あはは、オネエでちゃってる」

　指差して軽く笑う。大和やまと倫りん太た郎ろうはむっとしている。

「言う気ないよ。誰にも言わないほうがいいんでしょ？」

　だって、他人が怖こわいんだもんね、と思った。私は少し意地悪な顔をしたかもしれない。

「言いふらしたいならそうすればいいわよ。今だってそう言おうと思って呼んだんだから。弱みを握にぎったとか思われたらたまったもんじゃないし」

　大和倫太郎は口元をゆるめ、背もたれに身を預け、脚あしを組み、オネエ言葉を隠かくさなくなる。私の想像とは真ま逆ぎやくの反応。

「強がんなくていいよ。だって、いつもひとりでいるのは、オネエだってばれるのが嫌いやだからなんじゃないの？」

「別にそういうわけじゃないわよ」

　嘘うそをついているわけではなさそうだ。大和倫太郎は顔色ひとつ変えていない。私は少したじろぐ。

「え、えーと、じゃあ、なんでオネエだって黙だまってんの？」

「自分からいちいち言うことでもないでしょ。アンタ、男が好きなんでしょ？　でも『私男が好きなんです』ってわざわざ言う？　言わないでしょ。あんたにとっては当たり前だから。だからアタシも男が好きなんですなんて言わない。アタシにとっては普通のことだもの」

「じゃ、じゃあ、実はひとりは嫌だけどしかたなく、とかじゃなくて、本当にひとりでいても平気ってこと？」

　私は答えを早く聞きたくて、身を乗り出す。

「──アタシ、自分がこうだって気付いたとき、ずいぶん悩んだわ。好きでもない女の子と付き合おうとしたりね。でもね、たくさん考えて、行き着いた答えはね、自分をごまかすのは嫌だってこと。だからまわりと違うってことで悩むのはやめたわ。世間の目に屈くつすることが『正常』なら、アタシは正しくなくていいやってね」

　大和倫太郎の目が私を射い抜ぬく。

「そのときから、ひとりっていうのが基本単位だって考えるようにしたわ。それが当たり前、悲しむべきことじゃないってね」

　真空管の中に入れられたのかと思った。周りの音が消えた。感じるのは自分の心臓の音だけだ。ああ、と私は後こう悔かいした。ああ、語ご彙いを増やしておけば良かった、と。

　すげー、かっけー、しか頭に思い浮かばない。もっと私の感動をうまく言い表したいのに。こんなに毛穴が開いているのに。こんなに体が熱いのに。

　私が最初に抱いだいていたイメージは間違ってなかったんだ。大和倫太郎は自分を持ってる。他人にびくびくしてる私とも、私のまわりにいる友達とも違う。

「あ、あのさ、お願いがあるんだけど」

　だから私の唇くちびるはほぼ無意識に動いていた。

　興こう奮ふんのあまり、脳みそを通していない言葉が口から勝手にこぼれる。

「なによ」

「私もお昼、ここに来ていい？」

「……アタシを観察しようとでもいうの？　オネエってそんなに珍めずらしい？」

「はあ？　そんなんもんどうでもいいよ！」

「そ、そんなもん……？　ど、どうでも……？」

　大和やまと倫りん太た郎ろうは面めん食くらっているが、かまわず続ける。

「大和倫太郎の考え方が面おも白しろいと思ったの！　私もさー、群れるの面めん倒どうなの、本当は。でもそんなん誰にも話せないじゃん。けどさ、大和倫太郎となら話せる気がする。だから喋しやべりたい。いろいろお話したい。それだけだよ！」

　私は気付いたら立ち上がっていた。演説さながらに片手を拳こぶしにしていた。私の瞳どう孔こうががんがんに開いて、ほっぺたはつやつやして、顔はきらきら輝いているに違いない。

　大和倫太郎は明らかに引いている。奇き妙みようなものを見るように私を見ていた。

　────しまった。

　我を忘れて強引に迫りすぎた。

　私は今さらびくびくと大和倫太郎の様子をうかがう。

　大和倫太郎は、しばらくそのまま押し黙だまっていたが、やがて、長い長いため息とともにたった一言、搾しぼり出すように言った。

「…………好きにすれば？」

　言い方は投げやりだった。きっと、歓かん迎げいの意などかけらもなくて、断るほうが骨を折りそうだと思っただけなんだろう。でもその一言で私の不安は一気に吹き飛んだ。

「やったあ──！」

　私はばんざいをする。大和倫太郎は呆あきれた視線をよこす。

「それにしても、アンタ、なんでアタシをフルネームで呼ぶのよ？」

「え、なんとなく。倫ちゃんって呼んだほうがいい？」

「な、馴なれ馴れしいわね……」

「だめ？」

「別にいいけど」

「私のことも好きに呼んでいいよ！　って名前知らないか。私の名前はね」

「知ってるわよ、クラスメイトの名前くらい」

　そう言いながらも、倫ちゃんは私の名前を呼んではくれなかった。でも、こんな雑な距離の詰つめかたをしてきた相手にいきなり友好的な対応なんてしたくはないだろうから、それは、まあ、しょうがない。お昼を一いつ緒しよしてくれるだけでも儲もうけもんだ。

　とはいうものの、私はいつもは友達とご飯を食べている。それをいきなりやめることはできない。だから、先生に呼ばれたとか委員会だとか嘘うそをついて、不自然じゃない程度に、週に一、二回ほど抜け出すことにした。

　そう、明るく振る舞っていないとノリが悪いって言われる、重い話とか真ま面じ目めな話とかしたら暗いって敬遠される、愛あい想そ笑わらいをしてなきゃだめ、そんな昼休みから抜け出すことにしたのだ。




「ねー、ねー、倫りんちゃんのお弁当っていつもいつも可愛かわいいよね。お母かあさん、超器用だね」

　通学路のコンビニで買ってきた三色パンをちぎりながら私は言う。

　向かいに座った倫ちゃんの箸はしがぴたりと止まった。

「……アタシの手作りよ」

「へ？」

「だから、アタシが作ったの」

「うそ!?　すごい！」

「別にすごくなんかないわよ」

　そういいながらも、倫ちゃんはどこか誇ほこらしげだ。

　私は「すごいってー」と褒ほめながら、さりげなく倫ちゃんのお弁当に手を伸のばす。ミートボール強ごう奪だつ。レンコンが入ってる。しゃきしゃき楽しい。

「なに勝手に食べてんのよ!?　あーもう、手づかみで……！」

「しかもおいしいじゃん！　うわあ、なんかむかつく！」

「なんでよ！」

「まーまー、気にすんねえ。あ、ところでさ」

「…………いい性格してるわよね、アンタ」

　恨うらめしそうに言われるけど、誰にでもってわけじゃない。

　こんだけ地を出してる相手、他ほかにはいない。

「で？　なによ？」

　倫ちゃんはキャベツとピーマンのオリーブオイルを混ぜたサラダを食べててかっている唇くちびるをハンカチで拭ふく。きちんとプレスされた、さくら色のハンカチ。行き届いているなあ。

「あ、うん、あのさ人生最後の日になにをする？　って質問あるじゃん」

「あるわね」

「あれさあ、他人に頭おかしいとかばかじゃないのとかなんとも思われないならなにをする？　って質問してるのとおんなじだよね？」

「え？　どういうこと？」

　倫りんちゃんが目をぱちくりさせる。顔だけ見てると、女友達と喋しやべってるみたいな気分になる。

「好きなものひたすら食べるっ！　とかさあ、とりあえず仕事にはいかないっ！　とかさあ、なんかいろいろさ、答えるでしょ。私聞きたいもん。なんで今それをやんないんですか？　って。ダイエットやめてデブんなったり、仕事やめてニートになったり、友達の彼氏に告白したり、とかさあ、なんでやんないかって言ったらさあ、それ、他人に白い目で見られたくないからでしょ」

「まあ……、そうなるかしら」

「結局みんな他人の目が、怖こわいんだよねー。めんどくさっ」

　私は冗じよう談だんめかして軽く言った。けれど、倫ちゃんは笑わずに、私をのぞき込むように上うわ目め遣づかいをした。

「じゃあアンタ、他人の目がなかったら、なにがやりたいの？」

　ぎくりとした。つまりそれが一番聞かれたくなかった。

「……そこだよね、問題は」

　私は腕うでを組んで天てん井じようを仰あおぐ。

「あのさあ……、なんか、便利になって、昔の人と比べたら時間がいっぱいあって、情報も簡単に手に入るじゃん。なんにでもなれるかもしれない。どこにでもいけるかもしれない。やりたいことをやれるかもしれない。可能性と選せん択たく肢しが多すぎるの」

　無限にも思えるほどに、あれにもなれるし、これにもなれるし、くもの巣よりも複雑に広がる道。レールが敷かれすぎている。メインストリートがどれなのかすらわからない。

　自意識過か剰じようで自分で自分をがんじがらめにしてどこにも進めない。

「……結局、やりたいことがそもそもわかんないんだよね」

　それが答えだ。

　私ってからっぽだ。そのくせ、多分、器はちっこい。

「アンタが『できない』って思ってることが、やりたいことなんじゃない？」

　倫ちゃんが言う。へ、と私は間ま抜ぬけな声を出す。

「やりたいなあって思ったことじゃないと、できないなあって気付かないでしょ？」

「え、なになに、どゆこと？」

　私は首をひねる。

「そうね、たとえば、アンタ、乗馬できないでしょうけど気にしてないでしょ」

「うん。全然」

「それは別にやりたいって思ってないからってことよ。『私はこれができない』っていうことをわざわざ意識してるんだとしたら、そのできないことはやりたいことだからだと思うのね」

「ごちゃごちゃしてきた。十文字でまとめて」

「自由すぎるでしょ、なんなのよアンタ!?」

「あははー」

「あははじゃない！」

　笑いごとにしちゃったけど、だって、私の頭じゃ本当になにを言われているのかわからなかったのだ。倫りんちゃん、面おも白しろいけど、小こ難むずかしいよ。

　やりたくない、とかじゃなくて、なんでできないんだろ、と思うことが、やりたいことってこと？

　たとえば、私は小説が書けない。書けるわけないじゃん、あんなにたくさん文章をさ。だけど、そんなもん気になんない。だって書けなくても人生に支し障しようはないからだ。だけど、そこで、なんでできないんだよーって気にする人は小説をやりたい人なわけで、だからその人は小説家になりたい人なのだ……ってこと？

　うん、よくわからん。噛かみ砕くだいて簡かん潔けつにわかりやすく解かい釈しやくしようと思ったものの、余計に意味わかんなくなってきちゃう。

　でも、私ができない、って日頃から痛感していることはある。私の一番できないこと。そんなこと考えるまでもない。

　それは─────、まあ、いっか。言ってもしょうがないし。

「思うんだけどさー。きっと私はやりたいことあってもずっとやんなくてさ、四十歳さいくらいになったときにこう思うタイプなのかも。『私今までなにしてきたんだろう。人生の折り返し地点に来たのに、なにも変わってない。考えてることもやってることも、できることもできないことも、中学生のときと同じだわ』」

　悲しき未来予想図。そんなはずないじゃん、と自分で言い切れないのが一番悲しい。ちょっと落ち込む。

「たいがい暗いわねえ、アンタ」

「だめ人間だからねー」

「そうかしら？」

　茶ちや化かしてくれていいのに、倫ちゃんは真ま面じ目めに考え込むように顎あごに手を当てる。

「『女子って集まるとすぐ人の悪口言うでしょー。あたしサバサバしてるからー、ああいうのダメなのー』とか言う女ってたいてい粘ねん着ちやく質しつでしょ？　ほら、アンタも結構粘着質だし」

「なんで急に悪口!?」

「そうじゃなくて、自称ってあてになんないわよってことを言いたいの」

「ええー……？　んー、自称天然とか？」

「そうそう。わざわざ自称するとうそくさいでしょ。それに、天然に関しては、自称天然は天然じゃないっていう法則あるでしょ」

「うん。超有名だよね」

「つまり自称天然っていうのは、天然の演技をしている人のなかでも、浅はかなほうだと思うわけ。実は本当に計算高くて抜け目がないのは、天然って言わない人のほうよね？」

「うん……？」

「だから、だめ人間って口に出すのは、実際はだめ人間じゃない人か、まだまだ軽度のだめ人間かのどっちかなんじゃない？」

　────お？

　もしかして、すぅーごくわかりにくいけど、今、私、励はげまされた？

　倫りんちゃんって不器用だなあ。そんなとこも面おも白しろいけど。

「あー……」

「なに熱あつい風ふ呂ろに浸つかったみたいな声を出してんのよ」

　まさに、そう。本当にそういう気分なのだ。

「えへへ。倫ちゃんと話してるとさ、デトックスされてる気分になる」

「老ろう廃はい物ぶつを人に押し付けてくるんじゃないわよ」

「そうじゃなくて、楽しいってことだよ」

　ずけずけ言ってくることもあるけど、それすらも楽しい。上うわっ面つらじゃないから。私の顔は自然とにこにこしてくる。倫ちゃんは、ふ、と目を逸そらす。

　ありゃ。怒おこったのかな。

「……アンタも教室じゃあ、死んだ目をしてるけど。ここで毒吐はいてるほうが面白いわよ」

「えーそう？」

　そんなこと言われるなんて思ってもなかった。単純に嬉うれしい。

「正直最初は、アタシのことからかってんのかと思ったけど。全然そんなことなかったわね。……アタシもアンタと話してるのは楽しいわ」

　うっすらと、倫ちゃんの頬ほおが紅こう潮ちようしている。

　おお、照れてる。可愛かわいいなあ。顔もだけど、中身が。

　ふひひ、と笑ったら、なに笑ってんのよ、と怒られた。




　私は中学に入学して以来初めて、学校が楽しいと思うようになった。

　教室では私と倫ちゃんはなにも話さない。だけど、ときどき目が合う。私は思わずふきだしそうになる。そこに友達がきて、「なににやにやしてんの？」なんて言われて、あわててごまかす。

　そういう日々がしばらく続いた。

　けれど、幸福と不幸ってやつは憎にくたらしいことにどうやら一定量らしい。しっぺ返しは倫ちゃんとご飯するようになってから三ヶ月後にやってきた。

　休み時間、トイレに入って、用を足して、さあ出よう、としたところで、女子生徒がふたり入ってきた。個室には入らず鏡の前あたりで立ち話。化け粧しよう直しにでも来たんだろう。化粧は校則違反なんだけどね。

　私は出て行くのをためらった。そのふたりの話に、私の名前が出てきたからだ。よく知っている声だ。私といつも一いつ緒しよにいる友達の声だ。

「なんかさー、最近つきあい悪いよね？　てか、あの子、なんか大和やまとと仲よさげじゃない？」

「あ、思った。ふたりが廊ろう下かで一緒にいるとこ見たよ」

「マジで？　つきあってんのかなー？」

　つきあってないよ、倫りんちゃん男が好きなんだからさー。そもそも、それっくらいのことでつきあってるとか言うのやめてよー。すぐそっちに結びつけるって発情期なのかなー。男と女にだって友情あるかもとか思わないのかなー。こういう人たちって愛が恋愛からしか得られないとか思ってんのかなー。そんな発想しかないとしたら、頭がひもじくなっちゃうよなー。

「なんか、教室でもアイコンタクトしてるときない？」

「あるあるー！」

　うわ、それも気付かれてたか。目ざといなあ。

「全然接点ないっぽかったのにねー」

「まあでもあの子、人に調子合わすの得意だしね」

「あー、わかるわかるー。喋しやべっててあるもんね、その感じー」

　一いつ瞬しゆん、呼吸が止まった。

　────ばれてたの？

「うまいこと取り入っちゃう感じはあるよねー」

「だから、大和にもそういう感じで擦すり寄ったんじゃないの？」

「あーかもねー。媚こびる系ね。大和も可愛かわいらしい顔してなんだかんだ男だったかー」

「てかさ、ぶっちゃけつりあってなくね？　見た目」

「調子乗っちゃった系？」

「あはは、ひどーい」

　ばたばたと足音を立て、笑いながらふたりが出て行く。

　私はトイレから出ることができない。呆ぼう然ぜんと立ち尽つくすことしかできない。心臓がどくどくとやたらとうるさい。

　………………陰口、叩たたかれてやんの。うまくやっているつもりだったのに、そんな風に思われていたなんて。陰いん険けんだなー、なんて思う資格はない。彼女たちを悪者にして、のうのうと被害者ヅラなんてできない。私だって彼女たちをばかにしてたからだ。つまんないこと話す連中だって思ってたからだ。自分だけはばかにされないって思い込んでたなんて、それこそばかだ。

　そう思うのに、どうしよう。

　足が、動かない。

　授業開始のチャイムが聞こえるのに、動かない。




　悪いことは続く。

　次の日の昼休み、私は宿直室ではなく、教室で昼食をとっていた。

　女子六人のグループ。席を寄せ合っている。もちろん、その中には私のことを悪く言っていた子もいる。

　その子が、にやにやしながら、私に話しかけてくる。トイレでの出来事なんかおくびにも出さない。フレンドリーさ全開。すっごい面つらの皮。

「ねえ、知ってるー？」

「……なにを？」

「大和やまとくんって、男が好きなんだってよお？」

「…………は？」

　なんであんたがそれを知ってんの？

「えー？　嘘うそでしょ？　マジで？」

　私以外の女子が、わっと食いつく。情報源は教室に響ひびき渡る、いやそれどころか廊ろう下かにまで聞こえるほどの大声で話を続ける。

「マジで、マジで。あたしの友達でさ、小学生んとき大和くんと一いつ緒しよの人いて、たまたまメールきて、昨日きのうの夜。で、その子とメールしてたらさ、そんな話になったの。なんか六年のときとか、それがばれたからさぁー、超きもがられてたって。情報は確実だよ」

「えー。こっわあ。なんだあ、あたし、もしかしたら大和君とあんたがつきあってんじゃないかとか思ってたあ」

　ひとりが私を指差す。

「確かに、なんかいい雰ふん囲い気きあったけどお。きっとカムフラに使われたんだよー。かーわいそうー。許せないよねー」

　同情しているふりして、私に対するはっきりとした悪意がある。

　きっと、たまたまメールがきた、というのは嘘だ。わざわざ情報を集めたんだ。自分よりも格下に見てた私みたいなやつが、倫りんちゃんとうまくいってるって思って、それでむかついたんだ。なんとか難なん癖くせをつけてやろうと躍やつ起きになったんだ。絶対、そうだ。

「でもさー、いくら顔可愛かわいくても、男が好きとかさー、ありえなくない？」

「キモいよー。ねえ？」

　違うグループの子や、男子も、興味深そうにこちらを見ている。

　私は自分を抱だきしめるように、自分の体に腕うでをまわす。こんなやつらに合わせなくていい。そんなことないよって言えばいい。倫ちゃんはキュートですよって言えばいい。こいつらは私の陰口叩たたいてたような連中だ。嫌きらわれたってどうってことない。仲間はずれにされるのなんか怖こわくない。

　でも、なんでだろう。指先が震ふるえる。喉のどが渇かわく。頭が痛くなってくる。がんがんする。痛い。痛い。私はそれを打ち消すように言った。




「…………うん。超、キモいよね！」




　ばかだ。

　この期ごに及んで、私は、怖こわかった。

「だよねー！」

「やばいよねー！　男好きー！」

　そんなふうに盛り上がるなか、私は体を強こわ張ばらせた。ちょうど、教室に入ってきた倫りんちゃんと目が合ったからだ。

　────────今の、聞かれた？

　倫ちゃんはすぐに私から目を逸そらす。

　倫ちゃんが入ってきたことにみんなも気付いて、一いつ斉せいに小声になる。教室中から、くすくすと笑われて好こう奇きの目で見られるのも気にせずに、倫ちゃんがお弁当ケースを持ってさっさと教室から出て行く。

　ふたたび、わっと教室が騒さわがしくなる。倫ちゃんを揶や揄ゆする話し声。

　私はのどがからからになっていた。お弁当の味なんかわからない。機械的に箸はしを口に運び、お弁当箱を片付けて、トイレに行ってくる、と席を立つ。

　私は宿直室まで走った。




「あ、あのね、さっきのはね……」

　倫ちゃんは、なんでもない顔をしてお弁当を食べていた。

　来たのはいいものの、なにを言っていいものかわからず、私は倫ちゃんの隣となりに立ち尽つくす。

「来ると思ってたわよ。なーにしどろもどろになってんの。あんなことくらい言われても気にしないわよ」

　倫ちゃんは私にでこピンをしたあと、苦笑した。

　やっぱり聞こえてたんだ。

「……ほんと？」

「だってああ言わなきゃ、アンタが仲間はずれにされたりすんでしょ？　じゃあしょうがないことでしょうよ」

　なんでそんなふうにいえるんだろう。

「気にすんじゃないわよ。アタシなら平気だから。あんなの慣れてるわよ。もともとひとりなんだし、どうってことないわ」

「そ、そっか……」

　ばつが悪くなって、私は宿直室から出て行く。

　強いなあ、倫りんちゃんは。それにひきかえ私は最低だ。

　あ、やだ、私ってばごめん、すら言ってないじゃん。せめて謝らなきゃ。

　私は宿直室に戻りドアを開ける。私は目を疑う。

　倫ちゃんが、泣いていたのだ。

　倫ちゃんは私に気付くと、慌あわてて立ち上がる。机に体が当たって、お弁当ケースが床ゆかに落ちる。倫ちゃんは涙なみだをぬぐいながら、私の横をすり抜けていく。肩かたがあたる。私の体が揺ゆれる。

　…………ああ、本当に、私って、ばか。

　なにをやってんだ、私は。自分ばっか守って、なにをやってんだ。

　倫ちゃんは本当にひとりが平気なのかもしれない。本当に強い人間なのかもしれない。だからって、傷つかないわけあるか。強い人間だって、傷つくんだ、あたりまえだ。楽しければ笑い、悲しければ泣く。そんなの誰だってそうだ。同じ人間なんだから。

　私は両の手をぎゅっと握にぎり締しめる。長い時間そうしていた。もう予よ鈴れいが鳴っている。

　私は、頭の中で、私のできないこと、についてずっと考えていた。

　他人がどう思うかじゃなくて、自分がどうしたいかで行動すること。

　それが私のできないこと。つまり私のやりたいこと。

　ひとりが嫌いやだから自分をごまかしてきた。文句をつけながらも多数派でいようとしていた。だってそうしたほうが楽だったからだ。

　なんにも期待せずに、常に誰かやなにかのせいにする、なまけものの私。

　でも、これからもずっとそうしていく？　自分の気持ちを諦あきらめる？　ひとつ、またひとつって諦める？　しかたないやって、こんなのたいしたことないよって言い聞かせる？　そうやって大事なものを傷つけていく？　その度に自己嫌けん悪おすることで、反省することを避さけていく？　なんでこんなことやっちゃったんだろう、本当の私はそんなことしたくないはずないのにって思い続ける？　その本当の私なんてニセモノなのに？　醜みにくい本体に自己嫌悪って名前の鎧よろいを着せて、その醜さにずっとずっと気付かないふりをし続ける？

　私は思い出す。私の生まれる前から家で買っていた犬のことをだ。私が小学校の低学年のとき、父親はその犬を保健所に連れて行った。その犬が人間を噛かんだからじゃない。なにかしたからじゃない。なにもできなくなったからだ。ただ、老犬になったからだ。歩くことがおぼつかなくなったからだ。ものを見ることすら困難になっていたからだ。

『だってこれ以上弱っていくのを見るのはかわいそうだから』と、父親は言った。

　自分の目にさえ映らなければ、悲しいこともつらいこともなにもかもが存在しなくなるとでも言わんばかりに平然と、自分で自分をごまかして。

　ひどいと思った。思ったはずだ。だけど、ひょっとしたら、私は同じ種類の人間なんじゃないの？

　このままでいいの？　この先も？　ずっと、ずっと、なにも、なにも、変わらずに？

「があああああああああああああああああああああああああああああああああああああっ！」

　私は髪かみの毛をぐちゃぐちゃにかき回す。

　ばかばかば────────────────────────────────かっ！

　嫌いやだ！　そんなのはもう嫌だ！

　私は走り出した。

　自分の体から大きく手を離すのだ！　両手を振って走るのだ！　自分を守るばかりだった両手を！　そうしなきゃ誰かに手を差し伸のべることもできない！　誰かと手をつなぐこともできない！

　世の中に、頭の中のことより素す晴ばらしいものはないってお父とうさんは言ったけど、きっと、頭の中より悪いこともない。

　私が怖こわがってるのは、頭の中で作り出された恐きよう怖ふ。

　そんなのは所しよ詮せん扁へん桃とう体たいのまやかしだ。

　現実はいつだって頭の外にあるんだ。




　教室で、倫りんちゃんは毅き然ぜんとしていた。

　雑音なんか聞こえないみたいに、普段通り、自分の席に着いていた。

「やべー。触さわられたら、ニンシンしちゃーう」

　倫ちゃんの隣となりの席の男子が、聞こえよがしに言って、机をずらしても、ひとつも表情を変えない。

　それがカンに障さわったのか、その男子はさらに口くち汚ぎたないことを言う。

「うわもう、最悪だわー。超きめえー。明日あしたっから学校くんなよー」

「キ、モ、い、とかっ、言うなあああああああああああああああああああああああああっ！」

　私はそう叫さけんでそいつのところへずんずんと突つき進む。

　決意を固めた私の顔は、きっと鬼おにの形ぎよう相そうってやつだ。

　一体どうした、とクラス中の視線が私に集まっている。

　けれど私は気にしない。

「き、キモいのにキモイって言ってなにが悪いんだよ。お前だって言ってたじゃねえか」

　その通りだ。私も言った。

　でももうそんなのはやめる。多数派でなくてもいい。

　そりゃあ、はっきり言って私だって、倫ちゃん以外のオネエの人をどう思うかって言われたら、わかんない。でも、倫ちゃんのことをキモいなんて思わない。

　他人がどう思うかじゃなくて、自分がどうしたいかで行動する！

　常に周りと答えあわせして、自分を削けずって他人にかたちを合わせて、だんだん鈍にぶくなって、プラスにもマイナスにも心が動かなくなって、それで平気な顔をしてるなんて、嫌いやだ、嫌だ、嫌だ、嫌だ、嫌なんだ。

　私は、変わる！

「きれいごと言ってんなよ。それに、俺おれだけじゃなくて、みんなそう思ってるぜ」

「だからなんだぁっ！」

　多数派だからって正しいとかえらいとか人を傷つけていい、わけがない！

「そーんなに多数派がいいっていうならぁっ！」

　私は教室中の空気を全部、というほど大きく息を吸った。




「日本人の七割はホーケーだあああああああっ、今すぐてめえのホーケーチン[image: ]出して自慢してみろやクソ野や郎ろうおおお────────────────────────────っ！」




　水を打ったように教室が静かになった。

　みんな、口をあけてぽかんとしている。時計の秒針が動く音が聞こえている。ちょうど教室に入ってきた数学教師の眼鏡めがねはずり落ちていた。

　そんな中で、ひとりぶんだけ、笑い声がした。

「アンタ、なんちゅうかばいかたすんのよ……」

　呆あきれるような、でもどこか嬉うれしそうなその声は、倫りんちゃんの声だ。

　倫ちゃんはオネエ言葉で喋しやべっているけど、みんな、私の父親譲ゆずりの下しもネタの衝しよう撃げきを食らってるせいで硬こう直ちよくしていて、誰もからかったりしない。

　ひとしきり笑ったあと、小さな小さな声で倫ちゃんは言った。




「…………でも、ありがとね。乃の花はな」




　倫ちゃんが、初めて、私の名前を呼んだ。





「──というのが、私と倫りんの出会いでね。そこから紆う余よ曲きよく折せつを経て、世間へのなじみかたを忘れてしまった私はそれを思い出すために、人見知り部設立に思い至ったわけだよ」

　乃の花はなさんが、ふう、と大きく息を吐はく。

　倫さんと乃花さんって昔からの知り合いなんですか、と、なにげなく聞いたら、思いがけず長々と話された。

「……そ、そんなことがあったなんて。大変だったんだねえ……！」

　明あきは今にも溢あふれんばかりの涙なみだを目に溜ためている。

「…………乃花」

　倫さんが少しだけ震ふるえた声で乃花さんを呼ぶ。

　泣き出しそうというよりは、怒いかりを抑おさえている声だ。

　顔は笑っているが、よく見るとこめかみがぴくぴくしている。

「…………いいことを教えてあげましょうか」

「ああ」

「過去だけはどんなに大金を払はらっても変えられないのよ？」

「まったくだな。未来に恥はずかしくないように生きていたいものだね」

「たった今過去を改ざんしたアンタがのうのうとほざくんじゃないわよ！」

　倫さんは立ち上がると同時に机に両手を強く叩たたきつけた。

「アンタねえ、大たい概がいにしなさいよ!?　黙だまって聞いてりゃべらべらと嘘うそ八はつ百ぴやく並べ立てて！」

「ええええっ、嘘なの!?」

　明はそう叫さけんだが、俺おれは本当の話ではないだろうと思っていたからそれほど驚おどろかない。いろいろと矛む盾じゆん点てんがある話だった。

　────とはいえ。

「アンタと中学一いつ緒しよだったのは本当だけど、今のはぜーんぶ嘘よっ。本っ当、くだらない嘘ばっかつくんだから！」

「全部が全部嘘じゃないじゃないか」

「嘘よ、嘘！　ぜぇええんぶ嘘っ！　アンタの容姿の自己評価六十五点!?　アンタがそんな謙けん虚きよなときなんていつあったのよ!?　笑わすんじゃないわよ！　しかも、なに!?　今の話の中で、アンタ、完かん璧ぺきに他人とコミュニケーション取れてたじゃないの！　ありえないわよ！　アタシにお姉ねえさんなんかいないしっ！　それにアタシがオネエってバレても構わないって思ってるなんていつ言ったのよ!?　本っ当、くだらない嘘ばっかつくんだから！」

　……実のところ、なにが嘘だったのかはわからない。

　だって、倫さんの顔が赤い。むきになりすぎだ。怒ど鳴なっているのも照れ隠かくしのように思える。

　ひょっとしたら、今の話のいくらかは本当だったのかもしれない。乃花さんが下ネタを使えば人との距離が詰められると思い込んでいる理由は、倫さんにあるのかもしれない。

　真実を確かめるすべはどこにもないけれど。

「倫りん。たとえ私が嘘うそをついていたとしても責められるいわれはないよ」

「ハァっ!?　なんでよっ!?」

「話の一番最初で言ったじゃないか。小学校のときの担たん任にんから教わった、というエピソードでな」

　乃の花はなさんがなにを言いたいか思い当たる。冒ぼう頭とうも冒頭、ド頭の話だ。

「…………『人の差し出す答えを怪あやしめ』、ですか」

　そして、その言葉通り、嘘を交まじえた話を出してきたわけか。

「私はばか正直に信じちゃいけないって警けい鐘しようはきちんとしたからね。責められるいわれはないよ」

「なんなのよ、それ伏線のつもり!?　わかりにくいのよ！」

「ふう。今日きようはいい天気だな」

「窓開けてんじゃないわよ！　当たり障さわりのない話題でごまかそうとしないでちょうだい！」

「そう怒ど鳴なるんじゃあないよ、やかましい」

　乃花さんは肩かたをすくめて、窓を閉める。

「ただの軽口じゃないか。そんなに怒おこるなんてア[image: ]ルが狭せまいな」

「どういう言い方してんのよ！　それを言うならケツの穴が小さいでしょ！　ケツの穴！」

「なんて粗そ野やな単語を叫さけぶんだい、倫。下品だね」

「単なる慣用句よ！　アンタにだけは言われたくないわ！」

「お──い、みんな────あ！　ここに下品なやつがいるぞ──うー」

「窓開けてんじゃないわよ！　変なこと叫ばないでちょうだい！」

　丁ちよう々ちよう発はつ止し、ってこういうことを言うんだろうな。言ったら嫌いやがられるだろうけど、ふたりの息はぴったりだ。

「アンタなんてね、いつか誰にも信じてもらえなくなるんだから」

「嘘つき狼おおかみ少年のように？」

「そうよ。みんなに愛あい想そつかされて、誰もアンタの相手なんかしなくなるわよ」

「心配してくれてるのかい？」

「ハア？　バカじゃないの？」

　倫さんは顔をしかめて、乃花さんから視線を外して手首の数珠じゆずをいじる。しかし、否定はしていない。乃花さんは、くくく、と小さく笑っているだけだ。

　明あきが俺おれに耳打ちしてきた。

「……やっぱり、なんだかんだ言って、ふたり、なかよしだよね？」

　そうだな。俺は小さくうなずく。

　どこまでが捏ねつ造ぞうされた話だったのかはわからないが、ふたりの間に特別な友情が芽生えている、という部分だけは確実に嘘うそではないだろうなと思う。男女間の友情って成り立つんだな。……まあ、男女って言っていいのか知らないけど。

「でも、予想外でしたよ」

「なにがだい？」

「乃の花はなさんの話がですよ」

　それが嘘か真実かは別として、とにかく予想外だった。

「どういうことだい？」

「強ごう引いんにでもいい話っぽく終わってくれると思いきや、その話全部が、下しもネタオチにもっていくための長い長い振りだったことが予想外すぎたってことです」

　…………いや、乃花さんのことだ。よく考えれば予想できたことかもしれない。

　乃花さんは、ははは、と笑う。

「でも楽しくはないかい？　予想外のことをされるってのは。たとえばすべてが自分の思った通りになるとしたら、そんなに退屈なことはないよ。だって相手が全部自分の予想通り、想像通りの反応をするって、それって独り言となにが違うんだい？」

　乃花さんは首を傾かしげる。さらさらと髪かみが肩かたをすべる。

「そう──、相手のことがわからないからこそコミュニケーションていうのは楽しいし、する価値があるんだし、してみたいんだ、と思うもんだろう？」

　窓のそばにいる乃花さんは陽ひに透すかされてとてもきれいだ。説教くさい言葉に反発したくなる心を押さえつけられるくらいには。そんなふうに思えるほどコミュニケーションスキル高かったらこんな同好会まったく必要ないんですけどね、という茶ちや々ちやを喉のどもとで止めるくらいには。

「……まあ、そうよね」

「……うん。あたしもそう思う」

「……そうです、かね」

「ほう？」

　乃花さんがにやりとする。

「つまり、きみたちは、体のコミュニケーションも相手のことがわからないからこそするってことだね。そんなに親しくもない、行きずりの人間とでもするってことだ。とんだビッチだな。はしたないことこの上ないね」

「う、あ、ええええっ!?」

「アンタねえっ！　なんでそうなるのよっ！」

「せっかくきれいなオチがついたのに、超解かい釈しやくで台無しにしないでください」

「ははははっ！　いいねえっ！　きみたちはいつも気持ちいいくらいに素直な反応をしてくれるねえっ！」

　乃花さんが、本当におかしそうに笑った。

「予想通りでも楽しいことっていうのはあるもんだね」

「こっちは全然楽しくないわよっ！」

「いやあ、この同好会を作って本当に良かったよ」

　乃の花はなさんは満足そうに言う。

　その姿は実に幸せそうで、見ていると胸が熱くなってきて、そして──────、

　そして、俺おれは突つっ込まずにはいられなかった。

　だって、乃花さんの姿が────────。






　おしまい【私のことを忘れてください】







　これも乃の花はなさんの受け売りだ。

　ある思想家のお話。

『世界で一番不幸な者』と書かれた墓はかを掘り返したら、なにが出てきた？

　その思想家が言うには、墓の下から出てきたものは──────、







　そして、俺おれは突つっ込まずにはいられなかった、のだ。

「あの、乃花さん」

「なんだい？」

「────透すけてます」

　陽ひに透かされている、そうだ、最初は確かにそうだった、しかし、今はどうだ、乃花さんの後ろの窓が見える。乃花さんそのものが透けているのだ。

「おや。どういうことだろう」

　乃花さんは自分の両手を掲かかげて見る。本来なら皮ひ膚ふも筋きん肉にくも骨もあるはずなのに、きっと、乃花さんの目からははっきりと天てん井じようが見えているはずだ。

「…………未み練れんがなくなって成じよう仏ぶつするってことじゃないの？　アンタ、部活だとか同好会とかを作って青春して心の底から笑いたかったんでしょ？　それ、叶かなえられたって思ったんじゃないの？」

「え、え、え？　な、なんで？　なにが？」

　明あきが顔中クエスチョンマークだらけできょろきょろとする。倫りんさんは、困ったように笑ったあと、ため息をついた。

「…………乃花はね、生きてる人じゃないのよ」

「そういうことなんだよ、びっくりしたかい？　怖こわがられたら嫌いやだから口止めしておいたんだよ」

「は？　え？　ええ？　だ、だって、足あるよ？　あ、あたし、触さわったよ？　触ふれたんだよ？」

　そうだ。俺も触ったことがある。

　でも、思い返せばいつも不自然なほどに冷たかった。

「最初は実体なんてなかったのよ。コイツ、アタシ以外には見えなかったし」

　倫さんの霊れい能のう力りよく的ななにかってやつだろう。

「ここね、去年の一時期、開あかずの間まだったのよ」

　それは知っている。

「それってね、乃花がここに憑ついてたからなのよ」

　それは知らなかった。

「ふふふ。私はね、旧第二用具室の自じ縛ばく霊れいなんだよ。驚おどろいたかい？」

　乃の花はなさんはまるっきり他ひ人と事ごとのように言う。

「………じゃあ、乃花さんがここで自殺した生徒なんですか？」

「そうなるね」

「え？　え？　え？」

「なんで自殺なんか……」

　乃花さんが大げさにため息をつく。

「きみたちね、さっきなにを聞いていたんだ？」

「なにがですか」

「人の差し出す答えを疑え、だよ。ここで生徒が自殺したって噂うわさは私も聞いたことがあるよ。でもね、真実は違う。単なる事故だ。私が棚たなの上からものを取ろうとしたら、なだれが起こって下敷きになったんだよ。それで死んだ」

「マヌケよね。それも四月の入学式の日によ。校舎に慣れてないからここに迷まよい込んで、せっかくだから自己紹しよう介かいでウケを取ろうと思って使える道具はないか探さぐってたんですって」

「う？　え？　もう、なにがなんだかわかんないよ……」

　明あきと同じく俺おれも混乱している。

　頭の中をうまく整せい頓とんできない。

「コイツとアタシ、中学が一いつ緒しよだったんだけど、サプライズだかなんだか知らないけど、コイツってばアタシと同じ学校に来ることをアタシに内ない緒しよにしてたのよ。だから、アタシも最初ここで死んだ生徒が乃花だなんて知らなくてね……」

　倫りんさんが苦笑しながら言う。

「四月から開あかずの間まがあるって言うから、夏休み前にのぞいてみたの。そしたらコイツが憑ついてたのよ。驚いたったらなかったわ」

　乃花さんがふざけてブイサインを出す。

　そりゃ……はからずもなによりのサプライズになっただろう。

『実は同じ学校に入学しました！』じゃなくて、『実は同じ学校に入学したけど死んじゃってここを開かずの間にしました！』のほうがずっと驚きだ。

「コイツねぇ、アタシに姿が見えることが嬉うれしかったのか、アタシにだけ開かずの間を開放しやがってね」

　なるほど、倫さんが入るときだけ鍵かぎが開いている状態になったっていうのは、そういう理由だったのか。

「アタシ、コイツを成じよう仏ぶつさせようとしたんだけどね。コイツにはお札ふだもお塩もお経きようもなんも効きかなかったの。しかも、コイツ、アタシと一緒にいたらなぜか実体化するようになっちゃってね……」

　それも霊れい能のう力りよく的ななにかのせい、か。

　でも思い返せば乃の花はなさんって時々透すけてましたけどね、と思う。

　気のせいかとなんとなくスルーしていたが、乃花さんが薄うすくなっていたところを俺おれは何度か見ている気がする。

　いくつかの不可解だったことにも理由がつく。この人見知り部の会長が倫りんさんで登録されていたこと。必要な部員数が三人であるにもかかわらず四人いること。

　乃花さんは本来はこの学校にもう存在しない人なのだ。

　そういえば、倫さんが、ゴーストバスターマジカルラブリン、つまりゴーストバスターは自分のほうが似合うと頑かたくなに主張していたことも、今思えば、納なつ得とくがいく。そりゃそうだ。倫さんがまさにそうなんだから。

　集めているつもりもなかったばらばらのパズルのピースが、かちりかちりとはまっていく。

「アタシ、成じよう仏ぶつさせるために頑がん張ばったのよ。コイツの未み練れんがなくなればいいんじゃないかって思っていろいろやったわ。どうやら、アンタらを巻き込んじゃったこの同好会が、最後の未練だったみたいね」

　部活や同好会を作って心の底から笑うのが死ぬまでにしたい十のことの最後のひとつ。そういえば、そんなことを言っていたような気もする。そしてついさっき乃花さんは、腹に一いち物もつ的なニヒルな笑いでも、キノコ的な強制的な笑いでもなく心から笑っていたわけだ。

　──────つまり未練が消えたわけだ。

「そうみたいだね。ほうら、どんどん消えているよ。薄うすくなっていっている。さあ、感動のお別れをしたまえよ」

　そんな催さい促そくあるかい。

「う、嘘うそっ、えっ、こ、これ、本当にっ？　え、え？　乃花さん先せん輩ぱいっ？　う、嘘だよねっ？」

　明あきはまだわけがわからないという顔をしているが、頭よりも先に感情が理解したのか、目からは涙なみだが溢あふれ出している。

「明くんは優しいなあ」

　乃花さんが愛いとおしげに言う。

「ふふ。寿ことぶきくんも泣いてもいいんだよ？」

「いえ、いいです」

　俺はこんなときでも無表情だ。

　俺はクレショフ効果のことを思う。きっと、今の俺のショットの後に乃花さんのショットを並べたら、他人は俺の表情から、悲しみに類るいする感情を読み取るんだろう。

　しかしそれは不正解だ。俺には今、感覚が欠けつ如じよしている。

　正確には突とつ然ぜんすぎて現実感がない、というべきか。

　超展開すぎて小説なら壁に投げつけてるし、ロムならフリスビーにしているところだ。

「泣きませんよ。なにも感じていないので」

「なんだいなんだい。私みたいなのはきっと特例なんだよ。きみね、死んだらもう誰ともコミュニケーションなんて取れないんだからね」

「アドバイスが重すぎます」

　つい茶ちや化かすように突つっ込んでしまったが、その通りだ。心から賛同する。

　────たとえば、どんなことをしても生きているうちに好きな人に思いを伝えたい、と強く思うくらいには説得力がある。半はん端ぱじゃない説得力が。

「それに──、これは以前も言ったけどね。視界に入っていても、意識しなければ気付かないことってきみたちのまわりにはいっぱいあるよ。たとえば幸せの青い鳥がうちの中にいたみたいにね。素敵なものや大事なものって案外身近なところにあるんじゃないかい。きみたちが気付こうとしないだけで」

　明あきがはっとしたように俺おれのほうを見た。視線を受けたら、「な、なんでもない」とそらされてしまったけど。

「──カップルは大だい嫌きらいだけど、まあ、これくらいの置き土産みやげはね。ああ、なんて私はいいやつなんだろう」

　乃の花はなさんが自分に酔よったように言う。

「……ていうか、乃花さん。死ぬ間際だからってちょっといいこと言おうとしてるでしょう。やめてください」

「いいじゃないか。格好かつこいいことを言って消えたいんだよ」

「薄うすっぺらいですよ」

「傷つくなあ」

「アンタね、ぐだぐだうるさいのよっ！　静かにとっとと成じよう仏ぶつなさいよ！」

　普段のように喋しやべっていて、乃花さんが死ぬなんて全然信じられない。

　乃花さんは笑っている。多分。輪りん郭かくがぼやけて曖あい昧まいになっていっているのでよくわからない。

「ああ、そうだ。それからこれは、どうしても伝えたいってことじゃないけれど……」

　水で薄めたみたいに乃花さんの体が透すけていく。目を凝こらしても見えなくなっていく。

「私はきみたちのことを結構気に入っていたよ」

[image: ]

　声がだんだん小さくなって、消えた。ギリで聞き取れた言葉。

　死に際に言うような重々しさはなく、まるで、今日きようは天気がいいね、くらいの気軽さで乃花さんが言った最後の言葉。

　それから、最後に見えたのは、錯さつ覚かくかもしれないけれど、今まで見た中で一番の、最高の笑顔。

「なんなのよ、アイツ。バカじゃないの……」

　そうつぶやいた後に倫りんさんが嗚お咽えつをもらしたのは、乃花さんが完全に消えてからだった。

　明あきが俺おれの胸に飛び込んでくる。学ランに染しみができていく。

　泣かなくてもいい。明も倫さんも泣かなくていいんだ。

　────『世界で一番不幸な者』と書かれた墓を掘り返したら、なにが出てきた？

　その思想家が言うには、その墓の下からは『なにも出てこなかった』だ。

　どういうことか。

　この世で一番不幸なものは、死ねないもの、ということだ。

　ということは、乃花さんは、これで、幸せになったわけだ。だから、泣く必要なんてない。

　ふたり分の泣き声を聞きながら、明の背中を撫なでながら、俺がぼんやりと思うことは、ひょっとしたら、そうとでも考えないとやっていられない、と俺は思っているのかもしれないということだ。

　ひょっとしたら、いつか平へい和わに言われたように、俺は人見知り部の活動を楽しんでいたのかもしれないということだ。

　ひょっとしたら、乃花さんとともに明をいじったり、倫さんに突つっ込まれたりする二ヶ月足らずのこの日々がそれなりに面おも白しろいと思っていたかもしれないということだ。




　ひょっとしたら、今麻ま痺ひしているこの心が治ったら、痛くて痛くてたまらないかもしれないということだ。






　おまけ【社交辞令じゃないですよ】







　なんの変へん哲てつもないこの空間は、幸せで満ち溢あふれている。

　ため息をついた分だけ自分の中から幸せが逃げるというのが真実ならば、だが。

　俺おれは新校舎の西階段の二段目に腰こし掛かけている。

　顔を横に向ける。少し距きよ離りを空けて座っている女子とは目が合わない。相変わらず黒目がちな目なのは知っている。

　先ほどから体内の幸せを辺りに拡散させているのはこの子だ。ため息ばかりついている。

「はじめまして」

　こちらを見た女子生徒がぺこ、と頭を下げる。丸顔を囲むふわふわの猫ねこっ毛が乱れた。

　客観的に見るとすれば、そこそこ可愛かわいい子、だろう。

　主観的に見るとすれば、この世のなによりも可愛い。とてつもなく愛くるしい。

「臼うす潮しお明あきです！」

「…………うすしお味？」

「臼潮、あ、き、です！」

　もちろん、知ってる。

　だって、俺の彼女だ。

　乃の花はなさんがああなった後、しばらくしてからつきあいだしたのだ。俺から告白した。乃花さんに触しよく発はつされたわけだ。俺が乃花さんの立場だとして、なにに未み練れんが残るかを考えたら、そうするのが当然のことに思えたからだ。いつか伝わるだろうなんて悠ゆう長ちようにかまえていたら、いつ届かなくなるかわかったもんじゃない。

　明は俺の言葉を冗じよう談だんだと受け取らず、本気で考えてくれた。

　俺が今まで以上に真しん摯しに、かつなりふりかまわず思いを伝えたから、というよりは、乃花さんの最後の言葉によって明が俺の気持ちに気付こうとしてくれたからだと思う。

　…………まったく認めたくはないが、今こうしてつきあっているのは乃花さんのおかげと言えなくもないわけだ。

「…………明」

「んう、なに？」

「…………距離、遠くないか？」

「そう？」

「お前、彼女なのに。俺、彼氏なのに」

「やっ、やだっ！　だ、だ、だって、なんか、緊きん張ちよう、する、じゃんっ！」

　さらに距離を空けられた。……ショック。

　夏休みが終わり、二学期が始まったばかりの九月。カレンダー的には秋かもしれないが、まだかなり暑い。この西階段も暑い。教室に比べれば少しはマシだが、だからといって別に涼みに来ているわけではない。

　来年に備えて四月のときと同じ場所で四月と同じことをやっているのだ。

　明あきとの関係はちょっとだけ進化している──幼なじみから恋人にクラスチェンジしている──が、やっていることは四月とほとんど変わってない。むしろ退化しているかもしれない。

「……やだってお前さ……」

「ち、ちがうよ？　あ、……藍人あいとのことがやなんじゃないよ？」

　とは言いながらも、依い然ぜんとして明は距離を詰つめてこないが、まあ、焦あせったように涙なみだ目めで言う姿が可愛かわいかったのでよしとしよう。

「おいっ。お前ら、こんなとこでなにやってんだ」

　ふいに声をかけられた。怒おこっているわけではなく、からかっているような調子だ。そちらを見る。声の主も、四月と同じだ。片手をあげて挨あい拶さつされたので、会え釈しやくして応こたえる。

「倫りんさん」

「アンタら、またこんなとこでたまってんのね？」

　昼休みに──つまり同好会の活動以外で倫さんと会うのは珍めずらしい。

「お弁当、部室で食べればいいのに」




　そう、実はなんとなくまだ人見知り部は続いている。乃の花はなさんがいなくなってからなにをやるわけでもなく、放課後に旧第二用具室にたまって話しているだけだけど。

　当たり前だけど、倫さんも変わってない。ちょっと背が伸のびて髪かみの毛が以前よりちょっと短いくらいで、相変わらずの愛人顔だ。

「そういえば、アンタらと初めて会ったのってここだったわよね」

「そうですね。ていうか、こんなとこになにしに来たんですか？　なにか用でも？」

「んー……。よくわかんないけど、アタシ、胸むな騒さわぎがしちゃって」

「ええっ!?　倫さん先せん輩ぱいが言うとなんか怖こわいっ！」

「本当ですよ。脅おどかさないでくださいよ。──と、すみません」

　ふいに、俺おれの携帯が鳴った。飾りっ気のないシンプルな電子音が鳴り続ける。

「電話？　だれ？」

「あー……、知らない番号だ」

「いたずらかなあ？」

「うーん……」

　あやしいが、鳴り止やむ気配がないので出てみることにする。

「もしもし？」

「きみたち、私と初めて会ったのもここだったね」




　声は、携帯を通してと、ごく近いところからと二重に聞こえた。

　─────────これは、四月と違うことだ。

　なぜなら、掃そう除じロッカーは開かなかったからだ。

　その人は、倫りんさんの後ろから姿を現したからだ。

「…………ハァ!?　アンタ、なんでっ……！」

　倫さんがその人を指差して絶句する。明あきも口をぱくぱくさせている。俺おれもかなり動どう揺ようしていたが、なんとか声が出せた。だから、呼んだ。

「………………乃の花はなさん？」

「そうだよ」

　耳に当てていた携帯電話をしまいながら、乃花さんは微ほほ笑えむ。

　本物だ。でも。

「やあ諸君」

　でも、なぜ、だ。

「俺の携帯番号消去しろって言ったじゃないですか」

　動揺しすぎているせいか、そんなどうでもいいことが真っ先に口をついて出た。

「人ってのは悪わる気ぎなく嘘うそをつく生き物さ」

　ああそうですか。

「…………死んだんじゃなかったんですか」

「ふふ。きみたち、教きよう訓くんが生きてないねえ」

「なんですか、教訓って」

「『人の差し出す答えを怪あやしめ』ってね。確かに私は自分で死んだと言ったけど、素直に信じちゃだめじゃないか」

　乃花さんは得意げに言う。

「人ってのは悪気なく嘘をつく生き物さ」

　……あーあー、そうですか。

「まあ、でもね、実は私自身も自分は死んだと思いこんでいたんだよ。圧死したんだ、とね。私は幽ゆう霊れいだって思っていた」

「はあ……」

「だけどね、実際は生きていた。私もびっくりしたさ、目が覚めたら病院でね。いやあ、リハビリが大変だった。すごく頑がん張ばったんだよ。ようやく復帰できた」

　乃花さんがいたずらっぽく笑う。

「つまりきみたちと過ごしていた私は生いき霊りようだったってわけだね」

　ふざけた話だ。ご都合主義にもほどがある。

「それにしてもなんだい、まったく。きみたちは成長していないみたいだね」

　乃の花はなさんは両手に腰こしを当てる。

「どうだい。私が名めい実じつ共に会長になってあげようか。ここはひとつ、人見知り部を同好会から部活に格上げするために頑がん張ばろうじゃないか」

「お断りします」

「ちょっとは悩みたまえ。寿ことぶきくん。今わかったよ。きみはどちらかというならＳだね」

「なんですぐそっちの話に持っていくんですか」

「うわ──ん！　乃花さん先せん輩ぱい変わってないよぉ────っ！」

「そうよっ、アンタこそ全っ然成長してないじゃないのよっ！」

　本当だよ。

　どんな茶ちや番ばんだよ。

　それなのに、なんで、明あきも倫りんさんもちょっと嬉うれしそうなんだよ。

　なんなんだよ。呆あきれる。やってられるか。あまりのばかばかしさに、なぜか口元がむずむずしてきた。

「あっ!?　あ、藍人あいとっ……！」と、明が俺おれを見て顔を赤らめる。

「あらまあ」と、倫さんが縦たてに大きく開いた口に手を添える。

「おや。寿くん」

　乃花さんが、にやりとしながら俺の鼻をぐいっと押してくる。豚ぶた鼻ばな。痛い。あと、あったかい。




「────逆さか立だちして鼻からタバスコを飲んでもらおうか？」






　あとがき【思ってもないことは言っちゃだめよ】







　人見知りというのは一種類ではないと思うのです。

　まず一番に思い浮かぶのは、その単語から真っ先に想像される『引っ込み思案でいかにもです！』なあがり症タイプ。狭きよう義ぎでの人見知りといえばこれでしょう。しかし広義なら『初対面の人間相手だと無む駄だにはしゃぎ、もういっそ狂気だよレベルまで明るく振る舞い、家に帰ってどっと疲れる』空から元気迎合タイプなんてのもあります。

　実は後者のほうが精神的にキッツイんじゃないかと思う今日きようこの頃です。周囲が人見知りとして扱ってくれないですからね。このタイプは、他人から「人見知りとかするんですか？」と聞かれた際にする「するんですよぉ～」「えぇ～？　またまた！　全然見えないですよぉ」「そうですかぁ？　ははは」という問答がいいかげん面倒くさくなっていることと思います。だから人見知りと自称することを放ほう棄きして、隠かくれ人見知りとなり、ますます疲労を蓄ちく積せきさせるはめになっていることでしょう。お疲れ様です。

　とはいえ人見知りであると自称しないのは、前者も同じですね。見たまんまの人見知りの人が人見知りだと自称しているところを目もく撃げきしたことはあまりないです。

　そんな前者の方々に対して、『「私人見知りなの」と先手を打って口に出してしまえ、そうすれば案外落ち着いて喋しやべることができる』というアドバイスが世間ではよく言われてますが、当事者にとっては、そもそもそれを言えるならそんなやつ人見知りじゃねえよ！　という感じでしょうか。お疲れ様です。

　とかく人見知りという人種は他人との距離感や温度差に日夜悩み、マニュアルとケースバイケースの間に板挟みになっています。大変なことです。

　他ほかにも『初対面の相手には誰であれ人見知りしないが、二度目以降に会うとうまく話せない』タイプや、『使い捨ての人間関係、すなわち旅先で会う相手や働いている店に来るお客様など、ここだけこれっきりで金こん輪りん際ざいかかわらないであろう人になら普通に喋れるが、つきあいを続けていかねばならない人に対してはなにも喋れない』タイプや、『緊きん張ちようしてるわけではなくそもそも喋るのが億おつ劫くう』タイプや、『俺はお前ら下等生物とは違うから口をきかない』タイプ等々人見知りの種類は多た岐きに渡ります。

　また、真性か仮性かの違いもあります。佐さ野のは後者です。あ、いきなり[image: ][image: ]トークを始めたわけではないですよ。わかってましたか。すみません、差し出がましいことを。佐野は思いっきり口下べ手たタイプの人見知りでしたが、不思議なことに今では人見知りをまったくしなくなりました。仮性人見知りだったわけですね。

　なんにせよ、一口に人見知りとはいえ十人十と色いろ、本当にバラエティーに富んだいろんなタイプがあるように思います。

　ま、別にそのことに作中では特に触ふれてないんですけどもね！（触れろよ、そこ結構大事なとこだよ）（次があればぜひ）（あるのか？）（さあ……？）




　さて。

　本作が出るまでに各所たくさんの方々にご迷めい惑わくをおかけしております。

　担たん当とうさん、あんな言葉やそんな言葉を口頭で言わせてしまったことを筆ひつ頭とうにいろいろとすみませんでした。打ち合わせとか、ひどくアレな感じで……本当に……すみませんでした……。

　笹ささ井いさじさん、素敵すぎるイラストをありがとうございます。実は頂いたラフはプリントアウトして手帳に挟はさみひとりで見てはひとりでニヤニヤしていました。

　そのほかにも本が出るまでに関わってくださった皆様全員に感謝の気持ちでいっぱいです。ありがとうございました。

　飲み会で頼んでもないのに下しもネタを提供してくれた友人、知人（特にクイズ系）。授業中、突とつ如じよとして多ジャンルの雑談をするネタ元の宝庫な教授（ヒッチコックからなにから脈みやく絡らくなくありがとうございます）。心が折れそうなときに癒いやしてくれた、だだだだだ大好きな映画ファイトクラブ（タイラーになら掘られてもかまわない！）。

　その他ほか佐さ野のにかかわった人やもの、すべてにありがとうございます。

　そしてなにより、今、この本を手に取ってくださったあなた。

　読んでくださるあなたがいなければ、この本は存在しないも同然です。




　あなたに一番の感謝の気持ちを。ありがとうございました！




　それではまた機会がありましたらお会いしましょう。
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佐さ野のしなの

実を言いますと、三年ぶりの出版です。この三年の間、佐野の私生活では「ライトノベルか!?」という出来事が頻発しておりました……（ただし、ラブコメもののモテモテハーレム方面ではなく、バトルものの殺す気かぁ!?方面）。
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笹ささ井いさじ

はじめまして～。趣味は消しゴムハンコ彫りとお裁縫なひとです。もりもり女の子の絵を描きたいですっ！

ブログ【http://sajilo.blog102.fc2.com/】
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